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　 この報告書は,日 本自転 車振興会 か ら競輪収 益の一部である機械工業振

興資金 の補助 を受け て昭和54年 度 に実 施 した 「情報 化の推進に関す る調

査研究 」の成果を と りまとめたもの であ ります。
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　昭 和48年 末 の オイル シ ョ ックを 契機 と して,日 本経済 は これ まで の重 化 学

工業型 産 業 か ら省 資源型 産 業 へ の方 向転 換 を 迫 られ て お ります 。

　また一方 で消費者欲求の高度化 ・多様化等の需要構造の変化 も顕著 で あ り,

経済 全体 が産業構造,需 要構造両面か らの見直 しを必要 とする時期 にさ しかか

ってい るとも言 えます。

　 この よ うな変 化 に対応 す るた め の中 小 企業 の近 代 化政策 の 中で,コ ン ピ ュー

タを利 用 した 情報 システ ム化 は,オ フ ィス ・コン ピュー タ等 の 目ざ ま しい普 及

に よ り近 年 とみ に発展 して き ては い ます が,情 報 シ ステ ム化 の度 合 いに お い て

は,大 企 業 とは まだ大 きな隔 た りのあ る の が 現状 で あ ります。

　 協 同組 合 等 に コン ピ ュー タを導 入 して様 々な効果 をあげ てい る と ころ もあ り

ます が.共 同 化,・協業 化 を よ り一 層 進 展 す るに あた っ ては,こ れ ら共 同体 と し

て の一 つ の有 機的 な情報 処理 シ ス テム が必 要 で あ ろ うと思 わ れ ます。

　 と りわ け,流 通業 にお い ては,そ の性 格 上 共同化.協 業化 の規 模 を 単 一 地 域

に とどめ ず,全 国的 な もの に ま で発 展 させ る必 要 があ るた め,こ れ ら広 域 的 な

事業 を 効 率 良 く運 営 す る ため の情 報 処理 ネ ッ トワー クシス テ ムの 形 成 が不 可 欠

となっ て きて お ります。

　 そ こで 当事業 で は,流 通業 の中 で も特 に 広域的 情報処 理 ネ ッ トワー クシ ステ

ム が必要 で あ る と思 われ ます 貨物 自動 車運 送業 を モデ ル業 種 に選 び,事 業 の 共

同化,協 業 化 を通 じて近 代 化 を 指 向 してい る同業 界の 合理 的 運 営 を サ ポ ー トす

る情報 処 理 ネ ッ トワー ク シス テ ムの形 成 につ い て,技 術 的 な側 面 か ら調 査 研究

を行 の て お り,昭 和53年 度 よ り実 施 され て お ります。

　 本報 告 書 は,昭 和54年 度に 実 施 した 調査 研究 の成 果 を 中 間報 告 と して。 と

りま とめ た もので あ ります。

　 当事 業 は有 識 者 か らな る 「中小 企 業 情 報 シス テ ム化 調 査研 究 」委 員 会 を設 置

して実 施 した もので あ り,今 年 度 の調 査研 究 に ご尽 力,ご 支援 を 賜 っ た 委 員 な



らびに関係各位に心 から感謝 の意を表 します。

　 この報告書 が貨物 自動車運送業のみ ならず各方面 に利用 され,我 が国情報処

理産業 の発展の一助 と して寄与 できれば幸です。

　　昭和55年3月

財団法人　 日本情報処理 開発協会

会　長　　上　 野　 幸　 七
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1.中 小企業 の情報 システ ム化調査 研究 の概 要

1.1 中 小 企 業 の 情 報 シ ス テ ム 化 調 査 ・研 究 の 目 的

●

　 本調 査 研究 は,情 報 シス テ ム化 の度 合 いに お い て大 企 業 に遅 れ を とっ て

いる中小企業に焦点を あて,中 小企業 が抱えている様々な問題点 を解決す

べ く情報処理の技術的 な側面か ら調査研究等を行 うもので ある
。

　 中小企業においては,経 済 全体の産業構造,需 要構造等の変化 に柔軟に

対 処 す るため,種 々の観点 か ら対 応策 を講 じて い る。 そ の一 環 と して コ ン

ピュー タに よ る情報 処 理 の シス テ ム化 が 行わ れ て お り
,オ フ ィス ・コ ン ピ

ュー タ等 の普 及 に よ り近 年 とみに 発展 して き てい る
。 しか しな が ら,情 報

シス テ ム化 の度 合 い,発 展 性 にお い ては .大 企 業 とは まだ か な りの隔 た り

が あ る。 この 隔 た りを 少 しで も柔 げ,大 企業 に対 抗 す るた め の対 策 として

は ・ 共 同化・ 協業 化に よる効 率的 な情報 処理 シス テ ムの形 成 が必 要 で あ る
。

す で に協 同組 合 を中心 と して組 合 員 と一体 とな っ て シス テ ム化を 図 っ て い

る と ころ もあ り・ 今後 ・ 中小 企業 の 情報 シス テ ム化を進 め てい く上 で の メ

リッ トの高 い 情 報 シス テ ム化 方 式 であ る と言 え る。

　 当事業で モデル業種 として選定 した貨物 自動車運送業 でも,共 同化,協

業 化 の進 展 は 目ざ ま し く,輸 送事 業 の特殊 性 か ら して協 同組 合 等 の役 割は

今 後 ます ます 高 くな りつつ あ る。

　 この ような情 勢を鑑み,当 事業では事業の共同化,協 業化を通 じて近 代

化 を指 向 して い る貨 物 自動 車運 送 業 の合理 的 運 営 を サ ポー トす る情報 処 理

ネ ッ トワー クシス テ ム の形 成 に つ い て技 術 的 な側 面 か ら調査 研 究 等 を行 う
。
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1.2　 中小企業 の情報 システ ム化調査研究の経緯

本事業 は以下に示す3年 の計画で進 められている事業 であ る。

　　　　 年度実施項目
53年 度 54年 度 55年 度

各種調査研究

基本構想確立

概 要 設 計

詳 細 設 計

模 擬 実 験

(1)　各 種調査研究

　　 昭和53年 度 当初 よ りスター トし,昭 和54年 度途 中でほぼ完了 した。

　 この調査研究は,業 界の現 状に関す る調査研究,業 界 のシステ ム化に関

　す る調査研究,情 報機器 に関す る調査 研究 の3つ を含 んでいる。

　 ①　業界 の現 状に関す る調 査研究

　　　 中小企業(貨 物 自動車運送業)の 情報 システ ム化を考える上で不可

　　 欠 な業界の現状業務の内容について,協 同組 合及 び組合員を対象 とし

　　 て調査を行った。

　　　 協 同組合の調査 につい ては,日 本貨物運送協 同組合連合会の協 力を

　　 得て,15協 同組 合を対象 とし,地 域的には宮城,東 京,神 奈川,埼

　　 玉,富 山,石 川,愛 知,広 島,福 岡,鹿 児 島の10都 県,組 合の規 模

　　 (組 合員数からみた規模)で は最 小が15,最 大 が210,平 均63で

　　 あった。

　　　 また調査の方法 は予め調査先に調査票を送付 して必要事項を記 入 し

　　 ておいて もらい,後 に面接 で詳細に亘 って調査 を行 うとい う方 法を採

　　 った。

　　　 主な調査項 目について項 目別に説 明を行 う。
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。　 共 同輸 送事 業

　 　共 同輸 送は 処 理 件数 の多 少(求 荷 ・求 草 合 わ せた 月 間 処理 件 数 が

　 50件 程度 の とこ ろか ら5,000件 を越 えると ころ まで あっ た)は あ

　っ て も,調 査 を行 っ たす べ ての協 同 組 合で か な り熱 心 に行 われ て い

　た。

　 　処 理 方 法 は,求 荷 ・求 車依 頼 情報 受 付一 定 型用 紙又 は メ モ用

　紙 に 情報 を記 録 一 一 〉貨 物 ・車 両を 捜 すた め 他の 協 同組 合 等 へ 連絡

　 一 斡 旋 が成 立 した 旨 あ るい は不 成 立 に終 った 旨を依 頼主 へ 連 絡

　 一 配車 表,請 求 書 等の 作 成,と い うよ うな手順 で電 話 を 媒 体 と

　 して行 われ て い る が,電 話 に よる様 々な トラブルを 防止 し,よ り迅

　速 ・正 確iな情報 伝 達 をす るた め,フ ァク シ ミ リ等 の導 入 を考 え てい

　 る協 同 組 合 が多 か っ た。

　 　共同 輸 送 につ い ての 組 合員 の利 用 頻 度 は そ れほ ど高 くな い が,参

　加率 は極 め て高 くほ ぼ100%に 近 い数 字 であ る。 これ は協 同組 合

　の 共 同輸 送 事業 の意 義 を高 く評価 してい る現わ れ で は な いか と考 え

　 られ る。

　 　共 同輸 送事 業 の問 題 点 と しては,最 も大 きいの が 運賃 問題 で あ る。

　運 賃 の地 域的 な高 低 とい う問 題 も さる こ と なが ら,運 賃 が決 ま らな

　い とい う致命 的 な問 題 があ る。 今 回 の調査 で も運 賃 が決 ま らず に輸

　送 を 行 うこ との方 が,運 賃 が決 まっ てか ら輸 送 を 行 う場 合 よ りもや

　や多 く,ま た様 々 な問 題 があ る よ うで あ る。 運賃 が決 まら ない理 由

　 と しては,協 同組 合 に入 っ て くる貨 物 情 報 が元受 で は な く,い くつ

　か の協 同組 合 あ るいは 取扱 業 者 等 を経 由 して きて い るため で あ る。

　 　次に,協 同組 合 独 自の荷 主 が 少 な い(平 均 で10社 未 満,独 自 の

　荷 主 を持 た な い協 同組 合 が3組 合)と い う問題 が あ る。 独 自の 荷主

　を開 発す るため に は組 合員 との競 合 な ど数 多 くの問 題 は あ るが,今

　後 安 定 した 共同 輸 送 を実 施 す るた めに 不 可欠 な もの で あ り,十 分 検
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　 討を 行 う必 要 が あ る。 これ は運 賃 問題 の解 決 に も繋 が る もの と思 わ

　 れ る。

。　 共 同 購 入 事業

　 　 協 同 組 合 の事 業 収 入 の中 で最 も大 きな比 重 を 占め て い る事 業 で あ

　 る。 組 合 員 の ほ とん どが この事業 を利 用 してお り,利 用 量 も増 加 の

　 一 途 を辿 っ て い る。 と くに燃 料 の 共 同購 入 に関 す る事 務 処理 量 は か

　 な りの もの で あ り、 これ に対 処 す る ため 給油 スタ ン ドの 無人 化 を行

　 っ てい る とこ ろ,あ る いは給 油 ス タ ン ドの売 上業 務 の コン ピュー タ

　 化 を 計 画 してい る協 同 組 合 もあ る。

　 　 い ずれ に して も,こ の 共同購 入事 業 は今 後 手作 業 に よる処 理 が限

　 界 に な る時 期 が到来 す る と思わ れ,ま た 処理 内容 も集計 が主 な単 純

　 作業 で あ るた め,コ ン ピュー タ化 の メ リッ トは か な り高 い もの と考

　 え られ る。

。　 高速 道 路通 行料 金 別 納 制度 利 用 事 業

　 　各組 合 員 が利用 した 高 速道 路 通 行 利用 の料 金 に つ い ては,協 同組

　 合 で一括 して支 払 うこ とに よ り,利 用 額 に応 じた 割引 が受 け られ る

　別 納制 度 が あ る。

　 　 日本道 路 公 団 よ り協 同組 合 へ送 付 され て くる請 求 書 は 日付順 にな

　っ てい るた め,こ れ を組 合 員別 に振 り分 け,組 合 員別 の請 求 書 を作

　成 す る必 要 があ る。 現 在 ほ とん どの 協 同組 合 は この作 業 を 手 作業 で

　行 っ てい る が,処 理 件 数 の多 い とこ ろで は大 変 な 事務 作 業 とな るた

　め、 自協 同 組 合 の コン ピ ュー タで処 理 した り.外 部 に委 託 して コ ン

　ピ ュ ー タ処 理 を行 っ て い る とこ ろな どが あ る。

　 　この作 業 も処理 内容 と しては単 純 な もの で あ り,コ ン ピ ュー タ化

　の メ リッ トは高 い。 この作 業 だけ の ため に コ ン ピ ュー タの導 入 を考

　え てい る協 同組 合 もあ る。

。　 金 融 事業
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　 各 組 合員 が設 備 資 金,運 転資 金等 の貸付 を受 け る場 合,金 融 機 関

　か ら協 同組 合 を通 じて貸 付 が受 け られ る よ うに した 事業 で あ る。

　　組 合 員 が貸 付 を 受 け る まで の過 程 は 複雑 で あ り,ま た コン ビ ュー

　タ化 で きる よ うな作 業 で は な い が,貸 付 が決 定 してか らは回 収 状 況

　の把握 が主 な もの とな り,か な り単 純 化 され た 作業 と なる。 しか し

　なが ら処 理件 数 は極 め て少 な いた め,他 の業 務 と 共に コン ピ ュー タ

　化す る の な ら と も角,こ の事業 だけ のた め に コン ピ ュー タを 導 入す

　る こ とは無 意味 で あ る。

。　 そ の他

　　以 上4つ の 事業 の他 に,保 険 共済,施 設(倉 庫,整 備 工場,食 堂,

給 油 所 等)の 共 同利 用,組 合員 のた め の情 報 収 集 ・提 供 とい(た 事

業 が あ る。

　 次 頁 以 降 に,共 同輸 送 事業,共 同購 入事 業,高 速 道路 通 行 料 金別

納 制 度利 用 事 業,金 融 事業 の4事 業 につ い て,一 般 的 な事 務 処理 の

流 れ 図 を示 した 。
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荷　　　主 組　　　　　　　　　　　合 組　　　　合　　　　員 荷　受　人
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求車依頼 求 車
受 付 表

求荷受 付表
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　組 合員の調査 については,昭 和51年 度に当協会で面接調査 を行 っ

た調査結果,日 本貨物運 送協同組 合連合会か らの組 合員に関す る各種

資料,並 びにその他業界に関する様々な資料、協同組合面接調査時 の

組合 員に関する事情聴取等を通 じて実態を把握 した。

　協同組 合が行 う共同輸送業務への参加については,協 同組合の調査

結果 で説 明 した よ うに100%に 近 い数 字である。 利用頻度はかな り

低いが,徐 々にでは あるが増加 の傾向 にある。 この ことは共同輸 送事

業 に対 して,協 同組合あるいは業界全体の体制 が整備 されつつあ るこ

とを示唆 している。

　但 し,組 合員が帰 り荷 を確保す る割合でみ ると,協 同組 合か らの斡

旋 よ りも,大 手運送業者,取 扱業者等 か らの斡旋 が多い ようであ る。

　次に協 同組合に加入 した メリットとしては,共 同購入事業,高 速道

路通行料金別納制度利用事業,金 融 事業を挙げ ている組合員が多い。

共同輸送事業 が協 同組合 の事業の中で主流 となるには,ま だ多少の時

間を要する と思われる。

　 コ ンピ ュー タに つ い ては,協 同組 合 よ りも組 合 員の 方 が良 く利 用 さ

れ てい る。 これ は 組織 的 に協 同組 合 よ りも利 用 し易 い とい う点 が作 用

して い る もの と考 え られ る。 しか しな が ら利 用方 法 は計 算 セ ンター,

会 計 事 務所 等 へ処 理 を 依 頼 して運賃 計 算 や会 計管 理を 行 うとい う形 が

多 く,自 社 導 入 して,売 上管理 か ら経 営 管理 ま での一 貫 した処 理 を 行

っ て い る と ころは非 常 に少 ない。

　 次 頁 に 組 合 員業 務 の一 般的 な事 務 処理 の流 れ 図 を示 した 。

φ
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② 　 業 界 の シス テ ム化 に 関す る調査 研 究

　 　 当事 業 を進 め る上 で非 常 に重 要 な事 柄 で あ る業 界 の システ ム化 につ

　 いて の調査 を行 っ た。

　 　 「業界 の現 状 に 関す る調査 研 究 」に お いて も シス テ ム化 に関 して の

　 調 査研 究 を行 っ た が,大 手 運 送業 者 の シス テ ム化,NST,　 JUST

　 な どの 共 同輸 送 の シス テ ム化 等 につ い て更 に綿 密 な調 査 を 行 っ た。

　 　 大 手運 送業 者 の シス テ ム化 では,日 本運 送㈱,大 和 運輸 ㈱,西 武 運

　 輸 ㈱,京 浜 倉庫 ㈱,日 本通 運 ㈱,向 島 運 送㈱ の6社 を対 象 に して種 々

　 の 文献 を基 に調 査 した。NST,　 JUSTに つ い て は ヒヤ リン グも含

　 め て,か な り詳 細 な点 まで 調査 した。

　 　 こ こでは,昭 和53年 度 の報 告書 に載 せ なか った2事 例 の照 会 を 行

　 う。

　 。　 大和 運 輸㈱ の 情報 シス テ ム

　 　 　 大 和運 輸 ㈱ に おけ るNEKOシ ス テ ムは,大 和 運 輸㈱ の ペ ッ トマ

　 　 ー クで あ るネ コマニ クに ち な ん で名 付 け られ て お りt斬 新(New)

　 　 か つ経 済 的(Economica1)で ある こ とに加 え,顧 客 に対 して は親

　 　 切(Kindly)で あ る こ とが設 計理 念 となっ て い る。

　 　 (New　 Economical　 Kindly　 Online　 Total　 System)

　 　 　 シス テ ム検 討 時,大 和 運輸 ㈱ がか か えた 問 題点 は,貨 物 運送 業 の

　 　 性 格か ら くる業 界 全体 の 問 題 で あ るが,④ 労 働集 約型 産業 で あ る こ

　 　 と,同 店所 が 広 域 に分 散 され て い るこ と,内 請 負業 的 性 格 が強 い こ

　 　 と,(⇒ 顧 客 ニー ズが多 様 化 して きてい るこ と,な どで あ っ た。 これ

　 　 らの 問題 点 を解 決 すぺ く,NEKOシ ス テ ムで は,省 力化,運 賃 計

　 　 算 の適 正 化,輸 送 品 質 の 向 上,顧 客 サ ー ビ スの 向 上,事 務 処理 の高

　 　 度 化,効 率 化,タ イ ム リな管 理 情報 の把握,の6つ の 目的 に従 って

　 　 設 計 され た。

　 　 　 大和 運 輸㈱ で は,NEKOシ ス テ ムに よ る オ ンラ イ ン化 に よ り店
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令

所 事 務 員,作 業 員 に 与 え る不 安 を極 力 抑 え,円 滑 な る業 務 の移 行 を

果す た め,長 期 間 に 亘 る計 画的 な移 行措 置 が とられ てい る。 一 時 的

に テ レ シクス送信 処理 を取 り入れ た こ と,主 要 店所 に オ フ ライ ンの

紙 テー プ穿 孔機 を 置 き,早 くか らデー タ作成 を指 導 し,オ ン ライ ン

後 の店 所 処理 の感 覚 を 植 え付 けた こ と な ど,店 所 へ の啓 蒙,実 務 指

導 に加 え,店 所 に急 激 な 変化 を 与 え ない た め の数 々 の配慮 がNEKO

シス テ ムを 成功 に導 いた 大 きな要 因 の一 つ で ある とい え る。

　 NEKOシ ス テムを 構 成 して い る各 シス テ ムの概 要 は 次 の とお り

であ る。(図1-6を 参照 の 事)

(f)原 票 登録 シス テ ム(自 動運 賃計 算 シス テ ム)

　　 路線 原 票,通 運 混載 発送 原票 を セ ンター フ ァイル(送 り状 フ ァ

　 イ ル)に 登録 す る シス テ ムであ る。 セ ンタ ー側 では,荷 受 け 時 の

　 貨物 情 報(個 数,重 量,運 賃査 定 項 目等)か ら顧 客 収受 運 賃 を 自

　 動計 算 し,送 り状 フ ァイル を 作成,以 後 の処理 に 備 え る。

㈲ 　 貨物 追跡 シス テ ム

　　 1枚 の原 票 単 位 で荷 受 け か ら配 達完 了 に至 る ま での貨物 の所 在

　 を管理 す る シス テ ムで あ る。 管理 上 の チ ェ ッ クポ イ ン トは,荷 受

　 け時(原 票 登 録時),発 送 時,仲 継発 送 時,到 着 時,配 達完 了時

　 (あ るいは 他社 引渡 し時)の5ポ イ ン トとなAて い る。

内 　 帳票 発 行 シ ス テ ム

　　 積 荷 明細 書,配 達持 出票 な どの 作業 用 帳票を 発行 す る。 また前

　 日分 店所 別集 計 表,発 送 実 績 表 な どの管 理 用帳 票 を発 行 す る。

←)顧 客 サー ビス シス テ ム

　　 輸 送 情報 を顧 客 に フ ィー ドバ ックす る シス テ ムで あ り,配 達 完

　 了報 告 書,あ る いは荷 受 け後 一 定 期 間経 過 して も配 達 され ない 貨

　物 につ い ての 警 告 リス トを店所 に 出 力 し,輸 送 品 質 向 上 の一助 と

　 して い る。　　　　　　　　　　　　　　。
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(ボ　 メ ッセー ジ交 換 シス テ ム

　　 本 社 と店所,あ る いは店 所 間 の情 報 連絡 を行 うシス テ ムで,特

　 に 管理 部 門 か らの一 斉 通 達,荷 物 事故 調査 のた め の店所 間 連絡 に

　 効果 を発 揮 して い る。

(N　 `般 デー タ収集 シス テ ム

　　 そ の他 の デー タ(例 えば傭 車,付 帯 伝票,車 両 デ ー タ等)の 収

　 集 を 行の てい る。

(ト)　フ ォ ローバ ッチ シ ステ ム

　　 　オ ン ライ ン で収 集 され た デ ー タを加 工,分 析,保 存す る シ ステ

　　ムで,店 所 別 集計 シス テ ム,未 収 管理 シス テ ム,未 払 管理 シス テ

　　ムな どの サ ブ シス テ ムに分類 され てお り,本 社 経理 シス テ ム との

　 連 絡 を とっ てい る。

　　以 上 の他 に オ ン ライ ンで は問合 せ シス テム が あ り,各 サ ブ システ

　ムで作成 され た フ ァイル に対 す る問 合 せ(原 票 内 容,運 賃,貨 物 の

所 在等)を 可 能 と して い る。

。　 西 武 運 輸㈱ の情 報 シス テ ム

　　西武 運輸 ㈱ に おけ る輸 送情 報 の シス テ ム化 は,昭 和45年 か ら始

め られ,当 初 は未 収 金 管 理業 務 を 中心 に給 与 計 算 業 務,車 輌 管理 業

務,輸 送 管理 業 務 な どの事務 作業 の機 械 化 を実 施 し,企 業 内 の省 力

化を 推 進 した。

　　 しか しな が ら,車 輌の稼 動把 握 な どの た め,輸 送 管理 業 務 と車 輌

管 理 業 務 との 統 合 が 必要 に な っ て きた こと,業 務 フ ァイル 間 の デー

　タ に重 複 部分 が多 く,様 々な障 害 が出 て きた こ と,な どの 理 由 か ら,

従 来の 輸 送 管理 業務 シス テ ムを見 直 し,情 報 の多 目的 化、 検索 の多

種 多 様化,シ ス テ ムの拡 張 性等 に つ いて十 分 検討 を した結 果,オ ン

　ライ ンデー タベー ス シス テ ムを採 用 す る こ と と し,昭 和50年3月

　に機 種 を レベ ル ア ップ した。
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図1-6　 NEKOシ ス テ ム概 念 図

●

　 西武 運 輸 ㈱ の輸 送 情報 シス テ ムは,物 流 面 を 中心 に展 開 した シス

テ ム であ り,次 の よ うな 目的 の 基に 開発 され た。

ω 　地 域 間物 流 の把 握 　 ・

　　　従 来 の運行 収 入 面 で の管理 に 加 え,配 車 圏を 地 域 的 に 分 け て,

　 そ の地 域 間 の物 量 を把握 し,往 路 ・復路 の運 行 バ ラ ンス を調 整 す

　　る。

(ロ)各 支 店,営 業所 に お け る 目標 管理

　　　貨 物 扱 量(発 送 ・到 着)や 未収 金 回 収 率 な ど,各 支 店,営 業所

　　ごとに,そ の 目標 と達成 率 を 管理 し,営 業 活動 を推 進 させ る。

一15一



(一う　 車 輌 管理 との統 合

　　 車 輌 の情 報 は,輸 送 情報 と車 輌 管理 業 務 とに重 複 して持 た れ た

　 部 分 が多 くあった が,こ れ らを統 合す る こ とに よ りメンテ ナ ンス

　 の 容易 性 を 図 る と と もに,情 報 の活 用性 を向 上 させ る。

←)　事務 処理 の標準 化

　　 輸 送 情 報 シス テ ム と財 務 会 計 を 基本 に した財 務 情報 シ ス テ ム と

　 の間 で互 い に 事務 処 理 の標 準 化 を図 り,デ ー タの不 一致 を解 消 す

　 る。

㈱ 　 管理 レベル へ の情 報 提 供

　　 従 来 は,担 当者 レベル への 情報 提 供 だ け を 中心 に 行 っ て きた が,

　 今 後 は 各 管理 レベ ルに も,そ の レベ ル に応 じた 情報 の提 供 を 可 能

　 にす る。

8　 経 営 情報 シ ス テム への ア プ ロー チ

　　 単 に物 流 面,車 輌稼 動 面 の 管理 に と どま らず,財 務情 報 シス テ

　 ム と人 事情報 シス テ ム とに関 連 して,配 車計 画,投 資計 画 な どの

　 経営 計画 の 指 標 とな り うる情報 の 提供 を行 う経営 情 報 シス テ ムの

　 一 端 を担 うよ うにす る。

　 本 輸 送 情報 デ ー タベー ス シス テ ムは,図1-7に 示 す よ うに,集

荷一 発 送一 到 着一 配 達 の輸 送過 程 で発 生 す る運 行 指 令 書,手 板(積

荷 明細 書)の 情報 と,車 輌所 属店 や 自社 整 備 工場,給 油 ス タ ン ドで

発 生 す る車 輌 月報,部 品 修 理伝 票,整 備 報 告,給 油 旬報 な どの情 報,

そ して 本社 車 輌 部 におけ る車 輌報 告 の 情報 で 主 に構 成 され てい る。

これ らの 情報 は,発 生 場所 か ら本社 車輌 部又 は 直接 電 算課 へ 送付 さ

れ,輸 送情 報 サ ブ シ ス テ ム,車 輌 管 理 サ ブシ ステ ムで それ ぞ れ コン

バ ー トされ,輸 送情 報 デ ー タ ベー ス に 格納 され る。 車輌報 告(新 車

登 録,転 属,廃 車)及 び部 品修 理 伝 票 につ い て は,車 輌 部 に デ ィス

プ レイ端 末装 置 を設 置 して,ダ イ レク トエ ン トリを 行 司 てい る。 一
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方,人 事 情 報 と財 務 情報 か ら店所 の要 員や作 業時 間,店 所 の収 支 な

どの 情報 を抽 出 し,評 価 サ ブ シス テ ムで店 所 評価 を 行 っ てい る。

　 デー タ ベー ス の構 造 は,部 支店 一営 業 所 一 軍輌 とい う会 社 組織 か

らみ た 管理 階層 と,地 域 一 営業 所(一 車 輌)と い う物 流か ら と ら

えた 管理 階 層 の2つ の階 層 か ら各種 情報 を把 握 で き る論 理 構 造 に な

っ てい る。

　 デ ィテー ル セ グメ ン トで あ る各 種 情報 は,詳 細 なデー タ と して約

2ヵ 月 の保 存 サ イ クル で 管理 し,こ れ らの デ ー タは その 後,輸 送 と

車 輌に 月単 位 で 集 約 して数 年 間 の履 歴 デー タ と して 保存 を可 能 に し

てい る。

　 輸 送 の情報 は,車 輌 と貨 物,営 業所,人,収 入,荷 主 な どの 角度

か ら検 索 され る と ともに そ れ ら が相 互 に密 接 な関 連 を持 って い る。

これ らの情報 検 索 要 素 の うち,本 デー タベ ニ スは,車 輌 と貨 物,営

業所,収 入 を 中心 に構 造 化を 図っ て い て,主 に次 の よ うな清 報 を得

るこ とが で きる。

(イ)車 輌 と貨 物

　 *　 貨 物取 扱 量 に対す る車 輌 の稼動 状 況

　 *　 車 輌 ご との 貨物 取 扱 量(車 輌 の積 載 効率)

　 *　 傭 車 や コ ンテ ナ な どの利 用状 況

㈲　 貨物 と営 業所

　 *　 店所 間,地 域 間 の物 流 状況 把握

　 *　 貨物 量 と店所 作 業 能 力 及 び実績

　 *　 店 所 ご との 貨物 の特 性把握(小 口,貸 切)

を寸　 営 業所 と車 輌

　 *　 店 所 の貨 物 取 扱 量 に おけ る車 輌 の適 正配 置

⇔ 　 営業 所 と収 入

　 *　 運 行 収 入 の 割賦
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㈱　車輌 と収 入

　 *　 運行単価

内　 車輌 と営業所,貨 物,収 入

　 *　 目標管理 の実績把握

(ト)車 　輌

　 *　 車輌経費 の把握(車 輌減価償却,運 行三賀等)

苗1芸會

囲F95、 。
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図1-7　 西武 運輸 ㈱ 輸 送 情報 デー・一タベー ス シス テ ム概 念 図

③ 情報機 器 に 関す る調査 研 究

　　 中 小運 送 業 界 の シス テ ム化を 図 る上 で重 要 で あ る と思 わ れ る テ レッ

　 クス,フ ァクシ ミ リ,コ ン ピュー タ等 に つい て,文 献,メ ー カー か ら

　 の ヒヤ リン グを 中 心 に して調査 を行 ・った。 同時 に,協 同組 合の面 接 調

　 査 の 際 に,こ れ ら情報 機器 に関 す る認識 度,要 望 等 につ いて の考 え方

　 を聴 取 した。

●
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也

　 　 　 現 在,中 小運 送業 界 の情報 伝 達 手 段 は電 話 が主 で ある が,共 同輸 送

　 　 業務 に つ い ては一 部 で テ レ ックス が設 置 され てい る。 しか しな が ら,

　 　 テ レ ックス では 専用 の オペ レー タ が必 要 で あ る こ と,オ ペ レー トミス

　 　 に よ る トラ ブル の危 険性 があ る こ とな ど の理 由か ら,設 置 は され て い

　 　 る が,全 く と言 っ て良 い ほ ど使 用 され てい な い。時折,金 融 機 関 か ら

　 　 の振 込 通知 に使 用 され る程度 の もの で あ る。

　 　 　 そ こで一 部の協 同 組 合 で は フ ァ クシ ミ リを 導 入 して,協 同組 合 等 と

　 　 組 合 員間 の情報 伝 達 を ス ム ー ズ な もの に してい る。 フ ァ クシ ミ リは,

　 　 情報 伝 達 が迅 速 ・正 確 で あ る こ と,操 作 もコ ピーを取 る程 度 の比 較 的

　 　 簡 単 な も ので あ る こ と,ま た価 格 も手 頃 であ る こ とな どか ら,非 常 に

　 　 有 力 な情 報伝 達 手段 と して,業 界 全体 で も各 メー カー の資料 を収 集 す

　 　 る な ど し て,か な り頻 繁 に検 討 を行 っ てお り,急 速 に導 入 の方 向 に 向

　 　 っ てい る。

　 　 　 コン ピュー タにつ い て も業 界 全 体 の 関心 は近 年 とみ に高 まっ て きて

　 　 い る。 しか し利 用 の実態 に つ い ては,組 合員 は比 較 的利 用 され て い る

　 　 が,協 同組 合等 と な る とまだ ほ ん の一 部 に過 ぎない。

　 　 　 以 上 の よ うな情報機 器 の 情 勢 を念 頭 に 入れ て調査 を 実 施 したわ け で

　 　 あ る が,フ ァク シ ミ リにつ い ては果 た して他 の情報 伝 達機 器 に比 べ て,

　 　 あ らゆ る面 で優 れ てい る の か ど うか,コ ン ピ ュー タに つ い て は=費用 が

　 　 安価 で,操 作 が 簡単 で,し か も当事業 の要 求 を満 たす よ うな機 器 は な

　 　 い ものか ど うか,と いっ た 視 点 を 中心 と して進 めた。

　 　 　 これ ら情報 機 器 の詳細 につ い ては,「3.4　 情報 伝 達 方式 」「3.5

　 　 情報 処 理方 式 」「3.6　 機 器 構成 及 び価 格 」で 記述 した。

(2)　基 本 構 想 の確 立

　 　 各 種 調査 研究 及 び委 員会 で の検討 事 項 な どを基 に して,昭 和53年 度

　 後半 か ら昭和54年 度 にか け て,シ ス テ ムの 目的,前 提 条 件,参 加 形 態,

　 情報 伝 達 方式,情 報 処 理 方式,機 器 構 成 及 び価 格,対 象範 囲,経 費,効
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　 果 の9項 目につ い て構 想 を 固め た。(第3章 を 参照 の事)

③ 　 概 要設 計

　 　 基 本構 想 に基 づ い て,シ ス テ ム構 成,処 理 概 要,『共同 輸 送 斡旋 方 法,

　 拡 張 性,運 営 体 制 等 につ い て設 計 を 行 った。 この概 要 設 計 は昭和55年

　 度 も更 に詳細 な検討 を加 え,詳 細 設計 に進 む。(第4章 を参 照 の事)

(4)詳 細 設計

　 　 昭 和55年 度 に 行 うもの で、 概 要設 計 に基 づ き,当 シス テ ムの 中軸 で

　 あ る共 同輸 送 業務 につ い て の詳 細 設計 を 行 う。

⑤ 　模 擬 実験

　 　 詳 細設 計に 基 づ い て実 際 に プ ログ ラムを 開発 し,模 擬 実験 を 行 う。

　 　 こ の模 擬 実験 を通 して,シ ス テ ムの妥 当性,適 用 性 を チ ェ ックす る。

　 具 体 的 には,入 力方 法 が複 雑 ・煩雑 で な いか,斡 旋 の ため の情報 の過 不

　 足 は ないか,処 理時 間 がか か り過 ぎな い か,出 力 帳 票 の過 不 足 は ない か,

　 シス テ ム ・メ ンテ ナ ンス は容 易で あ るか,等 種 々 の点 に亘 っ て チ ェ ック

　 を して,詳 細 設 計 の見 直、しを行 い,よ り現 実性 の 高 い シス テム を構 築す

　 る。

㎡
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情報 システム化 の背景2.
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2.情 報 シ ス テ ム 化 の 背 景

　 中小 運 送 業界 で は,シ ス テ ム化 の度 合 い に お いて大 手運 送 業界 に遅 れ は とっ

てい る もの の,効 率的 な情報 の シス テ ム化 を図 るべ く,協 同組 合等 を 中 心 と し

て活 発 に検 討 が加 え られ てい る。 一 部 の協同 組 合 で は,実 際 に コ ン ピ ュー タを

導 入 して種 々の業 務 の情報 処 理 を実 施 して い る と ころ もあ る。

　 こ こでは 共同輸 送 業 務 と共 同輸送 以外 の業 務 とに分 け て,シ ス テ ム化 の 背景

を説 明 す る。

(1)　共 同輸 送 業 務

　 　 共 同輸 送 は,あ る程度 の整 備 は な され て い るが,現 在 な お種 々の形 で実 施

　 され てい る。 例 え ば① の よ うに協 同組 合 と構 成 組 合 員 だけ で行 われ てい る場

　 合,② の よ うに 協 同組 合 が他 の協 同組 合 と連 帯 して 実施 して い る場 合,③ の

　 よ うに協 同組 合,組 合 員,取 扱 業者 等 が 入 り乱 れ て 実施 され て い る場 合,な

　 どがあ る。 割 合か らみ る と,圧 倒的 に③ の ケニ ス が多 い と思 わ れ る が,様 々

　 な形 で行 わ れ てい るた め,輸 送 の交 錯 な どの問 題 を 引 き起 こ してい る。

① 協同組合

/　 ＼
㊨)・(亘 汐

②　　 A協 同組合　 ←一>　 B協 同組合

③

/ ＼ / ＼
㊧ 一㊧ ㊨ 一㊧

/ /
　 (垂 ∋)一… 組舗 　 　組舗 … 組舗

この よ うな問 題 点 を解 決 し,よ り効 率的 な共 同輸 送を 実施 しよ うとい う意

一21一



図 の も とに 日本貨 物 運 送協 同組 合 連 合会 が中 心 とな っ て,昭 和50年 よ りN

ST事 業 が行 われ てい る。 これ は 当連 合会 に求 荷 あ るい は求 車 情 報 を 集 中 さ

せ て斡旋 処 理 を 行 い,共 同輸 送 を実 現 しよ う とす る もの で ある。 現 在電 話 を

媒 体 と して行 わ れ てお り,約60協 同組 合 が参 加 して,処 理件数 も年 々増 加

傾 向 に あ る。 か な りの成果 を 上げ てい る。

　 また昭 和53年 か らは コ ン ピ ュー タを利用 した 共 同輸 送 の 実施 を 行 うため,

全 日本 トラ ッ ク協 会 を 中心 と し,10数 協同 組 合 の 参加 を得 てJUST事 業

が始 め られた 。

　 しか しな が ら,こ の よ うな シス テ ム化 の動 きはそ れ ぞ れ個 別 に行 わ れ て お

り,中 小運 送 業 界 全体 の 統一 的 な ものは 若 干見 られ る ものの,ま だ まだ とい

う感 は否 め な い。 共同 輸送 の よ うな事業 に つ い ては,業 界 全体 が一 致団 結 し

て シス テ ム化 を行 う必 要 があ る。

　 この よ うな意味 で 当事 業 で考 え て い る情 報処 理 ネ ッ トワー クシス テ ム も・

中 小運 送 業 界 全体 の 合意 と い うの が大前 提 とな るが,少 な く と も大多 数 賛 同

の も とに逐次 参加 事 業体 の数 を増 や し,よ り効 率的 な共同 輸 送 を実 施 してい

くこ とが肝要 で あ る と思 わ れ る。

　 な お,当 事 業 では第1章 で説 明 した よ うに,昭 和53年 度 か ら昭和54年

度 に か けて 中 小運 送 業界 の現 状 調査 を行 った 中 で,共 同 輸 送 の シ ステ ム化 を

図 る際 の問 題点 と して,次 の4点 を認識 した。

① 斡 旋 作 業 に 関 して人 的要 素 が多 い。

　 　 現在 行わ れ てい る共 同輸 送 の媒 体 と しては,殆 ど が電 話 で あ る。 電話 に

　 よ る配 車 担 当者 同 志 の対 話 あ るい は取 引 に よ り運 賃そ の他 の輸 送 条 件 が決

　 ま るわけ で あ る。

　 　 また,求 荷 ・求 車 情 報 に片寄 りがあ る場 合(求 荷 情報 が多 く求 車 情報 が

　 少 ない 場 合等)は,協 同組 合 の配 車担 当者 は荷 主 あ るい は組 合 員に 電 話 連

　 絡 を して,荷 物 あ るい は車 輌 を 探 す こ とも少 な くない。

② 求 荷 ・求 車 情報 に暖 味 な点 が多 い。
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　 　 共 同輸 送 を 行 うた めの 求 荷及 び求 車 情報 の中 で,特 に運 賃 につ い て は 共

　 同 輸送 成 立 後 に決 まる場 合 が 多 い。 取扱 業者 等 を 介 した荷 物 につ いて 特 に

　 この傾 向 が強 い。

　 　 また輸 送 区 間に つ い て も例 えば 東 京 か ら大 阪 といっ て も東 京 の どこ なの

　 か が求 車 情報 が入 っ て きた時 点 で明確 に され て い な い為,配 車 担 当者 が確

　 認 のた め 電話 をか け る場 合 もあ る。

③ キ ャンセ ル(斡 旋 取 消)が 多 い。

　 　 共同輸 送 を依 頼 して くる事 業者 は,他 に も輸 送 依頼 を して い る場 合 が多

　 く,い わ ゆ る二 股 をか け てい るわ け で,輸 送 条件 の良 い方 の仕 事 に 傾 き易

　 い。 した が っ て配 車担 当者 が 共同輸 送 を成 立 させ た後 もキ ャン セル 情 報 が

　 入 っ て くる場 合 も多 い。

　 　 さ らに ひ どい ケー ス に なる と,他 の仕 事 を してい なが ら,共 同輸 送 の配

　 車 担 当者 に 何 の 連絡 も しない場 合 があ る。

④ 運 賃 が決 ま らずに ドッキ ン グす る場 合 が あ る。

　 　 地 場 輸 送 に関 しては殆 どが運 賃 を 明確 に した 上 で ドッキ ング し,共 同輸

　 送を実 施 してい るが,長 距 離 輸 送 の場 合は地 域間 で の相 場 の違 い,あ る い

　 は取 扱業 者 等 の 介入 に よ り求 荷 ・求 車 情報 が 入っ て きた時 点 で運 賃 が分 ら

　 ない ケー ス が あ り,相 互信 頼 とい う形 で そ の まま ドッキ ン グ作 業 を 行 っ て

　 い るの が現 状 であ る。 運賃 が安 い,支 払 が遅 い等 の理 由 で後 に トラ ブル が

　 生 じた ケーース もあ る よ うで あ る。

　 以 上 の よ うな問 題 点 を十 分 認 識 した 上 で,当 事業 では 問題点 解 決 の た め,

次 に示 す シス テ ム化 の 必要 性 の もとに設 計 を進 めた。

① 広域 的 な情報 に関 して,迅 速 ・正 確 な 処理 が要 求 され る。

　 　 全 国 的 な共同 輸 送 を行 うため には,各 地 に散 在 してい る 情報 を集 中 し,

　 そ れ らの 情報 を迅 速 ・正 確 に 処 理 して,ス ムー ズな斡 旋 作業 を 行 う必 要 が

　 あ る。

②　今後情報 量が増加 した場合,現 在 行われ ている手 作業 には限界 がある。
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　　　現在協 同組合等で行われて い る共同輸送は,電 話 を主 な媒体 として行わ

　　れ てお り,求 荷及び求 車情報 の提供者 との情報交換 には,か な りの電話回

　　数 を要 してい る。現在 の経済 情勢を考 える と,共 同輸 送はます ます重要性

　　を増 し,情 報量 も増加す る と考 えられるため,現 在 の方法 に改善を加 える

　　必要 が生 じてきてい る。.

　③ 情報の収集 ・整 備体 制 が十分 でないため,共 同輸送 の運営上有効 な資料

　 　が 作成 で き ない。

　 　 　 共同輸 送 に よ り得 られ た 情報 に つ い ては,統 計 資 料 作 成 のた め に使 わ れ

　 　 る程 度 で十 分 に 整備 され て い る とは 言 え な い。 した がっ て,運 営 上有効 な

　 　資 料 を作 成 で きない 状 態 で あ る。

(2)　共 同 輸 送 以外 の 業務

　 　 共同 輸 送 以外 の 業務 につ い ては,協 同組 合 の業務(殆 どが協 同組 合 と構成

　 組 合 員 との 絡 み の業 務),構 成組 合 員 の業 務 が考 え られ る。

　 　 現 在 までの ところ,共 同 輸 送業 務 の シス テ ム化 よ りも,こ れ ら協 同 組 合 及

　 び組 合 員 の各 種 業 務 の シス テ ム化 の方 が か な り進 ん で い る。 これ は,こ れ ら

　 の業 務 が シス テム化 を図 り易 い とい うこ ともあ るが,共 同 輸送 業 務 の シ ス テ

　 ム化 がそ れ だ け非 常に 困難 で あ る こ と も示 唆 してい る。 また 協 同 組 合 の 業務

　 と組 合 員 の業 務 を考 え てみ る と,組 合 員 の シス テ ム化 の 方 が時 期 的 に も早 く

　 行 わ れ,ま た シス テ ム化 の件数 も多 い。 お そ ら く協 同組 合 の 組織 的 な難 しさ

　 が シス テ ム化 を 遅 らせ た の で は なか ろ うか と考 え られ る。

　 　 以 上 の よ うな ことか ら,協 同組 合等(協 同組 合 に こだわ らず,協 業組 合,

　 協 同組 合 連合 会 を 総称 して以 後 こ の よ うに呼 ぶ)及 び組 合員 の 全般 的 業 務 の

　 シ ス テ ム化 を進 め るに 当 っ ては,特 に 次 の よ うな問 題 点 を 念 頭 に 入れ て設計

　 を行 う必 要 が あ る。

　 ① 協 同組 合等 の組織 的 な難 しさ の ため,シ ス テ ム化 が遅れ,ま た 組 合 員 を

　 　 も含 め た協 同組 合 等 全 体 の シ ス テ ム化 に も支障 を きた してい る。

　 ② 情報 処理 に関 して多 くの費 用(コ ン ピ ュー タの リー ス料,人 件 費,消 耗
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　 品費 等)を か け るこ とが難 しい。

　 　組 合 員 につ い ては,大 多 数 が小規 模 企業 で あ るた め,コ ン ピ ュー タを 自

　社 導 入 す る こ とは非 常 に難 しい。

③ 情 報 処理 専 門 の要 員 を確 保す る こ とが難 しい た め,現 在 の事務 要 員 で も

　操 作 で き る よ うな簡 易 な もの で なけ れぽ な らな い。

④ 事 務 要 員 が少 ない ため,各 種 情報を 十 分整 備 す る こ とがで きず,し た が

　 っ て,効 率的 な運行 管理 あ るい は経 営管 理 を 行 え ない状 態 に あ る。

◆
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3.　 シ ス テ ム の 基 本 構 想

5.1 シ ス テ ム の 目 的

θ

●

　 当 シス テ ムは,中 小 運 送業 界 が抱 え て い る種 々の問題 点 を情 報処 理 面 か

　ら解 決 す べ く,次 に示 す 目的 に従 って同 業 界 の各 種 事業 を効 率 良 く運営 す

るた め の情 報処 理 ネ ッ トワー ク シス テ ム の形成 に つい て技術 的 な側 面 か ら

調査 研 究 等 を行 う もの で ある。

(1)中 小 運 送業 界 の体質 強 化

　 　 中小 運送 業 界 は,情 報 交 換網,販 売網 等 に お い て大 手 の 運送 事 業者 に

　 か な り遅 れ を とってい る の が現状 であ る。 これ は 中小 運送 事業 者 間 あ る

　 いは協 同組 合 等 間 の情 報 伝 達 が効 率 良 く行 われ てい ない こ とに も依 る が,

　 そ れ以 前 の問 題 と して業 界 内 の シス テ ム化 のた めの環 境整 備 が立遅 れ て

　 い る こ とに起 因 してい る。 当 システ ムは これ ら環境 が整 っ た上 で実 施 さ

　 るべ き もの で あ り,ま た逆 に 当 シス テ ムの実 施 に より中小 運 送業 界の 体

　 質 を強 化 す る こ とに も繋 が る もの と思 われ る。

(2)荷 主 へ の サ ー ビス 向上

　 　 荷 主 か らの輸 送依 頼 に迅 速 に対 処 す る と と もに,荷 主 へ の請 求 書 等 の

　 迅 速 ・正 確 な る発行 を行 うこ とに より,荷 主 へ のサ ー ビス 向上 を志 向 す

　 るo

(3)車 輌 の効 率 的利 用

　 　 協 同組 合 等 にお け る求荷 ある いは求 車 情 報 を基 に,共 同 輸送 を迅 速 か

　 つ 効率 良 く行 う こ とに よ り,車 輌 の効 率 的 利 用 を可 能 とす る。

(4)事 務処 理 の合 理 化

　 　 協 同組 合 等 及 び組 合 員 に おけ る事 務作 業 の標 準 化,単 純 化 を図 り,事

　 務 処 理上 の誤 りの防 止 を図 る と と もに,事 務 作 業 の増 加 に 伴 う人 員 増 を
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　 防 ぎ,事 務 処 理 の 効率 向上 をね らい とす る。

(5)省 資 源,省 エ ネ ル ギーへ の 対応

　 　 第2章 で記 述 した よ うに,現 在共 同 輸送 が種 々の形 で実 施 され て い る

　 た め,輸 送 の交 錯,交 通 渋 滞 等 の問 題 を発 生 され て い る。 そ こ で共 同 輸

　 送 の形 体 を一 本 化 す る こ とに よ り,省 資源,省 エ ネ ル ギーへ の対 応 を図

　 る もの とす るo

5.2　 シ ス テ ム の 前 提 条 件

(1)協 同組 合 等 を対 象 とす る

　 　 当 シス テ ムは,中 小 運 送 事 業者 の情 報 処 理振 興 を図 る こ とを 目的 と し

　 た もの で あ り,対 象 と して は 中小 運送 事 業 者 及 び これ らに よって構 成 さ

　 れ る協 同組 合 等(協 同組 合,協 同組合 連 合 会,協 業 組 合)で あ る。

　 　 将 来 コ ン ピュー タ を利 用 した情 報処 理 ネ ッ トワー ク シス テ ムの構 築 を

　 考 え る場 合,中 小 運送 事 業 者(つ ま り協 同組 合等 を構 成 す る組 合 員)単

　 位 の シス テ ム化 には 費用 面,運 用 面 で無 理 が あ るた め,協 同組 合等 を中

　 軸 と して最 終 的 に は 組合 員 に も多 くの メ リッ トを もた らす よ う考慮 す る。

(2)共 同 輸送 業 務 だけ で な く協 同組 合 等 及 び組 合 員 の全 般 的 な業 務 も対 象

　 とす る。

　 　 共 同 輸送 は現 在 電 話 を主 な情報 伝 達 手段 と して行 われ て お り,こ の 情

　 報 伝 達手 段 を よ り効率 の 良 い もの にす る こ とは 大 きな意義 を持 っては い

　 るが,例 え ば コ ンピ ュー タを利 用 して情 報 処 理 ネ ッ トワー ク システ ムを

　 構 成 す るに は 多額 の費 用 が見 込 ま れ るた め,・共 同輸 送 だけ に この シス テ

　 ムを利 用 す る こ とは 費 用的 に多 くの メ リ ッ トは 得 られ な い し,ま た効 率

　 的 に も悪 い もの とな る。

　 　 そ こ で協 同組 合 等 の 各種 業 務(油 脂 等 の 売上 管 理,高 速道 路 料 金 の組

　 合 員へ の振 分 け業 務 等)及 び組 合員 の 各 種業 務(運 賃計 算 等 の 売上管 理,

一27一



タ

■

　 運 行 管 理等)に つ い て も シス テ ム化 の対 象 とす る よ う設 計 を行 う。

(3)段 階 的 に シス テ ム化 を図 る

　 　 協 同組 合 等 及 び組 合 員 の 現状 を鑑 み ると,共 同輸 送 に つ い て は融 通 性

　 が あ る とい うこ とか ら電話 を主 な情 報伝 達手 段 と して行 わ れ,ま た この

　 他 売上 管 理 等 の業 務 に つ い て は手 作 業 に よる運 賃計 算,請 求 書 の 発行 等

　 が行 われ て い る。

　 　 この ような情 勢 の 中 で,コ ンピ ュー タに よる効率 的 な情 報 処理 ネ ッ ト

　 ワー ク シス テ ム を二 挙 に構 築 す る と多 くの混 乱 を招 きか ね ない。 したが

　 って情 報 機器 の整 備 等 か ら段 階 的 に シス テ ム を進 め て い く こ とが望 ま し

　 い と思 わ れ るo

　 　 各 段階 の システ ム化 は次 の よ うに行 う。

　 ① 第1段 階(情 報 伝 達手 段 の改 善)

　 　 　 現状 の情 報伝 達 手 段 を改 善 し,協 同組合 等 間,協 同組 合 等 と組 合 員

　 　 間,協 同組 合 等 と共 同輸 送 を実 施 してい るセ ンター間 に フ ァク シ ミ リ

　 　 等 を導 入 し,情 報 の確 実 ・迅 速 な る情 報 の伝 達 を行 う よ うにす る。

　 　 　 ファク シ ミリは,共 同 輸 送 に 限 らず,あ らゆる業 務 の情 報 伝 達 に か

　 　 な りの威 力 を発揮 で きる もの と思 われ る。

② 第2段 階(情 報 処 理方 式 の改 善)

　 　 　 この第2段 階 は,情 報 処 理 方 式 の改善 を行 うもの で,現 時 点 での シ

　 　 ス テ ム化 に よる効 果 が大 きい と思 われ る油脂 等 の 売上 管 理,高 速道 路

　 　 料 金 の組 合 員 へ の振 分業 務,組 合 員 の 売上管 理,運 行 管 理 等 に つ い て

　 　 の システ ム化 を 図 る もの で あ る。

　 　 　 シス テ ム化 の方 法 に は,　 (イ)各 協 同組 合 等 に オ フ ィス ・コ ン ピ ュ

　 　 ー タ等 を導入 す る方法,　 (・)共 同輸 送 を実 施 して い る セ ン ター に コ

　 　 ン ピ ュ一 夕を導 入 し,集 中処 理 す る方 法,　 (ハ)各 協 同 組 合 単 位 あ る

　 　 いは 全協 同組 合等 が一 括 して計 算 セ ンターに 処理 を依 頼 す る方 法 が考

　 　 え られ る。
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　　 　 こ の中 で,2番 目及 び3番 目の 方 法 は,協 同 組合 等 及 び組 合 員 の秘

　　 密 保 持 とい う面 を考 え る と実 施 す る には非 常 に困難 な こ とが予 想 さ れ

　　 るo

　　 　 秘 密 保 持,第3段 階 へ の移 行 等 を考 慮 す る と,1番 目の各 協 同組 合

　　 等 に オ フィ ス ・コ ンピュ ー タ等 を導 入 す る方 法 が望 ま しい もの と考 え

　　 られ るo

　 ③ 第3段 階(情 報 処理 ネ ・ トワー ク の構 築)

　　 　 共 同 輸送 を実 施 して い る セ ンター に コ ン ピュー タを設 置 し,各 協 同

　　 組 合 等 の コ ン ピ ュー タ とオ ンラ イ ンで接 続 して,共 同 輸送 につ い て は

　　 オ ン ライ ンに よる即 時 的 な斡 旋 処 理 を,共 同 輸送 以 外 の 業務 につ い て

　　 は各 協 同組 合等 の コ ンピ ュー タで独 自に処 理 を行 う。

(4)シ ス テ ム化 に対 す る業 界 内 の環 境 整 備 が万 全 で あ る こと

　　 シス テ ム化 に対 す る業 界 内 の要 望 は 強 く,そ の た め の環 境 整備 につ い

　 て も再 三 討 議 が 行 わ れ,あ る程 度 の成 果 は得 て い る。 しか しなが らコ ン

　 ビ ュー タに よる情 報処 理 ネ ッ トワー ク シス テ ムを考 え る」二で重要 な コー

　　ド,伝 票 の統 一 化 を例 に とって み て も,同 一 の協 同組 合等 内 で も統 一・化

　 され て い ない な どまだ まだ十 分 な もの とは言 え ない。

　　 共 同 輸 送 の シス テ ム化 に 当 た って は特 に斡 旋 の た めの規 約,運 営主 体

　 な ど数 多 くの 問題 が山積 さ れ てお り,業 界 内 にお い て更 に綿 密 な検 討 が

　 必 要 で あ る。

(5)参 加 協 同 組 合等 が広 い地 域 に亘 って い る こ と

　　 共 同輸 送 の た め の求荷 あ るいは 求 車 情 報 が地 域 的 に集 中 して い て は,

　 十 分 な斡 旋 作 業 を行 うこ とは で きな い。

　　 斡 旋 率 の 向上,効 率 的 な共 同輸 送 の 実 旋 を実 現 す るた め には,参 加 協

　 同組 合等 が広 い地 域 に亘 り,情 報 量 もあ る程 度 の ものは必 要 で あ る。
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ろ.5　 シ ス テ ム の 参 加 形 態

　 シス テ ムの対 象 は,中 小運 送 事 業 者 及 び これ らで構 成 され る協 同 組合 等

で あ り,シ ス テ ム構 築 とい う立 場 か らす る と,協 同組 合 等 を中 心 と して考

え るべ きで あ る とい うのは す で に述 べ た ところ で ある。

　 また共 同輸 送業 務 の特 殊性 か ら して,求 荷 ・求 車 情 報等 を一 括 管理 し,

共 同輸 送 の斡 旋作 業 を効 率 良 く行 う必要 が あ る こ とを考 慮 す る と,情 報 を

一括 管 理 ・運営 す る ため の組 織 が 必要 とな る
。 当 シス テ ム では この組 織 を

中央 セ ンタ ー(仮 称)と 呼 ぶ こ とに した。

　 協 同 組 合 等 には,協 同組 合,協 業 組 合,協 同組 合 連合 会 が含 ま れ,協 同

組 合 傘 下 の組合 員,荷 主 等 を考 え合 わせ る と,シ ステ ムの参 加 形 態 は 図

3-1の よ うに な るo

　 当 シス テ ムでは,中 央 セ ン ター に コ ン ピ ュー タ を導入 し,各 協 同 組合 等

の コン ピ ュー タとオ ン ライ ンで接 続 し,共 同輸 送 に つい て は オ ン ライ ンに

よる即 時 処 理 を,協 同組 合等 及 び組合 員 の各 種業 務 につ い ては 各 協 同組 合

等 の コ ン ピ ュー タに よる独 自の処理 を行 うわけ で あ るが,協 同 組 合等 の コ'

ンピ ュ一 夕の 設置 場 所 に よ り,共 同輸 送 の情 報 の流 れ ,共 同 輸 送以 外 の業

務 の情 報 処 理形 態 が若干 異 な る。

　 例 え ば,協 同組 合 あ るいは協 業 組 合 に コ ン ピ ュー タを設置 した場 合,共

同輸 送 の情 報 の流 れ は,荷 主← → 組 合 員← → 協 同 組 合(協 業 組合)← → 中

央 セ ン ター とな り,共 同輸 送以 外 の業務 につ い て は,協 同組 合(協 業 組 合)

に情 報 を集 めて,協 同組 合(協 業 組合)の コン ピ ュー タで処 理 す る こ と と

なる。

　 次 に,協 同 組合 連 合 会 に コ ンピ ュー タ を設 置 した場合 は,共 同 輸 送 の情

報 の流 れ は,荷 主 ←→ 組 合 員← → 協 同 組 合← → 協 同組合 連 合 会← → 中央 セ

ンター と な り,前 者 に 比 べて情 報 伝 達 が1段 階 多 くなる。 した が っ て情 報

伝 達 が遅 くな る し,ま た誤 伝達 の可 能 性 も多 くな る。
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　 また共 同輸 送以 外 の業 務 に つ い て協 同組 合 連合 会 の コ ン ピ ュー タを用 い

て処 理 を行 う場 合 は,協 同組 合 及 び傘 下組 合 員 か ら情 報 を集 め る必要 が あ

り,運 用 上 非常 に 難iしい。

　 この よ うな こ とか ら,で きれ ば協 同組合(協 業 組合)単 位 に コン ピ ュー

タ を設 置 す る こ とが望 ま しい が,資 金 等 の諸 事 情 に よ り困難 な場 合 には,

協 同組 合 の 集 りで あ る協 同組 合 連 合会 に コ ン ピ ュー タを設置 す る方 法 も採

れ る よ う設 計 を行 った。 但 しこの 場合,協 同組 合 等及 び組 合 員 の業 務 は行

わ ず,共 同輸 送 の み に 当該 コ ン ピュー タを使 用す る こ とが運 用上 望 ま しい

と考 え られ る。 また情 報 の流 れ を速 や か にす るた め,組 合 員 か らの情 報 も

直 接 受 け付 け る な どの工 夫 も必 要 とな って くる。

　 なお,組 合 員 に コン ピ ュー タ を設 置 して共 同 輸 送等 の処 理 を行 うとい う

方 法 は,協 同組 合 等 を中軸 と した 中小 運 送業 の情 報 シス テ ム化 とい う本 来

の 意味 か ら逸脱 す るの で シス テ ムの対 象 か ら除 外 した。

協 同組 合

連 合 会

図3-1　 シ ス テ ム の 参 加 形 態
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5.4 情 報伝 達方式

　 現在,共 同輸 送 あ る いは各 種 連 絡 の た め,共 同輸 送 実 施事 業 体 と協 同組

合等 間,各 協 同組 合 等 間,協 同 組 合等 と組 合 員間 の情 報伝 達 は,電 話 また

は テ レ ソクス を媒 体 と して行 わ れ て い る。 しか しなが ら電 話 にお い ては ,

言 い違 い,聞 き間 違 い な どに よる トラ ブル発 生,テ レック スに お い て は ,

専 用 オ ペ レー タの 必要,あ るい は タ イ プ ミスの 発生 等 に よ り,運 送業 界 内

で も より効 率 的 な情報 伝 達 手 段 を模 索 中 であ る。

　 表3-1は フ ァク シ ミ リ,テ レ ック ス,電 話 の各 情 報 伝達 方 式 につ いて

比 較検 討 を行 った もの で あ る。

　　　　　　　　 表3-1　 伝 達 手 段 別機 能 比較 表

　　　　信手段
評価項目

フ ァ ク シ ミ リ テ　　レ　 ッ　 ク　 ス 電　　　話

A4判(約700字 の標 700字(タ イ プ時 間 お よび 700字 程 度話 す の に
所要時間 準 原 稿)1枚 を20秒 ～ 電 送 時 間)あ た り約10分 か は10～15分 必 要,

即 時 性 6分 程度で電送可能 か る ただし回答を即時に受

け られ る

漢 字 ・ひ らが な ・カ タ カ カ タ カ ナ ・ ロー マ 字 ・数 字 な 文字についての説明が
ナ ・ ロ ー マ字 ・数 字 な ど どの特 定 の文 字 のみ で,オ ペ 必 要 で あ り,い い ま ち

多 様 性 の各種文字のほかに図表 レ一 夕に よる印字 ミスが生 じ が い,聞 きま ちが いが

正 確 性 を含 め ての 多様 な内容 を, や す く図表 の電 送 は で き ない お こりや す く,図 表 の

原稿 とま った く同 じよ う 説 明は 困難 で あ り,証

に電送可能 拠 が残 らない ・

特 定 の オペ レー タが不要 原則 と して特定 の オペ レー タ 必要な伝達事項以外に,

省 力 性
で人件 費 が節 約 で きる し, が必要 で あ り,そ の ため の人 時候の挨拶 ・世間話な

経 済 性 不在 送 ・受 信 も可能 で, 件 費 が かか るが,オ フ ラ イ ン ど を しが ち で,経 済性

電送距離 ・枚数に適応 し で発 信 テ ー プを作 成 して お く を高めるのには自主的
た電送速度の機種 も選べ ことにより電送時間の短縮化 管理の徹底を要する,
る は可能 で,不 在受 信 も可 能 留守番電話による不在

受信は可能

第3者(オ ペ レー タ)が 第3者(オ ペ レー タ)が 原 則 容 易 に盗聴 で きるた め,

介 在 しな い うえ,無 音 で と して介 在 す る うえ,設 置場 暗号で話すなどの手段
秘密保持 小形のため設置場所の制 所 の 自由 度 が小 さい ため,秘 を取 らない 限 り秘 密 の

約 が小 さい の で,秘 密 の 密の保持が困難 保持が困難
保持が容易

騒 音 の発 生 は な く,発 煙 騒 音が 発生 す るの で,防 音対 設置台数が多いと騒音
公害発生 ・悪 臭 の 発生 しない機 種 策が必要 公害が発生 しやすい

の選定 も可能
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　 貨物 自動 車運 送 業 に おけ る共 同 輸送 には,迅 速 であ る と と もに,正 確 な

情 報 伝達 が不 可 欠 で あ り,ま た 受 領書 な ど証拠 とな る文書 の送 付 等 も必 要

で あ る こ と を考 え合 わ せ る と フ ァク シ ミ リが最 も適 した 情 報伝 達 では ない

か と思 われ る。

　 テ レ ック スに つ い て は オペ レー タが必 要 で あ る こと,情 報 伝 達 の正 確 性

に おい て は ファ ク シ ミ リに劣 る こ と な どか ら多 少疑 問 は あ るが,金 融機 関

か らの振 込通 知,荷 主 との連 絡 等 利 用価 値 もまだ 残 さ れて い る。

　 電話 は どの よ うに情 報 伝達 方式 が改 善 され よ う と も,共 同輸 送 の実 施 に

当 た って は必 要 欠 くべ か らざ る有 力 な情 報伝 達 手 段 で あ る。

　 表3-2は,フ ァ ク シ ミ リの主 な利 用分 野 を一 覧表 に した もの で あ る。

命

表3-2　 フ ァ ク シ ミ リの 主 な利 用 分 野一 覧表

銀　　　行 保　　　険 証　券　会　社 商　　社

・海外 送 金 業務 の本 ・支 ・契約書原本の照会 ・株式情報の収集 ・市 況 に 関す る メ ッセ

店開連絡 ・保険事故に対する査 ・内外株式情報の交換 一 ジ通 信(社 内 お よ

・信 用状 の伝 送 定業務の連絡 ・預 り証書 の伝送 び取引先)

・メ ッ セ ー ジ 連 絡 ・各支店との業務連絡 ・注 文書 ・出荷 指 図書

・国 内為 替 の伝送

・与信 の照会 ・見 積 照会

海　　　運 大規模小売業 ホ　　テ　　ル 出版 ・印刷 会 社

・乗 船人 員 ・名簿 の連 絡 ・本 社 と配 送 セ ンタ間 ・宿泊 予約 の手 配 ・照 ・顧 客 一営 業 部 一工場

・積荷明細の連絡 での商品出荷連絡 会 間の校正連絡

・荷 姿 ・積 載 方法 の連 絡 ・在 庫 表 ・注 文書 ・商 ・ホテ ル内売 上 伝票 の ・原稿 ・印刷 見本 の伝

・気象 図 ・運 航表 の連 絡 品仕様などの業務連

絡

フ ロ ン トへ の 伝 送 送

電　力　会　社 建　設　会　社 倉　　　庫 運　送　会　社

・給電 ・配電 状 況 の連 絡 ・設 計部 門 ・工 事 現場 ・運 送会 社 へ の入 ・出 ・貨 物 明細 の本社 ・支

・電気工事指示連絡
　 　 　 .

間の図面電送 庫業務連絡 店間の連絡

・下請工事会社と資材 ・倉荷証券の発行指示 ・配送 セ ン タの業 務 連

部との業務連絡 連絡 絡

・輸 出入 代行i業務連 絡

石　油　会　社 病　　　院 官　　　庁 地方自治体

・精製 計画 の指 示 ・ レ セ プ トの 伝 送 ・本 省 と地 方 出先機 関 ・市 民 サ ー ビス

・支店 ・工場 間 の配 送 伝 ・検査報告の伝送 との業務連絡 ・各種証明書の交付

達 ・血 液 セ ンタ と各 病 院 ・内外 情報 の各 省庁 へ ・中央 官 庁 との業 務 連

間との血液状況連絡 の業務連絡 絡
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'

　 当 シス テ ムの参 加 事 業 体 で あ り,中 央 セ ン ター,協 同組 合等,組 合 員 の

そ れ ぞれ の情 報 伝 達 方 式 は 次 の通 りで あ る。

(1)中 央 セ ン ター ・協 同 組合 等 間

　 　 協 同組 合 等 か らの 求荷 ・求車 情 報 を基 に共 同 輸 送の実 現 を図 るには,

　 斡 旋 の た め に必 要 な情 報 を迅速 に検 索 し,処 理 す るこ とが要 求 され るた

　 め,中 央 セ ンター に コ ンピ ュー タを導 入 し,各 協 同組合 等 には端 末 装置

　 　 (協 同組 合 等 及 び組 合 員 の各 種 業 務処 理 もで き る よ うな イ ンテ リジエ ン

　 　ト機能 を持 った オ フ ィス ・コ ンピ ュー タ等)を 設置 し,通 信 回線 で接続

　 　した即 時 処 理 が不 可 欠 で あ る。

　 　 また端末 装置 の設 置 され て い ない協 同 組合 等 及 び荷 主 な どとの情 報交

　 換,コ ンピ ュー タで処 理 で きない例 外 的 な情 報 交 換 の手 段 と して,フ ァ

　 ク シ ミ リ,電 話 が必要 と なる。

(2)各 協 同組 合 等 間

　 　 各協 同組 合 等 間 で の情 報 伝達 と して は,共 同 輸 送の 斡旋 成 立 の た め の

　 詳 細 な情 報 交 換,共 同輸 送 実施 後 の 受領 書 の 送 付 な どが あ り,前 者 は 機

　 械 的 な情 報 交 換 が難 しい こ とか ら電話 が,後 者 は押 印 等原 形 の ま ま の送

　 付 が必 要 で あ る こ とか らフ ァク シ ミ リが望 ま しい。

(3)協 同組 合 等 ・組 合 員 間

　 　 協 同 組 合 等 と組 合 員 間 に おい て は,共 同輸 送 の基本 情 報 と なる求 荷 ・

　 求 車 情 報 の 伝達 及 びそ の他 の連 絡 が あ る。 両者 と も文 書 等 をそ の ま ま送

　 付 す る こ とに よ り誤 りが無 く,し た が って情 報 伝 達 の間 違 い に よる トラ

　 ブル も発生 しない の で フ ァク シ ミリが 有 力 で あ る。

　 　 共 同輸 送 以 外 の 業務 につ い ては,協 同組 合 等 及 び組 合員 の各 種 業 務 を

　 協 同組 合 等 の コ ン ピュ ー タで一 括 して処 理 す る ため,組 合 員 の デ ー タを

　 協 同組 合 等 に集 め る必 要 が あ る。 デ ー タ量 が少 ない場合 は ファ ク シ ミ リ

　 も利 用 で きる が,あ る程 度 ま と ま った デー タが あ る場 合 は 郵 送,持 込 み

　 な どが 必要 とな るo
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　 当然 の こ となが ら詳 細 事 項 の情 報伝 達 に あた っ ては 電話 は必 要 とな る。

　 なお,組 合 員 ・荷 主 間 の情 報伝 達 は,組 合 員 と荷 主 の取 引上 の関係,

あ るい は荷 主 の意 向 な どに よって様 々な形 で行 わ れ てお り,ま た一挙 に

改善 す る こ と も難 しい こ とか ら,当 シス テ ムの対 象 か ら除外 した。

　 図3-2に 参 加 事 業 体 間 の情 報伝 達 方式 を示 した。
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図3-2　 参加事業体間の情報伝達方式
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5.5　 情 報 処 理 方 式

　 　コ ン ピ ュー タに よる共 同輸 送 業 務 及 び協 同組 合 等,組 合 員 の各 種 業 務 の

　シス テ ム化 に は,次 の3通bの 方 法 が考 え られ る。

(1)中 央 セ ン ター に コ ン ピュー タを導 入 し,各 協 同組 合 等 に は端 末 装 置 を

　 設 置 して オ ン ライ ンで接続 し,共 同 輸 送業 務 につ い て は即 時 処 理 を,協

　 同組 合 等 及 び組 合 員 の各 種 業 務 につ い ては 中央 セ ン ター の コン ピュー タ

　 に よる一 括処 理 を行 う方 法 。

(2)共 同 輸送 業 務 は(1)と 同 じで あ る が,共 同 輸送 以 外 の 業 務 に つ い て

　 は,協 同組 合 等 の端 末 装 置 に イ ンテ リジ ェ ン ト機 能 を付 加 して各 協 同 組

　 合等 で処 理 を行 う方法 。

(3)中 央 セ ン ター及 び各 協 同組 合等 に オ フィス ・コ ン ピ ュー タ等 を設置 し,

　 そ れ ぞ れ の コ ンピ ュー タを相互 に接 続 して,共 同輸 送 に つ い て は 相互 に

　 情 報 交換 を行 って斡 旋 作 業 を進 め,協 同組 合 等及 び組 合 員 の各 種 業 務 に

　 つ い て はそ れ ぞれ の協 同組 合 等 で処 理 す る方法 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,

　 　 これ ら3つ の処 理方 式 を各 方 面 か ら比較検 討 を行 っ た もの が 表3-3

　 で あ る。

　 　 協 同組 合 等 を中核 と した 中小 運 送 業 界 の シス テ ム化 に 当 た って は,す

　 べ て の情 報 を中央 セ ン ター で一 括 管 理 ・処 理 す る方法 で は コ ン ピ ュー タ

　 処 理 面 か らは非 常 に 効率 の 良 い もの で あるが,協 同組 合 等 及 び組 合 員 の

　 情 報 の秘 密保 持 とい う面 か ら考 え る と,現 実性 に 乏 しい。 例 え 強 力 な リ

　 ー ダー シ ップを持 っ た 中央 セ ン ター で あ って も,そ れ ぞ れ 独 立 した事 業

　 体 で あ る協 同組 合等 及 び組 合 員 の情 報 を管理 す る こ とに は無 理 が あ り,

　 正 しい情 報 を収 集 す る こ とは非 常 に困 難 で あ る。 した が っ て協 同 組合 等

　 及 び組 合 員 の各 種 業務 を 中央 セ ン ター で一 括 して処 理 す る とい う第 一 番

　 目の方 法 は運 用 面 か ら考 え て 難 しい。

　 　 2番 目 と3番 目の方 法 に つ い て は,費 用面 だけ を考 え る と,3番 目の
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方法 が望 ま しい が,　 こ の方 法 で は 共 同輸 送 に 関す る求 荷 ・求車 等 の情 報

が中 央 セ ン ター及 び各協 同組 合 等 に 分 散 され て しま うた め,共 同輸 送 の斡

旋 処 理 が非 常 に効 率 の悪 い もの とな って しま う とい う致 命的 な欠 点 が ある。

ま た 中央 セ ンター 及 び各協 同組 合 等 が相互 に情 報 を交 換 す る とな る と,非

常 に 運用 が難 し く,混 乱 を招 きか ね な い。 共 同輸 送 の斡 旋 処 理 を迅速 か つ

効 率 良 く行 うた めに は,中 央 セ ン ター に あ らゆ る方 面 か らの情 報 を集 中 さ

せ る必要 が あ る。 この方 法 に よ り共 同輸 送 に伴 う精 算 業務,ト ラ ブルへ の

対 処 等 が 円滑 に行 われ る もの と考 え られ る。

　 した が って当 シ ステ ム では,2番 目の処 理方 式 を採 用す る こ とが望 ま し

い と考 え て設 計 を行 った。

曽

●

・-37一



ー

ω
co

ー

■ ● ● ●

表3-3 処 理 方 式 別 比 較 検 討 表

ω

{2)

(3)

一
処　理　方　式　　　概

比 較 項 目

中 央

センター

協同

組合等遮
協同

組合ヨ

組合

員

組合

員
組合

員

中 央

セ ンター

協同

鮪●等

・ 協 同

組 合 一,

・ 協同

組合等

組合

員

組合

員

組合

員

協同

組合・.

協同

組合等

協同

組合等

　中央

センター

協 同

組 合 、

協同

組合等

　 中央 センターのコ ンピュー タと

協同組合等 の端末 接笛 とをオンラ

インで接続 し,共 同輸送業務につ

いては即時処理 を,協 同組合等及

び組合員の各 種業務については中

央セ ンターのコン ピュー タに よる

一 括処理 を行 う ものであ る
。

〈1)の 処理 方式の中で.協 同組

合等及び組合 員の各種業務につい

ては中央セ ンターで一括 して処理

せず.協 同組 合等の端末装置に イ

ンテ リジェン ト機 能を付けて,そ

れぞ れの協同組合 等で処理 させ る

ものであ る。

　中央セ ンター及び協同組合等 に

オ フィー ス ・コン ピュー タ等 を設

置 し,そ れぞ れのコ ンピュー タを

相互接続 して,共 同輸送につい て

は相互に情 報交換 を行 って斡旋作

業を進め,協 同組 合等及び組合 員

の各種業務 についてはそれぞれ の

協同組合等 で処 理させ るものであ

るo

費 用

明

　中央セ ンターに中規模

以上の コンピュー タを設

置する必要は あるが,協

同組合等の参加が 多 くな

れ1ゴなるほ ど,　1協 同組

合等当 りの費用 は安 くな

る。

　共同輸送に関 する情 報

を中央 センター に集 中さ

せるため,ま たい くつか

の協同組合等 と通 信回線

で接続するため,中 央セ

ンターの コンビ ・一 タは

若干規模の大 きい ものが

必要 どなる。

　中央 センターに も協 同

組合等 と同程度 の コンピ

ュー タを導入 すれば よい

ので,他 の方法 に比べて

安価 な費用 でシステム化

で きる。・

評価

C

B

A

蓮 月

説 明

　すべての情報が 中央セ

ンターで一括管理 ・処理

す ることがで きるが,共

同輸送以外の業務 につい

て協同組 合等か らの情 報

収集が困難で あ り,現 実

性に乏 しい。

　協同組合等及 び組 合員

の各種業務は協 同組 合寺

内で でき,共 同輸送 業務

は中央 センター で即時 的

に処理す ることがで きる

ので・運用上非常 に効率

が よい。

　すべての情報の管理 ・

運営及び処理が協同組合

等内でできるため,情 報
の秘密保持は万全である。

　ただし,共 同輸送の各

種情報が分散するため運

用上混乱を招く恐れがあ

るo

評価

C

A

B

迅　　 速 性.

説 明

　協同組 合等 及び組合員

の各 種業務について郵送

等 により情報を収集,送

付す るため,か な りの時

間 を要す。共 同輸送業 務

に関 しては即時的に処理

す るこ とがで きる。

　 共同輸送業務は即時 に

処理.する ことがで きる し,

±た協 同組合等及び組 合

員の各 種業務につい て も

協同組 合寺内で処理 で き

るため,他 の方式に比べ

て最 も迅 速性が高い。

　共同輸送業務に関 して

は情報が分散しているた

め,斡 旋処理に若干の時

間を要する。

、

評価

C

A

B

'
・
'

露 性

見
'-⇒
"

]Ψ

　協同組合等及び相合員

の各種業 務についてデー

タチェ ック等が各協同組

合等でで きない ため,正

確性 において若干疑問が

ある。

　 協同組合等及び組 合員

の各種業務は協同組 合寺

内でで き,ま た共同輸送

業務に関する情報処理は

中央セ ンターのコンビ^
一 タでで きるため.正 確

性 はかな り高い。

　すべての情報処理が各

協同組合寺内でできるた

め,協 同組合寺内の情報

管理がうまく行われれば

正確性は高い。

1　三
口

B

A

B



5.6　 機 器 構 成 及 び 価 格

　 当 システ ムで は共 同輸 送業 務 に つ いて は,中 央 セ ン ター と各 協 同組 合 等

とを通信 回 線 で接 続 し即時 処 理 を行 い,協 同組 合 等及 び組合 員 の各種 業 務

に つ い ては 協 同組 合 等 内 で の一括 処 理 を行 う。 した が っ て中央 セ ンター と

協 同 組合 等 とで は処 理 形 態,処 理 内容 等 が異 な る ため,機 器構 成 も違 った

もの とな るo

(1)中 央 セ ンター

　 　 中央 セ ンター の コ ンピ ュー タで行 う業務 は,各 協 同組 合 等 か らの求荷

　 　・求 車情 報 を基 に した共 同 輸送 の斡旋 業 務(即 時 処 理),共 同輸 送 に伴

　 う精 算 業務,統 計表 作 成 業 務等(一 括 処 理)で あ る。

　 　 処 理件 数 を考 え て み る と,例 え ば約60の 協 同組 合 が参 加 して共 同輸

　 送 が行 わ れ て い るNSTの 場 合,1月 約1,000件,1日 当 り40～50

　 件 の求 荷 ・求車 情 報 が あ る。1日 の ピー ク では,午 前 中10時 頃 と午 後

　 　2～3時 頃 に全 件 数 の6割 か ら7割 が集 中す る。1月 では 月 に よって若

　 干 の違 いは あ るが 月末 が 多 い よ うで あ る。

　 　 以 上 の事 を総 合 す る と,1日 の処 理 件 数 が50件 程度 とさほ ど多 くな

　 い こ と,ピ ー ク時 に して も1時 間15件 ～20件 程 度 で あ る こ とか ら,

　 今 後 の処理 件 数 の増 加,シ ステ ム化 す る こ とに よる参 加事 業 体 の増 加 等

　 を考 慮 した と して も,処 理 件 数 は機 器構 成 を決 定 す る大 き な要 因 に は な

　 　らな い と思 わ れ る。

　 　 中央 セ ンター は各 協 同 組合 等 か らの求荷 ・求 車 情 報 を一 括 管理 し,効

　 率 的 な共 同 輸 送 を実 施 す る必要 が ある た め,ソ フ トウェ ア だけ で な くハ

　 ー ドウ ェア につ いて も優 れ た オ ン ライ ン機 能 を もっ た もの が必 要 で あ る。

　 　　これ らを総 合 的 に判断 した結果,当 シス テ ムで は 中央 セ ン ターに 図

　 　 3-3に 示 した オ フ ィー ス ・コ ンピ ュー タを採 用 す るこ と と した。

　 　　価 格 は,メ ー カー,機 種,機 器 の種 類,数 量 等 に よ り若 干違 いは あ る
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-一
が,下 記 の機 器 構 成 でお お む ね ,買 取 価 格1500万 円～2000万 円,

5年 リー ス(保 守 料 込)で 月 額40万 円 ～50万 円 程度 で あ る
。

旬

●

ソDン ヒ㌧ディスク

　 1MB

固`蒜 ク

デ ィスプ レイ装置

(コ ンソール 兼 用)`

A/N,カ ナ,記 号

1920字/画 面,キ ーボ
ー ド

,テ ンキ ー付

ディスプレイ装 置

　 同　上

ラインプ リンター

230～340行/字

図3-3　 中 央 セ ンター機 器 構 成 図

■

(2)協 同組合等

　 　 端末 装 置 は,非 常 に簡 易 な端 末 装 置 か ら,か な りの業 務 処 理 が で きる

　 もの ま で様 々 な機 器 が普 及 して い る。 表4-4は 協 同 組 合 等 の 現 状 を考

　 え て,協 同組 合 等 に 設 置 で きる で あ ろ う端 末 装置 を5つ に 分類 し,比 較

　 を行 った もの で あ る。

　 　 案A,Bは 共 同輸 送 業 務 だ け に端 末 装 置 を設 置 し,協 同 組合 等 及 び組

　 合 員 の各 種 業務 は 手 作 業 で行 うか,あ るいは オ フィ ス ・コ ン ピュー タ等

　 　を別 途 導入 して処 理 す る方式 で あ る。

　 　 案Aの テ レフ ォ ン ・ター ミナ ・レは 電 話型 の 簡 易端 末 で あb,操 作 も卓

　 上計 算 機 並 に非 常 に簡 単 であ る。 しか しこの端 末装 置 では 協 同組 合 等 内

　 で 中央 セ ン ター の求荷 ・求 車 情 報 を参 照 しなが ら斡 旋 処 理 を行 う こ とは
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で きず,中 央 セ ン ターに求 荷 ・求車 情 報 を送 り,中 央 セ ン ターか らの結

果 を待 つ とい うこ とに な る。 情 報 を正 確 に送 りさえす れ ば,現 状 の電 話

方 式 より も料金 も安 く,迅 速 に共 同輸 送 を実 現 す る こ とが で き るので,

協 同組 合等 及 び 組 合 員 の各 種 業 務 の 処理 を別 にす れ ば か な り有 力 で あ る

と考 え られ る。

　 案Bは,画 面 を 見 なが ら中央 セ ン ター の コ ンピ ュー タ と対 話 しなが ら

共 同輸 送 の斡 旋 処 理 を行 うもの で あ り,シ ス テ ム的 には 理 想的 な方式 と

言 え るが,協 同 組 合 等 及 び組 合 員の 各種 業 務処 理 の た め に,別 途 オ フ ィ

ー ス ・コ ン ピ ュー タ等 を導 入 す る必 要 が あ るた め,多 少割 高 な もの とな

る こ とは 否 め な い。

　 案C,Dは 中 央 セ ン ター との オ ン ライ ンに よる共 同輸 送 業務,協 同組

合 等 及 び 組合 員 の 各 種業 務 の両 方 を協 同組 合等 に設 置 した端末 装 置 で行

う方 式 で あ り,当 シス テ ムの狙 い とす る もの で あ る。

　 案Cと 案Dと の違 い は,協 同 組 合等 及 び組 合 員 の業 務 の処理 能 力 の違

い で あ る。 前者 は伝 票 発行,日 報 作成 等 非常 に業 務量 の少 ない場 合 は 良

い が,協 同組 合 等 と組 合員 の両 方 の 業務 を行 うに は若干 疑 問 が あ る。 そ

の点 後 者 は業 務 量 の多 少 に よ り,機 種,機 器 構 成等 が弾 力 的 に選 択 で き

るの で前 者 に 比 べ有 力 で あ る と思 わ れ る。

　 い ず れ に して も,協 同組 合 等 及 び 組合 員 は そ れぞ れ独 立 した事 業 体 で

あ り,構 成,規 模,業 務 内容 等 もそ れ ぞ れ固有 の もの で あ る た め,設 置

す る端 末 装 置 の 機器 構 成 を画 一 化す る こ とは で きない。 した が って案E

の 混 在型 が最 も現 実性 が高 い と考 え られ る○

　 案A～Dの 機 器 構成 例 を次 に示 す。
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テ レ フ ォ ン タ ー ミ ナ ル 機 器 構 成 例A.

キ ー ボ ー ド

　 英 数,カ ナ

　 テ ン キ ー付

　

　

号

　

桁

記

　

20

'

　

　

ナ

　

管

力

　

示

,

部

表

敷

斥

光

,

.刀
螢

英

表

ジャーナル プ リンタ

　 ドッ ト　 20桁

　 2行/秒

英,数,カ ナ,記 号

NCU内 蔵

ビット/秒

じ ノファノ到

送信用8KB

受信用2KB

】

ノ

デ ィス プ レ イ端末 機 器 構 成 例B.

デ ィ ス プ レイ装 置

　 」920字/画 面

　 タイプ ライタ型 キ ーボード

　 英,数,カ ナ,記 』号

　 テ ン キ ー付

プ リ ン タ装 置

　 180C/S

　 ドッ ト

制 御 部

之
　　　＼.

一

)　 『

(NCU・ モデム)

ン テ リ ジ ェ ン ト タ ー ミ ナ ル 機 器 構 成 例

 

イC

デ ィスプ レイ

　 6・10字/画 面

　英,故 カ ナ,

　記号

タ覧
　

　
　
ハロ

ン

0

3

ッ

,
号

リ

ー

ー

ド

英

記

プ

(NCU,モ デ ム)

 

一

ピーデ

5KB×
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D.オ フ ィ ー ス ・ コ ン ピ ュ ー タ 機 器 構 成 例

フロッピ・ディスク

　 IBM

固定 ディスク

20MBX2

オンライン

チ ャネル

　

　

面

〃

付

置
霊

%

竺

…
漂

.レ

ソ

ー

　

一

ρぷ
繋

デ

プ リン タ装 置

　 120c/s

　 ドッ　ト

■

表3-4 協 同 組 合 等 端 末 装 置 別 比 較 表

協 同 組 合 等 の 端 末 装 置 価　　　　　 格

案　m 共同輸送業務 組合等及び組合員業務
'　　　　　　　短　　　　　　　　評

買　　取 5年 リー ス

'

. 非常に簡易な端末装置であり,情 報の送信 ・受信は可

A テ レ7ォ ン ター ミナ ル
能 であるが,中 央 セ ンター と情 報事摸 しなが ら共同輸

送 を実 施す ることはで きないo　 ,
約35万 円

手作業 また処理機能は殆ど付いていない。

又は

オ フ ィ ス ・コ ン ピ ュー タ 共同輸送に関 して,中 央 センターとの情報交換は画面

B デ ィス プ レイ　 端　末
を見なが ら行 うこ とが できるが,共 同輸送以外の業務

を処理 す る場合 は,別 途 コン ピュー タが必要 となり,

戸50万 円～　　
4・ ・万∋

約10万 円

方式C,Dに 比 べて割高 となることは否め ない。

協同組合等及び組合員の業務量が比較的少ない場合に
1

C イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・ タ ー ミ ナ ル
向いている・すなわち・伝票発行 購 の作成程度の1、 。。万円前後

約10万 円
,, 処理 と,共 同輸送の オンライ ンに よる情報交換が 可能

であ る。

.
'

】業務量 の多少に より
,機 種,機 器構成が弾 力的に選択

r

D オ フ ィ ス ・コ ン ピ ュー タ又 は 小 型 コ ン ピ ュー タ.
できる。共同輸送業務及び協同組合等,組 合員の全般

的業務の両方が処理可能である。

500万 円～

2,000万 円

t5万 円～

　50万 円
/

A～Dを 組 合等の状況 に合わせ て選択 し,混 在 させる

E A～ 　σ の 混 在
方法。協同組合等の現状を考えると最 も現実性が高い。

「

■

(昭和55年3月 現在)
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亀

　 これ らの様 々な種 類 の端 末装 置 を無 制 限 に中 央 セ ンター の コ ンピ ュー

タ と接 続 す る となる と,中 央 セ ン ター の コ ンピ ュー タの負 荷 が 大 き くな

り,か な りの規模 の ハ ー ドウエ ア が必 要 と なる し,ま た ソフ トウエ ア側

の負 担 も増 大 す る。 した が っ て あ る程度 種類 を絞 り,そ の範 囲内 で各 協

同組 合 等 の諸 条 件 に 合 わ せ,段 階 的 に選択 す る 方法 を採 る こ とが 望 ま し

い と考 え られ る。 そ こ で当 シス テ ム では協 同組 合 等 の参 加 方式 を4つ の

段 階 に 分 け て考 え る こ と と した。

① 第1段 階

　 　 費 用面,運 用面 で端 末装 置 の設 置 が困 難 な協 同組 合等 では,電 話,

　 フ ァク シ ミ リ等 を媒 体 と して 中央 セ ン ター との情 報 交換 を行 い,共 同

　 輸 送 の実 現 を図 る。 協 同組 合 等 及 び組 合 員 の 各種 業 務 は従来 通 りの方

　 法 で行 う。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

② 第2段 階

　 　 協 同 組 合等 及 び組 合員 の各 種業 務 の シス テ ム化 は行 わ ない か,あ る

　 いは 当 面 は 現状 の ま ま行 って ゆ くとい う協 同組 合等 では,案A,Bを

　 採 用 す る。 デー タ伝 送方 式 で 良 けれ ば買 取 価 格 が約35万 円 と安価 な

　 費 用 で 設置 で きる案Aの テ レフ ォ ンター ミナ ル を,中 央 セ ンター の コ

　 ンピ ュ一 夕 と対 話 しなが ら共 同輸 送 業 務 を進 め てい きた い場 合 は案B

　 の デ ィス プ レイ端 末 装 置 を採 用す れ ば よい。

③ 第3段 階

　 　 協 同組 合 等 及 び組 合 員 の各 種 業務 の処 理 件 数 が比 較 的少 ない 協 同組

　 合 等 では,案C又 は 案Dの 小 規 模 の もの を採 用 す る。 案Cの イ ンテ リ

　 ジ ェ ン ト ・ター ミナ ルは費 用 は安 価 で あ るが,前 述 した よ うに処 理 能

　 力が か なb限 定 され るの で,た とえ小 規 模 で あ って も案Dの 方 が費 用

　 は若 干 か か る(約15万 円以 上)が 望 ま しい と思 わ れ る。

④ 第4段 階

　 　 費 用 面,運 用 面 で比 較 的 余裕 の あ る協 同組 合 等 で は,か な りの処 理

一44一

肯



能 力 を持 った案Dの 方式 を採 用す る。 そ れぞ れ の処 理件 数,処 理 内容

等 を十 分 考慮 した上 で最 適 の機 器 構 成 を選 択 す る こ とが 肝 要 で あ る。

　　図3-4は デー タ伝 送 型(案A)と リア ル タ イ ム端 末 型(案B～D)

との 共 同輸 送 の処理 形 態 を 中央 セ ン ター との絡 み で表 わ した もの で あ

るo

.〔 協同組合等での処理

　　　　 リアル.タイム端末型〕案B～D

〔協同組合等での処理

　　　　　　データ伝送型〕案A

水防求1厨肖鰻問合せ条件

・ 図3-4

中央 センター での処理

水筒求iP情報問合せ条件

成約した求荷来車情報

求荷来車情報による自動斡旋

電話による斡旋作業

電話による斡旋情報

水筒求道情報問合せ条件

共 同 輸 送 の 処 理 形 態

「
致
し

物
合
無

成
件
轍

不
条
情
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5.7　 シ ス テ ム の 対 象 範 囲

　 当 システ ムでは協同組合等間におけ る共同輸 送業務及 び協 同組合等,組

合員 の全般的業務 を対象範囲 としてい る。共同輸送業務は中央 センターの

コンピュー タと各協 同組合等 との端末装置 を通信回線 で接続 したオ ンライ

ン処理(当 然の ことなが ら集計業務等のバ ッチ処理 もある)で あ り
,協 同

組合等及 び組合員 の各種業務は各協 同組合等の端末装置(処 理機能 を有 し

た案C,Dの もの)'を 用いて個別 にバ ッチ処理 で行 う。

　 対象範囲の概要は次の通 りである。

(1)共 同輸送業務

　 ① 即時処理

　　(イ)共 同輸送斡旋処理

　　　 ㊦斡 旋情報検索処理

　　　　 中央 セ ンターの コンピュー タは,協 同組合等の端末装置 か ら入 力

　　　 された求荷 あるいは求車情報 に対 して,条 件の合致す る求車 あるい

　　　 は求荷情報 を探 し出 し,当 該端末装置に表示する。端末装 置には条

　　　 件の合致 した情報が あればすべて出力す るので,配 車担 当者は これ

　　　 らの情報を参照 し自組合等に最適 な情報 を選択す るわけである。

　　　 ⑧条 件変更処理

　　　　 条件 に合致 した情報が無 い場合,入 力 した求荷 ・求車情報 の条件

　　　 を変更す ることができる。条件 を変更す ることに より合致す る情報

　　　 を得 ることがで きる場合 と得 られない場合 があり,得 られ ない場合

　　　 は再度条件変更するか,次 の登録処理 へ進 むか,あ るいは何 もしな

　　　 い で他の手段 で貨物又は車輌 を捜すかの処 置を とる。

　　　 o登 録処理

　　　　 条件に合 致 した情報 が無 く,ま た条件 の変更 もで きない場合は,

　　　 登録 を しておいて他 の協同組合等 か らの斡旋 を待つ とい う方法 が採
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　 れ る。 この場 合 回 答期 限 も入 力 す るの で,も し回答 期 限 を過 ぎて も

　 相手 の協 同組 合 等 が 見 つ か らない場 合 は,中 央 セ ン ターの コ ンピ ュ

　 ー タか ら協 同組 合 等 の 端末 装 置 へ そ の 旨表 示 され る の で,他 の方 法

　 で貨物 又 は 車輌 を捜 す か,あ るい は依 頼 の あ った 組 合 員,荷 主 等 へ

　 速 や か に連 絡 す る ことが必 要 で あ る。

　 ◎斡 旋処 理 、

　　 配 車担 当者 は 端末 装 置 に表 示 さ れ た斡 旋 情 報 の 中 か ら,自 協 同 組

　 合 等 に最 適 な情 報 を選 択 す る。 この場 合選 択 した協 同 組 合等 へ直 ち

　 に 電話 連 絡 し,詳 細 事項 の詰 め を行 う。 こ こで斡旋 が成 立 した場 合

　 は そ の 旨中 央 セ ン ターへ 端末 装 置 よ り連絡 す る こ とに よ り共 同輸 送

　 の実 現 とな る。 も し協 同 組合 等 同 志 の話合 い に よ り斡 旋 が成 立 しな

　 か っ た場 合 は,他 の斡 旋 情 報 を選 択 す る か,条 件 を変 更 す るか,登

　 録 す るか等 の処 置 を とる。

　 ◎ キャ ンセ ル処 理

　　 す で に登 録 され てい る未 斡 旋 成 立情 報 に関 して,端 末 装 置 か らの

　 キ ャ ンセ ル情報 に基 づ きキャ ンセル処 理 を行 う。 す で に斡 旋 が成 立

　 した情報 に関 して の キ ャ ン セルは 原 則 と して認 め ない。 これは運 用

　 で カバー す る よ う配慮 す る必 要 が あ る。

(ロ)共 同輸 送照 会 処 理

　 ⑧ 斡 旋状 況 照会 処 理

　　 求荷 ある い は 求車 情 報 に よ り斡 旋依 頼 を行 っ た場 合,中 央 セ ン タ

　 ー よ り受付 番 号 が表 示 され る。 この受付 番号 と斡 旋 状 況照 会 情 報 を

　 入 力す る こ とに よ り,当 該 情 報 の斡 旋 状況 を問 合 せ るこ とが で きる。

　　 斡旋 状 況 の 回答 内容 は 次 の5種 類 で あ る。

　　 　 　 ☆ 登録 さ れて い ない

　　 　 　 ☆ 　 斡 旋 待 の状 態 で あ る

　　 　 　 ☆　 す で に斡旋 が成 立 して い る
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○

◆

　　　　　 ☆ 期限切れのため斡旋洩れ である

　　　　　 ☆ キャンセルされている

　　 ⑧輸送状況照会処理

　　　 この照会処理 を実旋 するため,貨 物提供協同組合等は車輌が発

　　 地 を出発 した時点で,車 輌提供協 同組合等は車輌が着地 に到着 し輸

　　 送が完了 した時点 で,そ れぞれ の状況 を端末装置 より入 力す る必要

　　 が ある。

　　　 輸送状況の回答内容は次 の3種 類である。

　　　　　 ☆ 車輌は現在 発地 に向 っている

　　　　　　　　(斡 旋 が成立 してか ら,発 地 を出発す るまでの期間)

　　　　　 ☆ 発地 を出発 してお り輸送中である

　　　　　　　　(発 地 を出発 してか ら,輸 送 が完了す るまでの期間)

　　　　　 ☆ 共 同輸送を完了 した

　　　　　　　　(輸 送完了以降)

　　　 これ らの問合せに関する情報は,情 報入力 より数 日間中央セ ンタ

　　 ー のコンピュー タ内に蓄積 されてお り,こ の問いつで も問合せに応

　　 じることがで きる。

　　　 また斡旋成立後発 日を過 ぎたに もかかわ らず,車 輌 が発地 を出発

　　 した情報 が入力 され ない場合,あ るいは着 目を過 ぎたに もかかわ ら

　　 ず輸送完 了情報が入力されない場合には,中 央センター より当該協

　　 同組合等 の端末装置 に警告表示 を行い,適 切 な処理を促 す。

② 一括処理

　　 中央 セ ンターの コンピュー タは,共 同輸送 に関す る情報 を蓄積 して

　 お き,一 定時に次に示す各管理資料等を作成する。 日報 については各

　 協 同組合等 の端末装置に出力 し,そ の他については中央 セ ンター内に

　 出力 して,他 の資料 と共 に各協 同組合等へ郵送する。

(イ)斡 旋情報 日報,月 報
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　　　　 各協同組合等毎 に,求 荷 ・求車受付件数,未 登録件数,登 録件数,

　　　 斡旋成立件数,斡 旋洩れ件数,キ ャンセル件数等 を表 わ した もので

　　　 ある。

　　(ロ)斡 旋成立 日報,月 報

　　　　 斡旋成立 した情報 を集計 し,各 協同組合毎 に表 わ した ものである。

　　(ハ)方 面別斡旋,月報

　　　　 斡旋成立 した情報 を方面 別に集計 した ものである。

　　(二)品 目別斡旋月報

　　　　 斡旋成立 した情報 を品 目別に集計 した ものである。

　　(ホ)協 同組合等別運賃精 算表

　　　　 斡旋成立 した情報 を協同組合等別に集計 し,協 同組合等間の運賃

　　　 の支払 ・受取 の精算状態 を表わ したものである。

　　(へ)組 合員別運賃精算表

　　　　 協 同組合等 と組合員間の運賃の支払 ・受取の精 算状 態を表わ した

　　　 ものである。

　　(ト)照 会 日報,月 報

　　　 協同組合等毎 の照会状況 を表わ した ものである。

(2)協 同組合等及び組合員の各種業務

　 ① 協同組合等業務

　　(イ)売 上管理処理

　　　 ◎共 同購入の売上 ・請求処 理

　　　　 売上月報,請 求 明細書の作成

　　　 ◎高速道路通行料金請求処理

　　　　 高速料金明細書,高 速料金請求書 の作成

　　　 ◎貸付処理

　　　　 貸付金返済状況一覧表の作成

　　　 ◎入金処理
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　　　 入金月報,入 金状況一覧表 の作成

　　 ◎相殺処理

　　　 共 同輸送か ら貸付 までのすべての請求 及び支払について,組 合員

　　 との相殺処理 を行 い,相 殺 明細書 を作成す る。

　 (ロ)経 営管理処理

　　 ⑧経営管理資料作成処理

　　　 月間及 び年 間の組合事業利用状況一覧表 の作成

② 組合 員業務

　 (イ)売 上 管理処理

　　 ㊦売上 ・請求処理

　　　 売上月報,請 求明細書,請 求合計書の作 成

　　　㊦入金処理

　　　 入金 月報,入 金状況一覧表の作成

　　　O売 上実績表作成処理

　　　 荷主別売上実績表,車 輌別売上実績表 の作成

　 (ロ)運 行管理処理

　　　㊦輸送実績表作成処理

　　　　輸送実績表,輸 送区間別輸送実績表,車 輌別輸送実績表,運 転者

　　　別輸送実績表 の作成

　 (ハ)経 営管理 処理

　　　0経 営管理資料作成処理

　　　　年 間売上推移表,荷 主別売上推移表,車 種別営業実績表 の作成

　 システ ムの対象範 囲を事務 フローチャー トに表 わ した ものが,図3-5,

図3-6で あ る 。
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図3-5に つ いて の 説 明は 次 の通 りで ある。

① 一→ フ ァク シ ミ リを媒体 と して組合 員 より求荷 依 頼 が協 同 組 合 等 に来

　 　 るo

② 一→ 協 同組 合 等 の 端末 装置 か ら中央 セ ン ター の コ ン ピ ュ_タ に対 して

　 　 斡 旋 情 報 の検 索 を行 う。 この場 合該 当す る求車 情 報 が無 か った の で,

　　 登録処理 を行 う。

③ 一→一方他地域において求車情報 が発生 し,組 合員 から協同組合等へ

　　 依頼 があった。

④ 一→端末装置か ら中央セ ンターの コンピュー タに対 して斡 旋情報の検

　　 索 を行 う。先 の求荷依頼協同組合等の求荷情報 と条件 が合致 した。

⑤ 一→ 早 速 当 該求 荷 依 頼協 同組 合 等 に対 して電 話連 絡 を し,詳 細事 項 を

　 　 確 認 す る。

⑥ 一→ 端 末 装 置 より斡 旋 が成立 した 旨の情 報 を 中央 セ ン ター の コ ンピ ュ

　 　 一 夕へ 入 力 す る。 折 り返 し中央 セ ン ター の コ ン ピ ュー タよ り斡 旋 書

　 　 が端 末装 置 に 出力 され る。

⑧ 一→⑥ と同様 に求 荷 依頼 協 同組 合等 の端 末 装 置 に も中央 セ ンタ_の コ

　 　 ン ピュ一 夕か ら斡 旋書 が 出力 され る。

8〕 一轍 が成立 し鮨 ・協同組合⇔ 組韻 に対 して ・・ク シ・^リ
　　　 にて情報伝達 を行 う。

⑩ 一→荷物の積込 を完了 し,出 発す る前に運転者 は求車依頼協同組合等

　　 へ電話 を し,こ れか ら出発す る旨連絡す る。

⑪ 一→ 求車依頼協同組合等 では端末装置 より出発 した 旨の情報 を入力す

　 　 るo

⑫ 一→輸送 を終 え,着 荷主 より受領書 を受取 った求荷依頼組合員は ファ

　　 クシ ミリで求荷依頼協同組合等へ受領書 を伝送す る。
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　 、　 求荷依頼協 同組合等では,端 末装置 より共同輸送が完了 した旨の

⑧ 一
　　 　 情 報 を入 力 す る と と もに,受 領 書 を フ ァク シ ミ リに て求 車依 頼協

　　 同組合等 へ伝達す る。

組　　合　　員 協　　同　　組　　合　　等

|運ξ鶏 ◎
　 　 1

④

　　　1相殺票　 　 　 　 ◎

　　1鮒 票

F金 伝票

ε・

(ン ンチ

1売上伝票

一
Ψ
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図3-6　 協 同 組合 等 及 び組合 員 の業務 処 理 事 務 フ ロー チ ャー ト
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5.8 シ ス テ ム 経 費

㎡

q

　 「3.　6　 機 器構 成 及 び価 格 」に お い て,コ ンピ ュー タの機器 構成 及 び リ

ー ス料 等 につ い て記 述 した が ,シ ス テ ム を導入,運 営 してい くた め には,

コ ンピ ュー タ本 体 に係 る費用 の 他 に様 々な経 費 が必要 と なる。

　 一 般 的 に経 費 を考 え る場 合,シ ステ ムを 導 入す る際 の初期 経 費 と,シ ス

テ ムを運営 してい くた めの運 用 経 費 とが あ る。

(1)初 期 経 費

　 ① シス テ ム開 発 費

　 　　 大型 の コ ンピ ュー タに つい ては,以 前 よ リソ フ トウ ェア の価 値 が あ

　 　 る程度 評価 され て いた が,オ フィス ・コン ピ ュー タ等 の よ うな小 型 コ

　 　 ンピ ュー タにつ い ては,ハ ー ドウ ェア に付 い てい る もの とい う観 念 が

　 　 ユー ザ ー に強 くあ っ た。 最 近 では 人件 費の 高 騰 と も相侯 って,ソ フ ト

　 　 ウェ アの価 格 は ハ ー ドウ ェア の価 格 を完 全 に逆転 して い るの が現 状 で

　 　 あ り,ま た ユー ザ ー も ソフ トウェア の価 値 を高 く認 めつ つ ある。

　 　　 当 シス テ ムの ソ フ トウ ェア には,中 央 セ ンター と各 協 同組 合 等 との

　 　 オ ン ライ ン処 理 を行 う共 同輸 送 業務,協 同 組合 等及 び組 合 員 の各 種 業

　 　 務 とが あ り,か な りの費 用 が必要 とな る こ とは否 め ない。

　 　　　 ソ フ トウ ェアは シス テ ム化 に当 た って非 常 に重要 な もの で あ り,そ

　 　 の 出来 如何 に よって処 理 速度,処 理効 率 な ど システ ム全 体 に大 きな影

　 　 響 を及 ぼ す の で,ユ ー ザー と して も多少 の出 費は避 け られ ない とい う

　 　 考 え方 を持 つ必要 が あ る。

　 ② 設 備 関 係 費

　 　　　コ ンピ ュー タ室 に つい ては,中 央 セ ン ター,各 協 同組 合 等 に 導入 す

　 　 る コ ンピ ュー タが 大 きなス ペ ー ス を とる ほ どの もの で ない た め,事 務

　 　 室 の一 角 で十 分 間 に合 う。 空 調 設 備 に つ い て もオ フィ ス ・コ ン ビュー

　 　 タ程度 の もの であ れ ば,人 間 が快 適 に仕 事 が で きる位 の温 度,湿 度 で
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　 　 問題 ない の で,特 に 新 たに 設置 す る必 要 は ない。

　 ③ コ ンピ ゴ タ設置 費

　 　　 コ ンピ ュー タを導入 し,実 際 に稼 動 で きる状 態 にす る ま での機器 調

　 　 整 費等 が 約20万 円,共 同輸 送 業務 はオ ン ライ ン処 理 を行 うた め,通

　 　 信 回線 の設 置 料 が約10万 円 ほ ど必要 で あ る。

　 ④ コ ンピ ュー タ要 員 費

　 　　 当 シス テ ム を導 入 して も協 同組合 等 の要 員 は 現 状 の ま まで 問題 は な

　 　 い。 中央 セ ン ター に つい て も例 えば現 在NSTで 確保 され て い る2名

　 　 ～3名 の 人員 で十 分 で あ るが,シ ステ ム全体 を把握 し,か つ 業務 に精

　 　 通 した人 員 を養 成 して お く必要 が ある。

　 ⑤ 備 品 購 入 費

　 　　 各 種 フ ァ イル等 の保 管 す るた め のキ ャ ビネ ッ トな どが必 要 とな るが,

　 　 そ れほ ど大 きな金 額 とは な らな い。 これ らは稼 動 後 臨機 応 変 に 整 えて

　 　 い け ば良 い。

(2)運 用経 費

　 ① 機 械 設備 関係 費

　 　　 　リー ス料(買 取 の場 合 は必 要 ない)の 事 で あ り,「3.6　 機 器構 成

　 　 及 び価 格 」で 説明 した通 りで あ る。

　 ② 　 コン ピュー タ要 員 費

　 　　 　「初 期 経 費 」で説 明 した よ うに特 に考 え る必要 は ない 。

　 ③ 通信 回線 使 用料

　 　　 通信 回線 の使 用 料 は,従 量 制 回線 と定 額制 回線 とで は異 な り,ま た

　 　 表3-5に 示 す よ うに地域 に よって も異 な る。

　 　　 一 般 的 に は,処 理 量(接 続 さ れて い る時 間)が 少 な い場 合 に は従量

　 　 制 が,処 理 量 が多 い場 合 に は定 額 制 が割 安 で あ る と言 わ れ てい る が,

　 　 これ も地 域 に よって 分岐 点 が違 うた め,将 来 の処 理 量 の延 び も十 分 考

　 　 慮 に入 れ て検 討 す る必要 が あ る。
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④ そ の他

　　 プ リン タ用紙 な どの消耗 品費,中 央 セ ン ターか ら統計 資料 等 を協 同

　 組 合 等 へ 送 る費用,電 気料 な どの光 熱 費,な どが必 要 で あ る。

　　 また 協 同組 合 等 及 び組 合 員 の各 種 業 務 の 中 で,高 速 道 路 通 行 利用 料

　 金 の請 求処 理 にお い て使 用 す る フ ァイル は,　 (財)道 路 厚 生会 よ り借

　 り入 れ る た め,こ の賃 借料 が1万5千 円 ～3万 円(月)必 要 とな る。

表3-5　 通信 回線使用料一 覧表

従量制回線 定額制回線 従量制回線 定額制回線
1

10円 で通 話 特定通信回線料金 10円 で通 話 特定通信回線料金
都道 府県 できる秒数 〔C規 格 〕 都道 府県 できる秒数 〔C規 格 〕

(対東京) (千円/月) (対東京) (千円/月)

1　 北海道 2.5 270 24　 三 　 重 5 140

2　青　森 3 200 25滋 　 賀 4 140

3　 岩　手 4 200 26　京　都 4 140

4　 宮　城 5 140 27　 大 　 阪 4 140

5　 福　島 6.5 80 28　兵　庫 4

　 　 膓

200

6　 秋　田 4 200 . 29　 奈　 良 4 200

7　 山　形 5 140 30　 和歌 山 4 200

8　 新　潟 5 140 31鳥 　 取 3 200

9　 長　野 6.5 80 32　島　根 3 200

10茨 　城 13 45 33　 岡　 山 3 200

11栃 　木 13 45 34広 　 島 3 200

12群 　馬 13 45 35　 山　 口 2.5 270

13埼 　玉 38 16 36　徳　島 3 200

14　千　葉 30 25 37香 　川 3 200

15東 　 京 180 9 38愛 　媛 3 200

16神 奈 川 38 16 39　高　知 3 200

17　 山　梨 10 45 49福 　岡 2.5 270

18　 富 　 山 5 140 41佐 　 賀 2.5 270

19　 石 　 川 5 140 42　長　崎 2.5 270

20　福　井 4 140 43　熊　本 2.5 270

21　 岐 　阜 5 140 44　 大 　 分 2.5 270

22静 　岡 8 80 45　 宮 　 崎 2.5 270

23愛 　 知 5 140 46　 鹿 児 島 2.5 270

(注)　 ただし従量制回線の場合は基本料が追加される。
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5.9　 シ ス テ ム 効 果

　 当 システ ムで期 待 で きる効 果 は,次 の通 りで あ る。

(1)求 荷 ・求 車 等輸 送 情 報 の一 元 管 理 に よる効 率 的 な共 同輸 送 の実 施

　 求 荷情 報,求 車情報を 中央 センターに集中させ,一 元 的 に管 理 す る こ とに よ

　 っ て効 率 的 な共 同 輸 送 を実施 す る。

(2)中 小 運送 業 界 全体 の意 識 の 向上

　 　 当 システ ムの導 入 に よ り各 種 伝 票,コ ー ド等 が統 一 化 され る とと もに,

　 シス テ ム化 の た めの あ らゆ る環 境 が 整備 され,中 小 運 送 業 界 全体 の意 識

　 が 向上 す る。

(3)充 実 した管 理 資料 の活 用 に よ る荷 主 の 開拓,需 要 の増 加

　 　 当 シス テ ムで は,売 上,車 輌,運 転 者,荷 主 等 に 関す る種 々 の管理 費

　 料 を作 成 す る こ とに な って お り,こ れ らを効 果 的 に活 用す る こ とに よっ

　 て荷 主 の開 拓,ひ い て は需 要 の増 加 に繋 が る もの と考 え られ る○

(4)荷 主 の信 頼 性 確保

　 　 荷 主 か らの輸 送依 頼 に対 して,自 社 で賄 い きれ な い場 合,当 システ ム

　 の共 同輸送 シス テ ム を利 用 して迅 速 に対 処 す る こ とが で きる。

　 　 ま た荷 主 へ の請 求 書 等 の 迅 速 ・正 確 な る発行 を行 うこ とに よ り,協 同

　 組 合 等 及 び組 合 員 に対 す る荷 主 の信 頼 性 を確 保 す る。

(5)業 務 量 の増 大 に伴 う人 員 増 の 防止

　 　 現 在 共 同輸送 に つ い ては,例 えばNSTの 場 合2名 ～3名 で運 営 され

　 てい る。 当 システ ムの導 入 に よ り,斡 旋 作業 は コ ンピ ュー タで 自動的 に

　 行 われ るた め,業 務量 が増 大 した と して も,こ れ に伴 う人 員増 は防止 す

　 　る こ とがで きる。協 同組 合 等 及 び組合 員 の各種 業 務 につ い て も同様 の こ

　 　とが言 え る。

(6)'i人 的 作 業負 担 の 軽 減 に よる他 業 務 へ の振 替

　 　 共 同輸 送 業務,協 同組 合 等 及 び組 合 員 の各 種 業 務 と も当 システ ムの利
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　 用 に よって人 的 な作 業 負担 は か な り軽 減 され る もの と思 わ れ る。 この軽

　 減 され た 力 を営 業 活 動,普 及活 動 等他 の業務 へ 積 極 的 に振 り向け る こと

　 に よ り,需 要 の開 拓,シ ス テ ム参 加事 業 体 の増 加 な どを達 成 す る こ とが

　 で き る。

(7)帰b荷 の確 保,遊 休 車輌 の減 少 に よる売上 増

　 　 共 同輸 送 の システ ム化 に よ り,帰 り荷 が確 保 され,遊 休 車輌 を減少 す

　 る こ とが で き る し,ま た これ らに より売 上 を増 加 させ る こ とが で きる。

"

¶
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4.　 シ ス テ ムの 概 要

4.1　 シ ス テ ム 概 要

■

　 当 シス テ ムでは,共 同輸 送 に つ いて は中央 セ ンター と協 同 組 合等 とを通

信 回線 で 接 続 した 即 時処 理 と管 理 資料 作成 等 の一 括処 理 を行 い・ 協 同 組 合

等 及 び組 合 員 の各 種 業 務 につ い て は協 同組 合等 の端 未装 置(処 理 機能 を有

した もの)を 用 い て協 同組合 等 内 で一 括処 理 を行 う。

▽

共
同
輸
送

管
理
資
料
作
成
処
理

図4-1　 シス テ ム概要 図
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　共 同輸 送 業 務 は,迅 速 な共 同輸 送 の実 現 を 図 るた めの 即 時処理,即 時処 理 で

得 られ た情 報 を も とに 管 理 資料 等 の 作成 を行 う一 括処 理 に 分 け られ る。

　即時処理 は更に,共 同輸送の斡旋 作業 まで行 う共同輸送斡旋処理 と,共 同輸

送の状況把 握のための共同輸送照会処理 とがある。

　協同組合 等及 び組合 員の各種業務処理は,協 同組合 等の業務につ いては売上

管理,運 行 管理 を,組 合 員 の業 務に つ い ては 売上 管理,運 行 管理,経 営 管 理 を

そ れぞ れ 対 象 と してい る。(図4-1を 参 照 の 事。)

　 そ れぞ れ の業 務 の入 出 力概 要 図,入 出 力及 び フ ァイル 一覧表 を示 す と,次 の

よ う に な る 。

　 なk・,本 シ ス テ ム で 使 用 す る 主 な コ ー ド を 表4-1に 示 し た 。

　 　 　 (1)共 同 輸 送 業 務

勺

求車依頼伝票

求荷依頼伝票

ドッキング　 　 求 荷 　 　 　 　求車
ファイノ　　　　　ファイル　　　　　ファイル

参加事

業体 マ

協同組合等

端末装置

(含中央

セノター

　 コンソづレ)

■

図4-2　 共同輸送業務 入出力概要 図(即 時処理)
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一
ファ

イル 水車

　 　 ファ

　 　 イル　 　求荷
　 　 　 　 　 ファイル

斡旋情報日報
月報

　　　　　　　図4-3

① 入 力情 報一 覧 表

中央 セ ン クー コ ン ソール

共同輸送業務 入出力概要図(一 括処理)

入ご 当 入力時期 主 な 入 力 項 目

　 　 　 　 一一一一}L-一.一 一

　　　　　　 【

求荷依頼伝司 　 随 時　　　　　　i

　　　　　　 l

　 A噺一 ーー一 一 ー一一 『}一 一一 ■一ーー一一 ー一

協同 組合 等 コ ー ド,組 合 員 コ ー ド,車 両 コー ド

輸 送 区間,輸 送 日時

榔 ⇒"己 組合等。_合 員。一端 綱

　　　　　　l　 　 l輸送時 品 … ・汲 量
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② 出力情報一 覧表

一

出力 情 報 名 利　用　目　的 主 　 な　 項 　 目' 出 力
サイクル

使用
用紙

斡旋情報 日報 当日入力されたすべての

情報を組合別に把握する

　 　 　 　 　　 　 　 　 　 一

協 同組 合等 コー ド,日付,

求荷 件 数 求 車件 数

日次

一

　応用

斡旋情報月報 当月入力されたすべての

情報を組合別に把握する

協 同組 合 等 コー ド,日 付

求荷 件 数,求 車件 数

月次 応用

斡旋成立日報 入力された情報の中で斡

旋が成立したものを把握する

協同 組合 等 コー ド,求 荷

情 報,求 車 情 報

日次 応用

斡旋成立月報 入力された情報の中で斡

旋が成立したものを把握す

る。(月 間)

協 同組合 等 コー ド,日 付

求荷 情報,求 車 情報,ド

ッキ ン グ 日

月次 応用

方面llj斡旋月報 斡旋が成立した情報を方

面別に把握するo

発 地,着 地,件 数,総 重

量,運 賃合 計

月次 応用

品目捌庫繊 報 鞭 が成立した情髄 品

目別 に把 握 す る。

品 名 コー ド,品 名,件 数

総 重量 運 賃 合 計 .

月次 応用

協同組合等別

運賃精算表

協同組合等間の運賃の精

算状況を把握する。

協 同 組合 等 コー ド,受 取

金 額,支 払 金額,差 引 金額

月次 応用

組合員別運賃

精算表

組合員間の運賃の精算状

況を把握するo

協 同組合 等 コー ド,受取金

額,支 払 金額,差 引金 額

月次 応用

照 会 日 報 当日の照会の利用状況を

協同組合等別に把握する

協同組合等コー ド

照会内容

日次 応用

照 会 月 報 当月の照会の利用状況を

協同組合等別に把握する

協 同組 合等 コー ド

照 会内 容

月次 応用
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③ プ ア イ ル 一 覧 表

6

フ ァ イ ル名 称 利　用　目　的 主　要　項　 目 媒　体

求荷 ファ イル

　 　 　 　 　 一●.一≠..「.一一.-　 .一,㊨

求 荷情 報 を管理 して お くフ ァ 受 付 番 号,車 両 コー ド, 固 定 デ ィス ク

イルで,斡 旋 処理 時 に 必要 な 輸 送 日時,輸 送 区間
一 　在

フ ァ イ ル で あるo

求 車 フ ァ イ ル 求 車情 報 を管 理 して お く ファ 受 付番 号,輸 送 日時,輸 固定 デ ィス ク

イルで,斡 旋 処理 時 に必要 な 送 日時,輸 送 区 間,

フ ァ イル で あ るo 品 名 コー ド,数 量

ドソキンクウ アイル どの車 両 とどの荷 物 が ドッキン 求車情報,求 荷情報,輸 〃

グ したか を示 す7アイル で ある 送 日時,ド ッキング 日

車 両 マ ス ター 車両に関する詳細な属性を管 協 同組 合等 コー ド,車 両 〃

理 す る ため に 必要 な プア イル コー ド最大 積 載 量,形 体

で あるo

参加事業体マ 参加事業体に関する詳細な属 協同 組 合等 コー ド,住 所 〃

ス タ ー 性 を管 理 す るた め に 必要 な フ 郵 便 番号,組 合 員 コー ド

ア イ ル で あ るo

照 会 フ ァ イル 照 会 に 関す る詳 細 なデー タを 協同 組合 等 コー ド,斡 旋 〃

管理 す るた めに 必 要 な フ ァ イ 状況,輸 送状況

ル で あ るo

●
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(2)　協同組合 等及び組合 員の各種業務

6

売上管理関係
資料8表

回 協同組合等及び組
合員の各種業務

経営管理関係
資料2表

運行管理関係
資料4表

経営管理関係
資料3表

協 同 組合 等 業 務 組　 合　 員　 業　 務

図4-4　 協同組合等及 び組合員の各種業務入出力概要 図
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◆

●

① 入力情報一覧表

入力情報名 入力時期 主 な 入 力 項 目

売上伝票 毎日 組 合 員 コー ド,支 払 方 法,品 名 コー ド,数 量

貸 付 票 随時 組合 員 コー ド,貸 付 金額,返 済回 数

相 殺 票 縞目 組 合 員 コー ド,積 立 金,賦 課 金,そ の他

入金伝票 毎日 組 合 員 コー ド,荷 主 コー ド,入 金 額 値 引額,入 金 方法

運転 日報 毎 月 組 合 員 コ ー ド,発 地,着 地,走 行 キ ロ,運 賃

② 出力情報一覧表

出力情報名 利　用　 目　的 主　な　項　目 出力
サイクル

使用
用紙

売 上 日 報

(共 同購入)

共同購入に伴 う当日の売

上情報を把握する。

品名 コー ド,品 名,売 上

原価

日次 応用

請 求明 細 書

(共 同購入)

共同購入に関する請求情

報を把握するとともに組

合員へ通知する。

組合 員 名,日 付,品 名,

数 量,単 価,金 額

縞目 定型

高速道路通行

明　 細　 書

高速道路料金に伴 う請求

明細を組合員に通知する

日付,車 種,通 行 区間,

金 額,組 合 員名

縞 目 定型

高速道路通行

利用料金請求書

高速道路料金の路線別の

金額を組合員に通知する

組 合員 名,路 線名,通 行

料金,割 引額

締日 定型

貸付金返済状

況一覧表
、

貸付に関する返済状況を

把握するo

組 合 員 名,貸 付 額,返 済

額

随時 応用
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出 力 情報 名 利　用　目　的 主　な　項　目 出力
サイクル

使用
用紙

相 殺 明細 書 組合名組合員との支払,

受取の相殺情報を組合に

通知するo

組合 員 名,支 払 額,受 取'

額,差 引額

縞 目 定型

入 金 日 報

(組合用)

当 日の入金状況を把握す

るo

組 合 員 コー ド,当 月請 求

額,入 金額,値 引額

日次 応用

入金状況一覧表

(組合用)

売掛金の回収状況を把握

するo

組合 員 コー ド,組 合 員名

請 求額 入 金額,残 高

随時 応用

組合事業利用

状況一覧表

　 (月 間)

月間の組合事業の利用状

況を把握するo

組合員名,項 目別利用額

合計

月次 応用

組合事業利用

状況一覧表

　 (年 間)

年間の組合事業の利用状

況を把握するo

組合員名,項 目別利用額

合計

年次 　応用

1

売 上　日 報 当日の売上情報を把握す

る○

組 合 員 名,車 両 コ ー・ド,

運 賃

　 　 伽

日次　　応用

入 金　日 報 当日の入金情報を把握す

るo

荷主 コー ド,当 月請 求額

入 金額,値 引額,残 高

日次 応用

請 求 明細 書 請 求 に 関す る明細情 報 を

把握 す る と と もに,荷 主

に通 知 す る。

荷 主名,輸 送 月 日,車 両

コー ド,運 賃

縞目 定型

請 求合 計書 請求合計額を把握すると

ともに荷主に通知する。

荷主 名,住 所,請 求残 当

月売.ヒ額,当 月請 求額

縞目 定型

荷主別売上実

績表

荷主別に月間の売上実績

を把握するo

荷 主 コ ー ド,運 賃 月次 応用

車両別売上実

績表

車両別に月間の売上実績

を把握するo

車 両 コ ー ド,運 賃 月次 応用
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出力情報名 利　用　目　的 主　な　項　目 出 力
サイクル

使用
用紙

入金状況一覧 荷主別に売掛金の回収状 荷主 コー ド,荷 主 名,請 随時 応用

表 況 を把 握 す るo 求額,入 金額,残 高

輸送区間別輸 輸送区間ごとに月間の輸 輸 送 区 間,走 行 キ ロ,実 月次 応用

送実績表 送実績を把握する。 車 キ ロ,運 賃合 計

輸送実績表 日付ごとに月間の輸送実 輸送距離別輸送回数,実 月次 応用

績を把握するo 動車両数 運賃合計

車両別輸送実 車両別に月間の輸送実績 車 両 コ ー ド,形 体,実 動 月次 応用

績表 を把 握 するo 率,走 行 キ ロ,輸 送 トシ

数

運転者別輸送 運転者ごとに月間の輸送 運 転 者 コー ド,走 行 キ ロ 月次 応用

実績表 実績を把握する。 輸送 延 トン数,実 車 キ ・

年間売上推移 過去1年 の売上額を月別 月,延 稼動 台数,売 上額 月次 応用

表 に グ ラフ表示 す る こ とに

より売上の傾向を把握する

荷主別売上推 荷主別に年間の売上情報 荷 主 コー ド,月,延 稼 動 年次 応用

移表 の 傾 向 を把握 す る。(グ 台数,売 上 額

ラフ表 示)

車種別営業実 車種別に年間の売上情報 形 体,最 大 積載量,延 稼
　 　 ¶

年次 応用

績表 を把握す るo 動台数,合 計売上額

③ フ ァイ ル一 覧表

フ ァイル名 称 利　用　 目　的 主　要　項　目 媒　体

荷 主 マス タニ 荷 主 に関す る詳細 な属性 を管

理 す るた め に必要 な フ ァイル

で あ るo

荷 主 コー ド,住 所,郵 便

番 号,締 日

固定 デ ィス ク
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フ ァイル名 称 利　用　 目　的 主　要　項　目 媒　体

車 両 マ ス タ ー 車両に関する詳細な属性を管 組 合 員 コー ド,車 両 コ ー 固定 デ ィス ク

理す るた めに 必要 な フ ァ イル ド,最 大積 載量,形 体

で あるo

プ レー ト ・マスター どの プレー トが どの 組合 員 に プ レ ・一 ト拠,組 合 員 コ ー 〃

属 す る ものか を管理 してい る ド

フ ァ イ ル で あ るo

品 名 マ ス タ ー 共同購入の対象となる燃料等 品 名 コ ー ド,品 名,原 単 〃

に関する情報を管理 している 価,単 価

フ ァ イ ルで あ るo

高速 道 路 利

用 ファイル

高速道路を利用した明細ファ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 メ

イルで あ り,道 路 公 団 よ り借

日付,プ レ ー ト甑,通 行

区 間,金 額

フ ロ ッ ピー

デ ィ ス ク

受 け るo

売 上 マ ス ター 組合員ごとの売上及び入金情 組 合 員 コ ー ド,請 求 額, 〃

(組 合用) 報を管理するために必要な フ 入金額,値 引額

ア イル で あ るo

売 上 マ ス ター 荷主 ごとの売上及び入金情報 荷 主 コー ド,請 求額,入 〃

(組合員用) を管理 す るた め に必 要 な フ ァ 金 額,値 引額

イ ル で あ るo

支 払 ・請 求 フ 組合員に対する支払及び請求 年 月 日,組 合 員 コ ー ド, 〃

ア イ ル 情報を管理するために必要な 車 両 コ ー ド,走 行 キ ロ,

フ ァ イ ル で あ るo 運賃

売 上 フ ァ イ ル 組合員ごとに共同購入に関す 年 月 日,組 合 員 コ ー ド,

る情報を管理するために必要 品 名 コー ド,数 量,売 上 〃

な フ ァ イル で あ るo

売上 管 理 フ ァ 組合員ごとの月間及び年間の 組合員名,項 目別売上 〃

イ ル 売上情報を管理するために必

要 な フ ァ イ ル で あ るo
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フ ァ イ ル名 称 利　用　目　的 主　要　項　目 媒　体

運 転 日報 フ ァ

イル

運 転 日報 に関 す る 詳細 な情 報

を 管理 す るた めに 必 要 な フ ァ

イル で あるo　 　　　　　　　 ・

組 合 員 コ ー ド,年 月 日,

走 行 キ ロ,運 賃

フ ロ ッ ピー

デ ィス ク

運行 フ ァ イル 組 合 員別,車 両 別の運 行情 報

を管 理 す るた め に必 要 な ファ

イルで あ るo

組 合 員 コー ド,車 両 コ ー

ド,走 行 キ ロ,売 上 額
　 .

〃

`

表4-1　 コ ー ドー一覧 表

■

コ ド 名

輸送 区 間 コー ド

　 　 　 　 (2桁)

協同組合等コード

　　　　 (4桁)

ド

桁P'

コ貝合組

構 成

JISの 県コー ドを使用

　　　　Ol　 北海道

　　　　 ～

　　　　13　 東京

　　　　 ～

　　　　47　 沖縄

一
}　 　一

連　番

輸送区 間 コー ド

ー
ー ー一 一「一 一 一 ∠ 一一－Y-一 一一

連　番

協同組 合 等 コー ド
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コ ド 名

荷 主 コ ー ド

　 　 (10桁)

運 転 者 コ ー ド

　 　 　 (10桁)

車 両 コ ー ド

　 　 　 (11桁)

品 名 コ ー ド

(共 同輸送)(2桁)

品 名 コ ー ド

(共 同購入H3桁)

構 成

一
　　　　　一 －

L連.

　 　 　 組 合 員 コー ド

一 一
連 番

組合 員 コー ド一_一 一

品川11あ1234

組合 員 コ ー ド

山

連番(中 分類程度の もの)

一一
連 番

品 種
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コ　 ー　 ド　名 構　　　　　　　　成

人　金　方　法 1:　 口座 振 込

(1桁) 2:　 現 　 　金

3:　 小 切 手

4:　 手 　 　形

5:　 即 　　 金

*　 以上 の他,荷 姿,荷 役,積 込手 段,要 員,形 体

　 　 ア オ リ,装 備等 の コー ド化 が必 要 で あ る。

42　 共同輸送斡旋方法

　 共 同 輸送 の シス テ ム化 を図 るに 当た って最 も重 要 な事 柄 の1つ で ある。

斡 旋条 件 の 設 定 の仕 方 に よ って斡 旋率 もか な り異 って くる。 つ ま り条 件 を

厳 し くすれ ば斡 旋率 は 低 下 す る し,条 件 を緩和 すれ ば斡 旋 率 は上 昇 す る が

運 送 事業者 あ る いは 荷 主 な どか らの斡 旋拒 否 を 招 く恐 れ が あ る し,斡 旋 作

業 自体 無 意味 な もの に な って しま う危険性 もは らんで い る。 人 間が 斡 旋 を

す る場合 は 条件 もそ の都度 変 更 した り電話 での 話合 いで 決 め る こ とも で き

るが,コ ン ピュー タで は あ る程度 の条 件 の幅 は持 たす こ とが で きて も,人

間 の よ うに 臨機応 変 に 対処 す る こ とは で きな い。

　 当 シス テム では上 記 の点 を考慮 して,以 下 に 示 す 各項 目を斡 旋 条 件 と し

て設定 した。 な お,斡 旋 作業 自体 は コ ン ピュー タでは行 わ ず,コ ン ピュー

タに よる斡 旋条 件 を満 た した 求荷 あ る いは求 車 情 報 を 中央 セ ン ターの コ ン

ピュー タ より協 同組 合 等 の端 末 装 置に 表示 し,そ れ らの 情 報 を配 車 担 当者

が 参照 して最 適 な情 報 を選択 す る とい う方 法 を採 用 した。 こ の際 条 件に 合

致 した 求 荷 ある いは 求 車情 報 が 無 い場合 は,端 末 装 置 か ら斡 旋 条 件 を変 更

した り,登 録 だ け して お いて 斡 旋 され るの を待 つ とい う方法 な どが採 れ る。
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　 図4-5は この斡 旋 方法 を図 示 した もの で ある。

(1)輸 送 区 間

　　 輸 送 区 間(発 地,着 地)に っ い ては まず どの ような レベル で捉 え る か

　 が 重要 な ポ イ ン トと な る。 つま り都 道 府 県単 位 に す るか,あ るい は も っ

　 と レベル を下 げ て市 区 町村 単 位 にす るか,あ るい は ま た単位 には こだ わ

　 らず コ ン ピ ュー タに各 地 区 の距 離 に 関す る情報 を 持 たせ,近 距離 の もの

　 を ピック ア ンプす る よ うにす るか とい っ た問題 で あ る。 本 シス テ ムで は

　 上記 した よ うに実 際の 斡 旋 作業 は 配者 担 当 者 に 選択 させ る とい う方 法 を

　 採 ってい るた め,そ れ ほ ど詳 細 な レベ ル ま で下 げ る 必要 は な い もの と考

　 え られ る。 した が って都 道 府 県 単位 で十 分 で あ る。 但 し同r都 道府 県 で

　 あ って も距 離 的 に遠 い 場 所 もあれ ば,異 な る都 道府 県 で あ って も近 距離

　 の場 所 もあ るた め,隣 接 す る都 道 府県 も斡 旋条 件の 対 象 と した。

　　 ま た求 荷情報 に つ い て は輸送 区間の うち着地 を指 定 して こない場 合 が

　 あるの で,求 荷 情 報 に 関 しては 発地 の みの 指 定 で も ドソキ ングが 可能 な

　 よ うに考 慮 したo

② 　 輸送 日時

　　 発年 月 日時 が斡 旋 の対 象 とな る。 こ こで問題 とな るの が,帰 り荷 斡 旋

　 の 場合 の車 両の 空 く時 間 と実 際 に貨物 を積 み 込 む時 間 との差,つ ま り移

　 動 時 間で あ る。 この点 を考 慮 しな い と車 両が 貨 物 の発 時 に 間 に合 わ ない

　 とい う事 態 も生 じか ね ない。 しか しこの移 動 時 間は道 路 事 情等 に も依 る

　 の で,コ ン ピ ュー タでは,貨 物 発 時 ≧車 両 の 空 く時 間,程 度 の もの に 留

　 め,そ れ以 上 の 判 断 は配 車 担 当者 ある いは 協 同 組合等同志の話合いに委ね

　 る こ とと した。

(3)　貨物 情 報,車 両情 報

　　 車 両 につ いて は,車 種,ト ン数,ボ デ ィ長,形 体,幌 状 況,ア オ リ状

　 況,装 備,車 番 等 の情 報 が 予 め コン ピュー タに 登録 さ れ てお り,貨 物 に

　 つ いて は,求 車 依 頼 をす る都 度 品名,荷 姿,個 数,総 重量,希 望 車 両 情
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　 報(車 種,ト ン数,ボ デ ィ長,形 体,ア ォ リ状 況,装 備 等)な どの 情 報

　 が入 力 され るの で,両 者 の 各 情報 が 斡 旋条 件 とな る。 但 し,こ れ らの 情

　 報 の 中で 絶対 的 に 必要 な条 件 は,貨 物 総 重量⇔ 車両 トン数,品 名 ← 〉

　 車種 であ る。

　 　 本 シス テ ムで も,こ の2つ の項 目を斡 旋条 件 と し,残 りの項 目に つ い

　 ては協同組合等の端末装 置 に斡旋 情 報の1つ と して 表示 し,配 車担 当者 が

　 斡 旋 作業 を行 う際 の 目安 と して使 用 す る こ と と した。

(4)運 賃

　 　 まず運 賃 に つ い ては 明 確 な形 で 示 さ れ るか ど うか疑 問 もあ る。 た とえ

　 明 示 され た と して も運 賃 を斡 旋条 件 とす る こ とは 極 め て難 しい。 特 に 求

　 荷 情報 の場 合 は運 賃 が 明示 され る方 が まれ で ある と言 え る。 本 シス テ ム

　 では,求 車 情 報 には 運 賃 の入 力 が必 ず 必 要 で あ る と し,求 荷 情 報 の 場 合

　 に は運 賃 が入 力 され な くと も良い と した。 したが って運 賃 につ い て は斡

　 旋 の た め の条 件 か ら外 し,協 同組 合 等 の端 末装 置 に斡 旋 情 報 の1情 報 と

　 して表 示す る に留 め た。

(5)そ の他'

　 　 (1)か ら(4)以 外 に つ いて も積 込手 段,要 員等 が 考 え られ る が,こ れ らに

　 つ いて も配 車担 当者 が 斡 旋 情報 の 選 択 をす る 際 の1つ の情 報 と して協 同

　 組 合等 の 端 末装 置 に表 示 す る だけ とした。

　 　 以上 斡 旋 の ため の条 件 の 結論 として は,輸 送 区間,輸 送 日時,貨 物 情

　 報(車 両 情 報)の3条 件 とveう こ とに な る。

　 　 したが って,こ の3つ の条 件 を端末 装 置 か ら入 力す る こ とに よ り,条

　 件 に合 致 した斡 旋 情 報 を 中 央 セ ン ター の コン ピ ュー タ よ り検 索 す る こ と

　 が で きる。 但 し中央 セ ン ターの コン ピュー タに 求 荷 あ るい は求 車 情 報 を

　 登 録す る 場合,ま た は斡 旋成 立 後 の情 報 を入 力 す る場合 に は,運 賃 等 そ

　 の 他の情 報 もす べ て入 力 す る必要 が あ る。
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条件変更
情報入力

件変更するか

登 録 情 報 入力

図4-5

求荷 ・求車情報入力

斡旋情報画面表示

斡旋 情 報 選択

選択した協同組合

等へ電話連絡し,
詳細事項を詰める

斡旋成立か

斡 旋情 報入 力

共 同 輸 送

ファクシミリにて受領 書

を荷物斡旋 組合へ'

輸送完了情報入力

'

共同輸送 におけ る斡 旋方法
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43　 処 理 概要

4ぼ ユ 　 共同輸送業務

　　(1)　即時処理

　　　① 共同輸送斡旋処 理

求 荷

ファ イル

共同輸送斡旋処理 加事業
マス タ ー

マ

タ

両

区

図4-6　 共同輸送斡旋処理入 出力概要図

　共同輸送斡旋処理の 目的は,協 同組合等か らの求荷 あるいは求車依

頼 情報 を 整備 ・蓄 積 す る こ とに よ り,全 国的 な規 模 での 斡 旋 作業 の 円

滑 化 を図 り,共 同 輸 送 を迅 速 か つ 適切 に実 現 し.協 同 組 合 等及 び 組合

員 の運 行 計画 あ る いは 輸送 計画 に寄与 す る こ とで ある。

　 共 同 輸 送斡 旋 処 理 は,処 理 の流 れ に従 って更 に6つ の処 理 に 分 割 さ

れ て い る。

○　 斡 旋 情 報検 索処 理

　 　 協 同組 合等 の 端 末装 置 より入 力 され た求 荷 あ るい は求 車 情 報 に関

　 して,中 央 セ ン ターの コ ン ピ ュー タは 必要 な デー タ チ ェック を行 い,

　 正 し く入 力 され た 情報 を基 に斡 旋条 件 に合 致 した 求 車 あ る いは 求 荷
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情 報 を 当該 端末 装 置 に表 示 す る。 も しデー タチ ェック で エ ラー が あ

った場 合 は そ の 旨中央 セ ン ター の コ ン ピ ュー タ よ り協 同 組合 等 の端

末装 置 に表 示 され るの で,エ ラー の内 容 に 応 じて端 末装 置 よ りそ の

都度 行 えば よい。

　 端末 装 置 か らの情 報 入 力は,求 荷 あるい は 求 車依 頼伝 票 を 参 照 し

なが ら対 話 形 式 で逐 次行 えば よ く,非 常 に容 易 で あ る。 つ ま り入 力

をす る前 に は 必ず 中 央 セ ン ターの コン ピュー タか ら分 り易 い メ ソセ

ー ジが 表示 され るの で ,そ の メ ッセー ジに従 って求 荷 ・求車 情 報 を

端末装 置 か ら入 力す れ ば よい わ け で ある。

　 斡 旋 条 件 は 輸 送区 間,輸 送 日時,貨 物 情 報(車 両 情報)の3条 件

で あ り,輸 送 区 間(発 地,着 地)は 都 道 府 県単 位 で,隣 接 県 も条 件

に入れ る。 輸 送 日時は 貨物 発 時 ≧車 両 の空 く時 間 とい う条 件 で あ り

貨物 情 報(車 両 情 報)の 条 件 は,貨 物 総重 量 ← 〉車 両 トン数,品 名

ぐ一〉車 種 で ある。

　 この3条 件 に合 致 した求車 あるveは 求荷情報を協同組合等の端末

装 置 にす べ て 表示 す る。 表 示 す る情報 は求 荷 依 頼伝 票,求 車依 頼 伝

票 を 基 に 入 力 され た情 報 及 び各 マス ター ・フ ァイル よ り索 引 した 情

報 で あ る。 したが って,配 車担 当者 は これ らの 情報 を参 照 して 自協

同 組合 等 に 最適 な情 報 を選択 す れ ば よい。

　 この検 索 処 理 の た めに 使 用 す る フ ァイルは,求 荷 情報 を 入 力 した

場合 に は求 車 フ ァイル,求 車 情 報 を入 力 した 場 合 には求 荷 フ ァイ ル

で あ る。
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◆

●

求 荷 依 頼 伝 票 伝 票NO

】

協同 組 合等 コー ド 協 同 組　合 等 名

受 付 月 日時 月 日 時

受付鱈 者名

組合 員 コー ド 組 合 員 名

1 1

発

　1

地

地

連 絡 先

車 両 の 空 く 場 所

「、

車 両の 空 く月 日時 希望運賃(円)

1 ll 1 1 川 1 川

車 両 ナ ン バ ー 運 転　者 名
一1 1日

、

車 種 形 体 幌 ア　オ リ 装 備

図4-7　 求荷 依 頼 伝 票
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求 車 依 頼 伝 票 伝 票Na

協同 組合 等 コー ド 協　同　組　合　等 名

川

受 付 月 日時

受付担当者名

組合 員 コ ー ド 組　 合　　員　 名一
発　地 発 地 名 及 び 連 絡 先

1

着　地 着 地 名 及 び 連 絡 先

発　月　 日 発　時 運　　　　賃　 (円)

ll 1

品 名 コ ー ド 品　　　　　名 総 重 量(Kg)

希望車種 形　　体 ア オ　リ 装　　備 要　　員 その 他

図4-8　 求 車依 頼 伝票
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図4-9　 求 荷 フ ァ イ ル

受 協 組 輸送区間 輸送 日時 貨 運 キ 回

同 ヤ

付 組
合 物 ン 答

合 員 発 着 年 セ

番 等
情 情 月

時
情

縫
期

号 報 報 地 地 日 報 賃 識 限

図4-10　 求 車 フ ァ イ ル

■

　 両 フ ァイル 中で,受 付 番号(年 月 日,連 番)は 中央 セ ンタ ーの コ ン

ピュー タ よ り 自動 的 に付 加 さ れ ,協 同組 合 等情 報 及 び組 合 員 情 報 は 参

加 事業 体 マス タ ー よ り移送 さ れ る。 輸送 区 間,輸 送 日時,車 両 情 報(貨

物情 報),運 賃 は協 同組合 等 の端末 装 置 よ り入力 され た 情報 で あ る。

キャ ン セル標識 は後 述す る キ ャ ンセル処 理 で 使用 され る。 回 答期 限 も

協同 組 合 等 の端 末 装 置 より入 力 され る情報 で ある が,も し入 力 され な

い場 合 は 輸送 日時 と同 じに して お く。 ま た 車両情 報 の一 部 は 車 両 マス

ター よ り移 送 され る。

　 次に この処 理 で使用 す るマ ス ター ・フ ァイルに つ いて の 説 明 を行 う。

使 用 す る マ ス ター ・フ ァイルは,参 加事業 体 マス ター(協 同組 合 等 マ

ス ター及 び組合 員 マス ターか ら構成 され て い る) ,車 両 マス ター で あ

る。 輸送 の情 報 処 理 で 不可 欠 な荷 主 に関す る情報(例 え ば 荷 主 マ ス タ
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一)の 管理 は ,協 同 組合 等 及 び組 合 員の 秘 密保 持 とい う立 場 か ら除 外

した。

フ ァイル名称 利　用　目　的 主　要　項　目

協 同 組合 等 マス ター 当 シス テ ムの 中 軸 で ある 協同 協同 組合 等 コー ド,電 話 番号

組合等に関する属性を管理す 担 当者 名,郵 便 番号,住 所,

るた め に必要 な フ ァイ ルで あ 縞 目　 etc

るo

組 合 員 マ ス タ　ー 協同組合等の構成員である組 組合 員 コー ド,電 話 番号,担

合員に関する属性を管理する 当者 名,郵 便 番 号,住 所,締

た め に必 要 な フ ァイルで ある 日　 　 etc

車 両 マ ス　タ ー 車両に関する詳細な属性を管 組 合 員 コ ー ド,車 両 コ ー ド,

聾 す るた め に必 要 な フ ァイル 最大 積 載 量,形 体 　 etc

で あるo

○　 条 件 変更 処 理

　　 斡旋 情報検 索処 理 に お い て,条 件 に合 致 した情 報 が無 い場 合,あ

　 る いは あ って も 自協 同 組合 等 の条 件 に合 わ ない場 合 には,入 力 した

　 求 荷 ・求車 情報 の条 件(こ こ で言 う条 件 とは上 記 した輸 送 区 間,輸

　 送 日時,貨 物 情 報(車 両情 報)の こ とで ある)を 変 更す る こ とに よ

　 り,条 件の合 致す る情 報 を得 る こ とが で き る。 この条 件変 更 は何 度

　 で も行 うこ とが で きるが,中 央 セン ター の コン ピ ュー タ内 に蓄 積 さ

　 れ るの は最 新 の 情報 で ある。

　　 協 同 組合 等 の端 末装 置 か ら条 件変 更 とい う情 報 が入 力 され た場 合

　 中央 セ ン ターの コ ン ピュー タか ら変 更方法 につ い ての 分 り易 い メ ソ

　 セー ジが表 示 され るので,そ の メ ッセー ジに従 って変 更 情報 を入 力

　 す れば よη。 な お,条 件変 更 に関 す る履歴 は 中央 セ ン ターの コ ン ビ

　　ユー タでは 蓄 積 され ない の で,こ れ らの情 報 は協 同 組 合等 で求荷(求
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　 車)依 頼 伝 票 に記 載 す る な ど して管 理 す る必 要 が あ る。

○　 登録 処 理

　 　 条 件 に合 致 した 情 報 が 無 く,自 協同 組 合 等 の条 件 も変 更 で きない

　 場 合,あ る いは 条 件 変 更 後 も該 当す る情 報 が得 られ な い な どの場 合

　 には,斡 旋 処 理 を や め るか,登 録 を行 って 他 の協 同 組 合 等 か らの斡

　 旋 を待 つ とい う方 法 が選 択 で きる。

　 　登 録 を した場 合,求 荷 情 報 は 求荷 ファイルへ,求 車情報 は求車 ファイル

　 へそ れ ぞれ 蓄 積 され る。 この場 合,不 足情 報 は参 加 事 業 マ ス ター,

　 車両 マス ター を参 照 して移 送 す る。 これ ら 作成 され た フ ァイル は,

　 他協 同組 合 等 か ら斡旋 情 報 検 索 処理時 に 使 用 され る。

　 　登 録 処理 を した場 合,中 央 セ ンター の コ ン ピ ュー タ よ り受 付 番 号

　 の表 示 が ある の で,配 車担 当者 は求荷 ある いは 求車 依 頼 伝票 に この

　 受付 番号 を記 載 してお か なけ れ ば な らな い。

　 　 また この登 録 処 理 を行 う場 合,協 同 組 合 等 は回 答 期 限 を 入 力 す る

　必 要 が あ る。 この 回 答期 限(年 月 日時)は 斡 旋 情 報 検 索 処 理 の対 象

　 とな る情報 か 否 か とい う目安 に なる情 報 で ある。 回 答期 限 は 必 ず入

　 力 し なけれ ば な らな い情 報 では な く,入 力 され な い場 合 は輸 送 日時

　 を回 答期 限 と見 な して 処 理 を行 う。

○　斡 旋 処理

　 　配 車 担 当者 は端 末 装 置 に 表示 され た 斡 旋 情 報 を選 択 した場 合,直

　ち に選 択 した協 同 組 合等 へ 電話 連 絡 を行 い,積 込 場 所,積 込 手段,

　要 員,運 賃 等 の 詳 細 事項 を詰 め る。 双方 の話 合 いで斡 旋 が 成 立 した

　場合 は,そ の 旨端末 装 置 より中央 セ ン ター へ 入 力す る。 この 中央 セ

　 ンタ ーへ の 斡 旋 の 入 力 は 双 方 の協 同組 合 等 で行 う必 要 は な く,斡 旋

　情報 を 選択 し,電 話 連 絡 を 行 った協 同組 合 等 が 双方 の受 付 番 号 を入

　力 す る こと とな る。 中央 セ ン ターの コ ン ピュー タは この 斡 旋情 報 に

　基 づ き,当 該 求荷 及 び求 車 情報 を ドッキ ング フ ァイ ル に 蓄 積 す る。
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　 協 同 組合 等 同志 の 話合 い で斡 旋 が不 成 立 に終 っ た場合 は,他 の斡

旋 情 報 を 選 択す る か,条 件 を変 更 す るか,登 録 す るか,あ る い は斡

旋 処 理 を 中止 す る かの いず れか の 処置 を とる必 要 が あ る。

求　荷　情　報 求　車　情　報 輸 輸 ド

ツ

受 協 組 車 受 協 組 貨
送 送

キ

付
同
組 合

口
両 付

同
組 合

口
物 区 日

ン

番
合
等
情

景

情 情 番
合
等
情

貝

情
情

グ

号 報 報 報 号 報 報 報 間 時 日

図4-11　 ドッキ ン グ フ ァイ ル

　　 ドッキ ン グ フ ァ イルの求 荷 情報,求 車 情報 は求 荷 フ ァイ ル,求 車

　 フ ァ イル ある い は斡 旋 情 報 検 索処 理 で 入 力 され た求 荷情 報,求 車 情

　 報 をそ れぞ れ 移 送 す る。 輸 送 区 間,輸 送 日時 は求 車 情報 の もの を優

　 先 して移 送 す る。

○　 キャ ン セル処 理

　　 す で に登 録 され て い る未 斡 旋成 立 情 報 に関 して,協 同組 合 等 の 端

　 末 装 置 か らの キ ャン セル情 報(キ ャ ンセ ルす る とい う情 報 及 び 受 付

　 番 号 だ け入 力 す れ ば よい)に 基 づ き,キ ャン セル処 理 を施 す。

　　 キ ャ ンセ ル処 理 は 当該求 荷 ある い は求 車 情 報 が蓄 積 され て い る求

　 荷 フ ァ イル,求 車 フ ァイル の 「キ ャ ン セル標 識 」 を オ ンにす る だ げ

　 で ある。 キ ャ ンセ ル された 求 荷 ・求車 情 報 は 当然 の事 なが ら,斡 旋

　 情 報検 索 処 理 の 対 象か ら外 され る。

　　 なお,受 付 番 号 が 分 らな い場 合 は,協 同組 合 等 コー ドを入 力 す る

　 こ とに よ り現 時 点 ま でに 登録 処 理 を行 ったす べて の情 報 が 端末 装 置

　 に表 示 さ れ る の で,こ れ を参 照す る こ とに よ り受 付番 号 を知 る こ と
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　 が で き る。

　 　 ま た,す で に斡 旋 が成 立 し,ド ッキ ン グ ファイ ルに 移行 した情 報

　 に 関 しての キ ャ ンセル は原 則 と して 認 め ない。 協 同 組合 等 と中 央 セ

　 ン ター で電話 連 絡 な どを行 い,運 用 で カ バーす る よ う配 慮 す べ きで

　 あ る。

○　 輸 送状 況 入 力処 理

　 　 共 同輸送 の斡 旋成 立 後 の 輸送状 況 を 中央 セ ン ターの コ ン ピュー タ

　 で一 括 把 握 す る た め,貨 物 提 供協1司組 合 等 は車 両が 発地 を 出発 した

　 時 点 で,車 両提 供 協 同組合 等 は 車両 が着 地 に到 着 し,輸 送 が 完 了 し

　 た時 点 で それ ぞ れ の端 末 装 置 よ り輸 送 状況 を入 力す る必要 が あ る。

　 　 入 力情 報 は 受付 番 号,輸 送状 況 等 で あ る。

　 　 この処 理 に よ って 得 られ た輸送 状況 情 報 は,輸 送 完 了確 認 の ため

　 に使 用 され る とと もに,輸 送 状況 照会 処理 で利 用 され る。

　 　 図4-12は 共 同輸 送 斡旋 処 理 手 順 図 で あb,説 明 も加 え た。 ま

　 た図4-13は 共 同 輸送 斡旋 処 理 の 流 れ を 図示 した もの で ある。

⑥

輸送状況　 　⑧
入力

図4-12　 共 同 輸 送斡 旋 処理 手 順 図
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☆　① 一② 一③

　　　斡旋情報検索処理 において条 件の合致す る情報が得 られなか

　　 った場合,あ るいは得 られて も自協同組合等の詳細 な条件 とは

　　 一致 しないなどの場合,条 件を変更 して再度斡旋情報検索処理

　　 を行 う。

　　　 どうして も条件 に合致 した情報 を得 られ ない場合 は,④ 又は

　　 ⑤へ進 む。 条件に合致 した情報が得 られ,ま た相手 の協同組合

　　 等 との交渉で斡旋が成立 した場合には,⑥ 一⑧ 一⑨ と進めるこ

　 　 とが で き る。

☆ 　① 一② 一④ 一⑨

　 　 　 条 件 の変 更 も難 し く,登 録 処 理 を行 う必要 もな い場 合 には,

　 　 斡 旋情 報検 索処 理 を 行 った後,直 ちに処 理を止め ることができる。

☆ 　① 一② 一⑤ 一⑨

　 　 　 斡 旋 情 報検 索 処 理 で条 件 の 合 致す る情報 が得 られ なか った場

　 　 合,登 録処 理 を して,他 の協 同 組合 等 か らの斡 旋 を待 つ とい う

　 　 方 法 が採 れ る。 この場 合 も しキ ャン セルの 必要 が 生 じた場合 に

　 　 は,① 一② 一⑤ 一⑦ 一⑨ とい う手 順 に な る。

☆ 　① 一 ② 一⑥ 一⑧ 一 ⑨

　 　 　 斡 旋 情 報検 索処 理 で条件 の合 致 す る情報 が 得 られ,ま た相 手

　 　 の 協同 組 合 との交 渉 で斡旋 が成 立 した 場合 の手 順 で ある。

　 　 　 これ らの 手 順は あ くま で も一 般 的 な もの で あ り,条 件変 更処

　 　 理 の 絡 み に よ り,次 の よ うな手 順 も考 え られ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 ① 一② 一③ 一② 一④ 一⑨
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

)るあ

　

⑨

⑨

が

　
　

一
　

一

と

⑨

⑦

⑧

こ

一
　
一
　
一

る

⑤

⑤

⑥

れ

一

　
一

　
一

わ

②

②

②

行

一

　
一

一

し

③

③

③

返

一
　

一

一

り

②

②

②

く

一
　
一
　

一

(

①

①

①
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●

■

中 央 セ ン ター(コ ン ピ ュー タ)

　
　
　
検
察

斡
旋
情
報

条

件

変

更

登

録

処

理

無

し

斡

旋

輸
送
情
報
入
力

協 同 組 合

情報
るか

選択した協同組合

等へ電話連絡し詳
細事項を詰める

鷲
NO

・共同 輸送 の実 施

・ファクシミリにて受領嘉

を荷物 斡旋 組合へ送付

図4-13　 共 同輸 送 斡 旋処 理 の流 れ
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② 共同輸送 照会処理

ド汗 ング

アイル

求

ファイノ

求 ・

ファイル

照 会

ファイル

図4-14　 共 同輸送照会処理 入 出力概 要図

　 　共 同 輸 送 照 会処 理 の 目的 は,協 同 組 合等,組 合 員並 び に荷主 な ど

　 か らの斡 旋状 況,輸 送状 況 に 関 す る問 合 せ に対 して,協 同組 合 等 の

　端 末 装 置 を介 して迅速 ・正 確 に回答 を行 う こ とで ある。

　 　共 同輸 送 照 会 処 理 は2つ の 処 理 ブ ロ ック に分か れ る。

○　 斡 旋状 況 照 会 処 理

　 　 共 同 輸送 の斡 旋 状 況 の斡 旋状 況 に関 して の照 会 処理 で あ り,共 同

　 輸 送 斡 旋処 理 に お い て 作成 され た求 荷 フ ァイル,求 車 フ ァイ ル,ド

　 ッキ ン グ フ ァイル を 基 に処 理 を行 う。

　 　 協 同組 合等 で は 共 同輸 送 斡 旋処 理 で 中央 セン ターの コン ピュー タ

　 よ り出 力 され た受 付 番号 を入 力す る こ とに よ り回 答 を得 られ る。

　 　 斡旋 状況 の 回 答内 容 は 次 の5種 類 で ある。

　 ☆ 登録 さ れ て い な い

　 ☆ 　 斡 旋 待 の状 態 で あ る

　 ☆ す で に 斡 旋 が成 立 して い る

　 ☆　 期 限切 れ で斡 旋 洩 れ で あ る

　 ☆ キ ャ ンセ ル され て い る

○　 輸 送 状況 照会 処 理
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　 共 同 輸 送 斡 旋処 理 の 輸 送状況 入 力処理 に お いて 作成 され た 輸送 状

況 情 報(ド ッキ ング フ ァイル上 に記憶 さ れ て い る)を 基 に 輸送 状 況

照 会 処理 を 行 う。

　 協 同組 合 等 では 受 付番 号 を入 力す る こ とに よ り回答を 得 られ る。

操 作上 及 び コ ン ピ ュー タで の処 理 と も斡 旋 状況 照会 処 理 と同一 で あ

る。 した が っ て協 同組 合等 では受 付 番号 を 入 力す る こ とに よ り斡 旋

状 況 及 び 輸送 状 況 の 問合 せ を同 時 に行 うこ とが で きる。 つ ま リ コ ン

ピ ュ一 夕で は照 会 の た めの 受付 番 号 が入 力 され た場 合,ま ず求 荷 フ

ァイル,求 車 フ ァイル,ド ッキ ン グ ファイ ル を基 に斡 旋状 況照 会 処

理 を行 い,そ の結 果 「すで に斡 旋 が成 立 してい る」 とい う受付 番 号

につ い て 輸送 状 況 照会 処 理 を行 うわ けで あ る。(図4-15を 参照の事)

　 輸 送 状 況の 回 答 内 容 は 次の3種 類 で あ る。

☆ 車 両は 現 在 発地 に 向 ってい る

　 　 (斡 旋 が 成立 して か ら,発 地 を 出発 す るま での期 間)

☆ 　発 地 を 出発 して お り輸送 中 で ある

　 　 (発 地 を 出発 して か ら,輸 送 が 完 了 す るま での期 間)

☆ 　共 同 輸送 を完 了 した

　 　 (輸 送 完 了以 降)

　 なお 斡 旋成 立 後 発 日 を過 ぎた に もかか わ らず,車 両 が発 地 を 出発

した とい う情 報 が 入 力 され ない場 合,あ る いは着 目を過 ぎた に もか

か わ らず 輸送 完 了 情報 が入 力 され ない 場 合 には,適 切 な る照 会 処理

が遂 行 で きな いの で,中 央 セ ン ター よ り当該 協 同組 合 等 の端 末 装 置

に 警告 表 示 を行 い,必 要 な処置 を促 す。

　 この 照 会 処 理 に 応 じるた め,問 合 せ に 関す る情 報,つ ま り求荷 フ

ァイ ル,求 車 フ ァイル並 びに ドソキ ング フ ァイル を発 日よ り数 日間

中央 セ ン ター の コン ピュー タ内 に 蓄積 してお く。
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受付番号入力

荷ファイル
こあるか

YES

NO

求車ファイル
　こあるか

YES

NO キ ャン セ ル か

YES

キャンセルされている

登録 されて
　　いない

ラキングファ
川こあるか

●

◆

　　　　　　　　 車両が発地
　　　　　　　　　 出発した車両は現在発地

に向っている

共同輸送を
完了した

斡旋 待の

状態である

発地を
しており:

送中である

期限 切れで
斡旋 洩れである

●

図4-15　 共 同 輸送照 会 処 理 の 流 れ
●
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(2)一 括処 理(共 同輸 送 管理 資 料 作成 処 理)

●

共同輸送管理資料
作　成　処

斡旋情報月報

協1司組合笥別
運 賃精算表

斡旋成立月報 品目別斡旋月報 藍 綬表 照 会 月報

図4-16　 共同輸送管理資料 作成 処理 入 出力概要図

　　 共同輸送 管理 資料 作成処理の 目的は,協 同組合等の端末 装置か ら

　 入力 された求荷 ・求車情報 を整備加工 する ことに よ り,協 同組合等

　及 び組合員 に有効な管理資料 を 作成す るこ とである。

　　共同輸送管理 資料 作成 処理は,更 に5つ の処理 ブロ ックに分かれ

　 るo

O　 斡 旋 情報 日報,月 報 の 作成

　 　協 同組 合 等 の端 末 装 置 か ら入 力 さ れ た 斡 旋 情報(斡 旋 成 立 の 有 無

　 にか か わ らず 入 力 され た 全情報 で あ る)に つ いて,日 報及 び 月 報 を

　 作成 す る。

　 　 こ こで は・ 求 荷 フ ァイ ル,求 車 フ ァイ ル,ド 。キ ング フ ァ イ、レの

　すべ て を参 照 す る。
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斡 旋情 報 月報(　 年 　 月　 分) 年　 月　 日作 成

協同 組合 等
コー ド及 び

名 称

日

付

求　荷　件　数 求　車　件　数

受付 未登

録

登録 キ ヤ

ンヰツレ

斡旋

洩れ

成立 受付 未登

録

登録 キ ャ

ンセル

斡旋

洩れ

成立

合　　　計

々

図4-17　 斡 旋情 報 月報

　　 な お,求 荷 フ ァ イル,求 車 フ ァイ ル並 び に ド ッキン グ フ ァイ ルは

　共 同輸 送 照 会処 理 で使 用す るの に差 し支 え な い程 度 の情 報 しか 蓄 積

　 して おか ない の で,月 報 を 作成 す る の に必要 な 当 月分 の デ ー タは 別

　途 当 月 分統 計 用 フ ァ イル に蓄 え て お く。 この フ ァイ ルは,斡 旋 情報

　 月報 の 作成 以 外 に も,斡 旋 成立 月 報,'方 面 別 斡 旋 月報,品 目別斡 旋

　月 報 の 作成 に 使 用 され る。

○　 斡 旋 成 立 日報,月 報 の 作成

　　 日報 につ い ては ドッキ ン グフ ァイル よ り,ま た 月報 に つ い て は 当

　 月分 統計 用 フ ァイ ル よ り作成 す る。 す で に斡 旋 が成 立 して い る情報

　 が対 象 とな り,協 同組 合 等 の単 位 で 出力 す る。 した が って,斡 旋 成

　 立 して い る求荷 ・求 車情 報 をそ れ ぞれ1件 と して カ ウン トす る。
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斡 旋 成 立 月 報(　 年 　月 　分) 年 月　日作成

協同組合等

コー ド及び

名称

日

付

求　荷　情　報 求　車　情　報

輸
送
区
間

輸
送
日
時

ダう

ζ

受付

番号

協同組
合等情
報

組合員

情　報

車両情

報

受付

番号

協同組
合等情
報

組合員

情　報

貨物情

報

合計件数

図4-18　 斡 旋 成立 .月報

○　 方面 別,品 目別斡 旋,月報

　 当.月分 統 計 用 ファイ ル より,輸 送 区 間 を 参照 して 方面 別 斡 旋 月 報

　 を貨物 情 報 を参 照 して品 目別 斡 旋 月報 をそ れぞ れ 作成 す る。

　 方 面 別 斡 旋 月報 の方 面 は,北 海道,東 北,関 東,北 陸,近 畿,中

国,四 国,九 州 とい うよ うな ブ ・ック単位 の もの で あ る。 した が っ

て,例 え ば 関東 か ら近 畿 へ の共 同 輸送 件数 が何 件 とい う表示 の仕 方

に な る。

　 ま た品 目に つ い て も,あ る程 度 種類 を絞b,10種 類 ほ どの 品 目

を想 定 してい る。

方面別斡旋月報(年 月 分) 年 月　日作成

発　　地 着　　地 件　　数 総 重 量 運賃合計

合　　　　計
r

図4-19方 面 別斡 旋 月報
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品目別斡旋月報(年 月 分) 年　月　日作成

品 名 コ ー ド 品　　　名 件　　　数 総 重　量 運 賃合 計

合　　　　計
.

　　　　　　　　　　図4-20　 品目別斡旋月報

　　○　協 同組合 等別,組 合 員別運賃精算表の作成

　　　　当月分統計用 ファイル よ り,各 協 同組合等間の運賃精算状態 を表

　　　 わ した協同組合等別運賃精算表,協 同組合等 と組合員間 の運賃精算

・　 　 状態を表 わ した組合員別運賃精算表 をそれぞれ 作成す る。

協同組合等別運賃精算表(　 年　月　 分) 年　月　日作成

　 　 　 　 頁

協同組合等コー ド及び

名　称

協同組合等コー ド及び

名　称

受 取 金 額 支 払 金 額 差 引 金 額

合　　　　　　　　計

図4-21　 協同組合等別運賃精算表
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組合員別運賃精算表(　 　 年　月　分)　 　　　　　 年　月　 日作成

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 頁

協 同組 合等 コー ド及 び

名　 称

組 合員 コー ド及 び

名　 称

受 取 金 額 支 払 金 額 差 引 金 額

合　　　　　　　計

　　　　　　　 図4-22　 組合員別運賃精 算表

○　 照会 日報,月 報の 作成

　　共同輸送照会処理(斡 旋状況照会 処理 及び輸送状況照会処理か ら

轍 され ている)の 利用状 況を協1醐 合等敏 把握す るた めに・照

　 会 日報 及 び照 会 月 報 を 作成 す る。 使用 す る ファ イル は,共 同 輸 送 照
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 `

　 会処 理 を行 う都 度 更 新 さ れ る照会 フ ァイ ル であ る。

＼

(
　
　　

　　

　
　
　
　
　　

　　

ρ

照　会　日　報　 (月 報)

昭和　　年　月　 日

　 　 　 　 　 一

＼
.

協 同 組合等

コー ド

協同組合等名 照会 内容(件 数)

斡旋状況 輸送状況

合　　　　　　計

図4-23　 照会 日報(月 報)
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4・3・2　協同 組合等 及び組合員の各種業務

　　(1)協 同組合等 業務処理

　　　① 　売上管 理処理

プレート

マスタ

入 金伝 票

売 上伝 票

相 殺 票

貸 付 票

高速道路矛|」用 ファイル

品 名

マスター
組合 員
マスター

売 上 管 理 処 理

　 売上 フ ァイル

支払 ・請 求 ファイル

,

売 上 日報
(共司購入)

高速道路通行
明細書

高速道路通行利　 '金請求書

貸付 金返済
状況一覧表

請求明細書
(共司購入)

相殺明細書 入 金 日 報

躍

図4-24　 協同組合等業務 ・売上管理処理入 出力概要図

　 売上 管 理 処 理 の 目的 は,売 上 に関 す る各 種 情 報 を適 確 に 管理 す る こ

とに よ り,有 効 な各種 管理 資料,請 求 書 等 を 作成 す る とと もに,売 掛

金 の 管理 も同 時 に行 うこ とで あ る。

　 売上 管 理処 理 で は,次 に 示す よ うな 各処 理 を行 う。

○　 共 同 購 入 の 売上 ・請 求処 理

　 　 売上伝 票 を 基 に して,共 同購 入 事 業 に関 す る 売上 情報 を コ ン ピ ュ

　 ー タに入 力す る。 入 力す る項 目は,売 上 伝 票 の 太線 枠 で 囲 ん だ組 合

　 員 コー ド,支 払 方法,年 月 日,品 名 コー ド,数 量 の5項 目で ある。
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売　上　伝　票 伝票番号

昭和口 年口 月口 ・

ー　

ー
l

l　
　
　　

　　

　　
　
　　

　←

ーー

ト

ー
1ー

.

.

ー
i

－
一

1

-1

組 合員 コー ド 組 合 員 名 支 払 方 法

1.即 　 2.掛

品 名 コ ー ド 品　　　　　　　　名 単　　価 数　　量 金　　　　額

ー
ー　

ー　1

1　
　-

l　

l　.

i

l　
-1
$　ー

1
'」

」

ー　　

ー 合　　　　　　　　　　計

図4-25　 売上 伝票

　入 力 された 売上情 報 は,売 上 日報 作成 のため に使 用 され る と と も

に,売 上 ファ イル に格 納 され る。

■

一 売 上 日 報 　　昭和 　年 月 日分

(共 同 講'入) 頁

品 名 コ ー ド 品　　　　　　　名 数　　量 売　　上 原　　価 粗利益

一

合　　　　　　　計

図4-26 売 上 日報(共 同購 入)
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年 組 品 品 数 単 売 支

倉 名 払
貝

月 コ
コ

方
| |

日 ド ド 名 量 価 上 法

図4-27　 売 上 フ ァ イ ル

な お,売 上 日報 及 び 売 上 フ ァ イ ル の 作 成 の た め に,品 名 マ ス タ ー

・ フ ァ イ ル を 参 照 す る 。

品 品 原 単

名
コ 単
1

ド 名 価 価

図4-28　 品 名 マ ス タ ー ・ フ ァ イ ル

　 次に,縞 目後 に売上 フ ァイ ルを 入 力 し,各 々の 組合 員 に対 して請

求 明細 書 を 作成す る と と もに,合 計 金額 を売上 マス ター ・フ ァイル

の 共 同購 入 請 求 額欄 に入 れ る。

請 求 明 細 書 昭和 　 　年　 　月　 　分

(共 同購入)

様

日　付 品 名 コ ー ド 品　　　　　名 数　　量 単　　価 金　　額

合　　　　　　　　　　計

■

図4-29 請 求 明細 書(共 同購入)
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○　 高 速道路 通 行 利 用料 金 の請 求処 理

　 　 高速 道路 公 団 よ り有 料 で貸 出 しが 受け られ る磁 気 テー プを使 用 し

　 当該 磁 気 テー プ(現 状 で は磁 気 テー プの提 供 しか受 け られ な い の で

　磁 気 テー プを持 た ない シス テ ムで使 用 す る場合 は,磁 気 テ ー プか ら

　 使用 で きる入 力媒体 に変 換 す る必 要 が ある)と プ レー ト ・マ ス ター

　 ・フ ァイルか ら高 速道 路 通 行 明細 書 及 び高 速道路 通 行 利 用 料 金 請 求

　書 をそ れぞ れ 作成 す る。

　 　な お,磁 気 テー プの貸 出 しを受 け な い場 合 は,高 速 道 路 公 団か ら

　送付 され て くる別納 明細 書 を入 力媒 体に 変 換 す る 必要 が あ る。

高速道路通行明細書 昭和　　年　　月　　目

貫

組合員名

路 線 名

日　　付 プ レ ー トNO 車　　種 通　行　区　間
　 」

金　　　額

路　　線　　合　　計

組　合　員　合　計

一
図4-30　 高 速道路 通 行 明 細 書
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高速道路通行利用料金請求書 昭和

組 合 員 コー ド 組合員名

路　　線　　名 通　行　料　金

東　名　 ・　 名　神

中　　　　　　　央

新　　　空　　　港

東　　　名　　　阪

東　　　　　　　北

北　　　　　　　陸

関　　　　　　　越

中　　　　　　　国

関　 　門 　 ,地 　 　区

九　　　　　　　州

合　　　　　　　計

割　　　引　　　額

差　引　請　求　額 |

図4-31　 高速道路通行利用料 金請求書

●

○ 貸付 金処 理

　 貸 付 票(図5-32)を 基 に して,貸 付 情報 を コン ピ ュー タに入 力

　 し,売 上 マス タ ー ・フ ァイ ルを 更新 す る。

　 この 更新 され た売上 マス ター,あ る いは 入 金処 理 が行 わ れ た売 上

　 マス ター を入 力 して,現 時 点 で の貸 付 金 返 済 状 況 を把 握 す る た の貸
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付金返済状況一覧表 を作成 する。

「
貸 付 票

組合員コード　　　組　合　員　名 返済方法

据 置 期 間 返 済 期 間 返 済 間 隔 返 済 回 数

1.一括返済

2.分割返済

　 　　 　 貸 付 年 月

　 　 昭和　　年　　月

貸 付 金 額 初回分返済金額 2回以降返済金額

図4-32　 貸付 票

1

貸 付 金返 済 状 況 一 覧表

　　　　　　　　　　　　　昭和　　年　　月　　 日現在

組 合 員 コー ド 組合員名 貸付年月 貸付金額 返済期間 返済回数 返　済　状　況

合　　　　　　　　　計

_一 ー 一　 一　 ＼

○

　　 　　図4-33　 貸付 金 返済 状 況 一 覧 表

相 殺処 理

協同 組 合 等 と組合 員 の 請 求及 び 支払 に つ い て

　　 　　 　　 　 　　 　 一99一

,す で に 入 力済 の各



種 情 報 を除 くす べ て の情 報 を図4-34に 示 した相 殺票 を用 い て 入

力す る。

相 殺　　　票

組合員 コ ー ド 組　　合　　員　　名

請 求　 1

共同輸送 積 立 金 賦課 金 その他の請求

支　払

昭和 年　月　日

共同輸送 その他の支払

図4-34　 相 殺票

　相 殺票 よ り入 力 された 情 報 と,売 上 マス ター ・フ ァイル(共 同購

入,高 速 道 路 通 行 利 用料 金 請 求,貸 付 につ いて の 情報 が格 納 され て

い る)と に よ り相 殺処 理 を行 い,相 殺 明細書 を 作成す る。

　 な お,相 殺票 の共 同 輸送 請 求 ・支 払 金額 に つい て は,共 同 輸送 管

理 資 料 作成 処 理 で 出 力 され た組 合 員別 運 賃 精 算 表 を参 照す る。 その

他 の項 目につ い て は協 同 組合 等 内 の資 料 を基 に 記 入すれ ば よい。 積

立金,賦 課 金 等 の 金 額 が固 定的 でそ れ ほ ど変 動 す る もの で な い場合

は,フ ァイル 内 あ る いは プロ グ ラム内 に これ らの 金 額 を持 ち,相 殺

処 理 を 行 う都 度 入 力す る こ とは 避 け た方 が 良 い と考 え られ る。
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　 　 　 　 相　乗

　 　 　 様

組合員コー ド

項　目 組合に支払 う金額

共 同 輸 送

共 同 購 入

高 速 料 金

借入金返済

積　立　金

賦　 課　 金

そ　 の　 他

前　 月　 残

計
　 　 パ

殺 明　細 書

昭和 年 　 　月　　日

項　目 組合から受取る金額

共 同 輸 送

そ　 の　 他

前　 月　 残

計

円を組合{欝 劃 下・い

図4-35　 相 殺 明細書

○ 　入金 処 理

　 　入 金 伝 票 を基 に して,入 金 情 報 を コ ン ピ ュー タに 入 力 し,入 金 日

　 報 を 作成 す る とと もに,売 上 マス,ター ・ファイ ルの 消 込 を行 う。 こ

　 こで入 力す る情 報 は,入 金 伝 票 の 太線 枠 で 囲 んで ある組 合 員 コー ド,

　値 引額,入 金額,入 金 方法 及 び貸付 コー ドで ある。
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し

入　金 伝 票 伝票 番 号

1

組 合 員 コー ド 組　合　員　名 貸 付 コ ー ド 1　 貸 付 に対

　 する入金

2:そ の他 の

　 入金

圏
値　 引　 額 入　 金　 額 入 金 方法 　 1、 口座振 込

上

　 2.現 　 　金

　 3,小 切 手

　 4.手 　 　形

　 5.即 　 　金 ]

▼

図4-36　 入 金伝 票

入 金 　日 報

　
昭禾ロ 年 月 日 　 !

　 　 　 　 　 　 　 　 頁 　　　1

組 合 員 コー ド 組　合　員　名 入金方法 当月請求額 値 引 額 入 金 額 残　　高

合　　　　　　　　　計

　 　 　 　 　 　 図4-37　 入金 日報

　 次に 売掛 金 の 回収 状 況 を 把握 す るた め,売 上 マス タ ー ・ファ イル

を 基 に して入 金状 況 一 覧 表 を 作成 す る。 この処 理 の サ イ クルは 特 に

決 ま っ てい る もの で は な く,い つ で も実 行 す る こ とが で き,い つ で
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も最 新の 売掛 金 回収状 況 を把 握す る こ とが で きる。

●

入 金 状 況一 覧表 昭和 年　　月　　日

　 　 　 　 　頁

組合 員 コー ド 組 合 員 名 前月請求残 当月請求額 値 引 額 入 金 額 残　　高

合　　　　　　計

図4-38　 入金状 況 一 覧 表

　 以 上の5つ の 処理(共 同購入 の売 上 ・請求 処理,高 速道 路 通 行利

用 料金 の 請 求 処理,貸 付 金 処理,相 殺 処 理,入 金 処 理)が 売上 管理

処 理 の メイ ン処理 で あ るが,こ の 他 売上 管 理処理 で使 用 す る各 マス

ター ・フ ァイル(組 合 員 マス ター,品 名 マス ター,プ レー トマス タ

ー)の 更 新 処 理 が必 要 で あ る。 つ ま り各 マ スター ・フ ァイル の 登録

修 正,削 除処 理 で ある。 シス テ ム導 入 時 に行 う登 録 処理 は フ ・ ッ ピ

ー ・デ ィスク装 置 か らの入 力 が望 ま しい が
,シ ス テ ムが 稼動 して か

らは,そ れ ほ ど多 くの変更 は考 え られ な い の で,タ イ プ ライ ター装

置 か らの 手 操 作入力 で十 分 で ある と思 わ れ る。 以 下 に更 新処 理 を行

う際 の登 録 票 例 と して,共 同購 入 品 名 マス ター登 録 票 を示 す。
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昭 和 ・

　:登録

:修正

:削除

② 　経 営 管 理処理

組 合 員

マスター

図4-40

日月年

)
ー

ー

-ー

ー

,ー

l

i

」

　

　

　

【

　

　

　

}

価

図4-39　 共 同 購入 品 名 マ ス ター登録 票

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ×

　 　　 　 　　 　　 　　 　 売上ファイル　　　　　　　　○

　　　　　　　○　　支払 ・請求ファイル

　　　　　 ○ 　 売上マスター

　　　　灘 卿{豆]売 上管理・・イル

　 　　 　 組合事業利用状況一覧表(月 間)

　 　　 　 組合事業利用

　 　　 　 状況一覧表(年 間)

協 同 組 合 等業 務 ・経 営 管 理処 理 入 出 力概 要 図

　 　　 　 　　一104一



　 　 経 営 管理 処理 の 目的 は,売 上 管 理処 理 で蓄 積 され た デー タを整 備

　 '加 工 して・協 同組 合 等 の経 営 管理 口 熱 な組 合 事業 利 用 状況 一 覧

　 表(月 間,年 間)を 作成 す る こ とで あ る。

○ 　 組合 事 業 利用 状 況 一 覧 表(月 間 ,年 間)

　 　 売上 マ ス ター,支 払 ・請求 ファ イル 並 ひ に売上 フ ァイル を入 力 し,

　 月初 か ら月 末 まで の 売上(共 同 輸送,共 同 購入,高 速 道路 通 行 利 用　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,

　貸 付,そ の他)を 組 合 員 別 に 集 計 し,月 間 組合事 業 利 用 状 況 一一覧 表

　 を作成 す る と と もに,売 上 管理 フ ァイル に 出 力す る。 売 上 管理 フ ァ

　 イルに は 当月分 売 上 デー タ,当 年 分売 上 累 計 デー タが あ り,当 月 分

　売上 デー タに当 該 デ ー タを格 納 す る と と もに,当 年 分 売上 累計 デー

　タに加 算 す る。 当年 の最 後 月 の処理 が終 了 した時 点 で,売 上 管 理 フ

　ァ イル よ り年 間 組 合 事 業 利用状 況一 覧 表 を 作成 す る。 組 合 事 業 利 用

状 況 一覧 表 の 目的 は,協 同組 合 等の 各 種 事業 が どの よ うに組 合 員 に

利用 され たか を把 握 す る ことで ある。

タ
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デ計黒土売分年当
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道
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共
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入

共
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額
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デ上売分月当
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付

高
速

道
路
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共
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入

共

同
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支

払

額

共
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処
　
　

理
　
　

年
　　
月

組
　合

　員

　
コ
　
　
ー
　
ド

図4-41　 売 」二管 理 フ ァ イ ル
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月間組合事業利用状況一覧表 年 月分

昭和 年 ,　 月　　日　　頁

組合 員 コ

ー ド

組 合 員 川 井輸 送

　　　　　　 1請求 額

共同輸送

支 払 額

共同購入 高速道路

通行利用

貸　付 その他

i

:i

l

合　　　　　計

図4-42

」

月間組合事業利 用状況一覧表

(年間組合事業利用状況一覧表 もほぼ同一形式である)

(2)組 合員業務処理

　①　 売上管理処理

車 両

マス ター

荷 主

マスター

荷主別売上

実績表

回 駈 ・ス・一
違垂…日報 フ ァイル

入金状況一

覧表

　　　　　　　 請求合計量　　　車両別売上　　　入金状況一
　　　　　　　　　　　　　　 実績表　　　　　覧表

図4-43　 組合員業務 ・売上管理処理入 出力概要 図
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　　 売上 管理 の 目的 は,運 転 情 報 を基 に した迅速 ・正 確 な る請 求 書 等

　 の 発 行 管理 資 料 の 作成,及 び入金 情 報 を基 に した 売掛 金 の 的確 な

　 管理 を行 うこ と で ある。

　　 売上 管理 処理 で は 次の 各 処理 を行 う。

○　 売 上 日報 作成

　　 運 転 日報 チ ー タ を基 に 当 日分 の 売上 日報 を 作成 す る。 この 運 転 日

　報 デ ー タは,予 め運 転 日報 よ リ フ ロッ ピー ・デ ィス クに 変 換 さ れ た

　 もの で ある。 運 転 日報 の件 数 が 非 常に 少 な い場 合は,協 同組 合等 の

　 コン ピュー タに タ イ プ ライ ター装 置 よ り直 接 入 力す る こ と も考 え ら

　れ るが,入 力項 目が か な り多 い こ と を考 え 合 わせ る と フ ロ ッ ピー ・

　デ ィス ク等 に変換 して か ら入 力 した 方が 効 率 が よい。 しか しこの 変

　換 に は 別途 費 用 が 発 生 す る。

　　 この 売上 日報 の 目的 は,1日 の 売上状 況 を車 両単 位 に把 握 す る こ

　とで ある。

　　また 運 転 日報 デー タは 運 転 日報 フ ァイル に累積 さ れ る。

売　上　日　報 昭和　　年　　月　　目 貫

組合 員 コー ド 組合員名

●

車両コ　荷主コー　輸送　輸送 区間　所要　走行　実車　輸送　運賃　料金　実費

　　　　ド及び荷
一 ド　　主名　　　品名

発地 着地
　 　　 　 　 　 　 　 　 トン

時 間　 キ ロ　 キ ロ　 数
1

「

合　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [

運賃

十≡一口

支払

方法

図4-44　 売上 日報
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○ 　 請求 明細 書 作成

　 　 運転 日報 フ ァイル を組合 員 コー ド,荷 主 コー ド,年 月 日順 に 分類

　 し,荷 主 マス ター に登 録 され て い る各 荷 主 の 締 日 と協 同組合 等 の タ

　 イ プ ライ ター装 置 か ら入 力 した縞 目 とが一 致 した 荷 主 に対 して,分

　 類 済 運転 日報 フ ァイルか ら請 求 明 細 書 を 作成 す る とと もに売上 マ ス

　 タ ーの更 新処 理 も行 う。

　 　 ま た タ イ プ ライ ター装置 か ら縞 目 と と もに 組合 員 コー ド,荷 主 コ

　 ー ドを入 力す る こ とに より,必 要 な組 合 員,荷 主だ け を ピ ンクア ッ

　 プし て請 求 明細 書 を 作成 す る こと もで きる。 これ は 再 発行 の処 理 な

　 ど に使 用 さ れ る。

様

請 求明 細 書 　 (昭 和 　　年 　 　月分)

　　 　　 　　 　昭和　 　年　　月　　日　　　　 頁

　　 　　 　　 　組合員名

輸送

月日

車 両

コー ド

輸送区間 輸送品名 輸送 トン

数

運　　賃 料　　金 実　 同 韻 計
発地 着地

巨三「二「]「 エコ

図4-45　 請 求 明 細書

○　請求合計書の 作成

　　請求 明細書 と同時点 で作成 され る。 したが って請求明細書 作成処
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理 で 得 られた 明細 デ ー タの 合 計 が 当 月分 売上額 とな る。

　 な お前 月請 求残 は 売上 マス ター を参 照 し,住 所 等 は 荷 主 マス ター

よ り移送 す る。

請 求 合 計書 (昭 和

昭和

年　　月分)

年　　月　　日

口口ロー口口

住所

様

組合員名

前月請求残額 当月売上額 当月請求額

図4-46　 請 求 合 計 書

○　 入 金 日報 作成

　 　入 金伝 票 を基 に して,入 金 情報 を タイ プ ライ ター装 置 か ら対 話 形

　式 で入 力 し,入 金 日報 を 作成 する とと もに売上 マス ター の 売 掛 金 に

　関 す る項 目の 更新 を行 う。

　 　入 力す る 入金 情 報 は入 金 伝 票(図4-47)の 太 線 枠 で 囲 ん で あ

　る組 合 員 コード　荷 主 コー ド 入金年 月 日,入金額,値 引額 及び入金方法であム

入　 金　　伝　 票

組 合員 コー ド 荷主コー ド　　　　荷　　主　　名

入 金 額1値 引 額 入金方法

1

伝　 票　 番　号

巴
1

2

3

4

5

ー
　

法

　

方

　

金

　

入

口座振込
現　　金
小 切 手
手　　形
即　　金

図4-47　 入 金伝 票
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入　 金　　日　 報 昭 和 年 月 日

組 合 員 コ ー ド 組 合 員 名

荷 主 コ ー ド 荷　主　名 入金方法 当 月請 求額 、入金額 値引額 請求残額

合　　　　　　　計

図4-48　 入 金 日報

○　 入金状 況 一覧 表 作成

　　 売上 マス ターか ら必 要 な項 目を取 り出 し,入 金状 況 一 覧 表の 作成

　 を行 う。 タイ プ ライ タ ー装 置 か ら入 力す る 指示 の仕 方 に よって 必要

　 な組 合 員に つい て 作成 す る こ と も全組 合 員 につ い て 作成 す る こ とも

　 可 能 で ある。

　　 入 金 状況 一覧 表 の 目的 は,当 月請 求額 が あ った荷 主 の 入金 状 況 及

　 び 売掛 金 の 回収 状 況 を把 握す る ことで ある。

入金状況一覧表 昭和 年 月 日現在 頁

組 合員 コー ド 組合員名

荷 主 コ ー ド 荷　主　名 前月請求残高 当月請求額 入金額 値引額 当月請求残額

合　　　　　　計

図4-49　 入 金 状 況 一覧 表
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○　 荷主 別 売」二実績 表 作成

　 運 転 日報 フ ァイル を組 合 員 コー ド,荷 主 コー ド,年 月 日の順 に分

類 し,こ の 分 類 済運 転 日報 ファイ ルか ら必 要 項 目を取 り出 して 荷主

別 売上 実 績表 を 作成 す る と と もに 稼 動 台数 ,輸 送 トン数 及 び運 賃合

計 をそれ ぞれ 集 計 し,売 上 マス ター の対 応 す る該 当項 目 に累計 す る
。

　 荷主 別売上実績の 目的は,荷 主 ごとの月間売上実績を把握す るこ

　 と で あ る 。

荷主別売上実績表　　 (昭 和　　　年　月分)

組 合 員 コー ド 組合員名

荷 主 コ ー ド 荷　　　主　　　名 運　　賃 料　　金 実　　費 運賃計

合　　　　　計

＼
図4-50　 荷 主 別 売 上 実 績 表

}
1

荷

主

コ

　ー

ド

1請

求

残

額

当

月

売

上

額

当

月

請

求

額

入

金

額

値

引

司 数

年
間
輸
送

膓

1　 月 12月

売上 額 延稼動台数 売上 額 1延稼動台数

前年当 前年
1

当年 前年 鉾 前年 当年

■ 図4-51　 売 上 マ ス タ ー ・フ ァ イ ル
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○ 　 車両別 売上 実 績表 作成

　 　運 転 日報 フ ァイ ル を組 合 員 コー ド,車 両 コー ド,年 月 日順 に分 類

　 し,こ の 分 類 済運 転 日報 ファ イルか ら車 両 別 売上 実績 表 の 作成 を行

　 う。 形体 及 び最 大積 載 量 は車 両 マス ター を参照 す る。

　 　 車 両別 売 上 実 績 表 の 目的 は,車 両 単位 に月 間 売上 実 績 を把 握 す る

　 こ と で あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 車両別売上実績表　　　(昭和　　　年

組合員コード　　　　 組合員名

車 両 コ ー ド 形　　　体 最大積載量 運　　　賃 料　　　金 実

合　　　　　　　計

　 　 　 　 　 { ,

月分)「

費 運賃計

_==L」

②　運行管理処理

叩
運 転 日報 フ ァイル

車 両

マスター

輸送区間別

輸送実績表

図4-53

一 七]漸 ・・イル

輸送実績表　　　　　　　　車両別輸送　　　　　運転者別輸

　　　　　　　　　搬 　 　 ぜ ㌻ノ

組合員業務 ・運行管理処理入 出力概要図
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　 　 運行 管理 処 理 の 目的 は,的 確 な輸送 実績 を把 握 し,運 転 者及 び車

　 両 の 管理 を充実 させ,よ り効率 の 良 い輸送 を行 うた め に,各 種 実 績

　 表 の 作成 を行 う こ とで ある。

○　 輸送 区 間別 輸送 実績 表 作成

　 　運 転 日報 フ ァイ ル を組 合 員 コー ド,発 地(都 道 府 県 コー ド),着

　地(都 道 府 県 コー ド)順 に 分類 し,こ の分 類 済運 転 日報 フ ァイル か

　 ら輸送 区 間 別の 輸 送 延 トン数,輸 送 延車 両 台数,走 行 キ ロ,実 車 キ

　 ロ及 び 運賃 合 計 をそ れ ぞ れ集計 して輸 送 区 間 別輸 送 実 績 表 の 作成 を

　行 う。

　 　輸送 区 間別 輸 送 実績 表 の 目的 は,月 間 の 輸送 実 績 とそ れ に対 応 す

　る 運賃 を輸 送区 間 ご とに把 握 す る こ とで あ る。

組 合員 コー ド 組合員名

(昭 和 年　　月分)

転 送 区 間 輸送延 ト 輸送延車

両台数

走行・・已 車・・ 運賃合計

発　　地 着　　地 ン数

合　　　　　計

図4-54　 輸送 区間別輸送実績表

○　 輸送 実 績表 作成

　 　運 転 日報 フ ァ イル を組 合 員 コー ド,年 月 日,車 両 コー ド順 に 分i類

　 し,こ の 分 類済 運 転 日報 フ ァ イルか ら 日毎 の 輸送 距 離 別 輸 送 回 数,

　 実動 車 両数,運 賃 合計,輸 送 トン数 及 び走 行 キ ロを そ れ ぞ れ 集計 し
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1日1車 当た りの 運賃,輸 送 トン数 及 び走 行 キ ロを求 め て輸 送 実績

表 の 作成 を行 う。

　 輸 送 実績 表 の 目的 は,日 毎 の輸 送 実 績 を把 握 す る こ とと,陸 運 局

罐 出する年間輸送実績報告書を 賊 す る際の酬 とする ことで,

合計の欄に3.5ト ンまでの もの と3.5ト ンを越え るもの とを分け て

表示 する。

　 なお,1日1車 当た りの運賃,輸 送 トン数及び走行 キロの計算 方

法は次の通 りである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1日 の運賃合計
　　　　 1日1車 当た りの運賃 　 　　=　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1日 の実動 車両数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1日 の輸送 トン数合計

　　　　 1日1車 当た りの輸送 トン数=
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1日 の実動 車両数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1日 の走行 キロ合計

　　　　 1日1車 当た りの走行 キロ　 =
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1日 の実動 車両数

輸 送 実 績 表 　　(昭和

組合 員 コー ド 組合員名

年… 「

日　付 輸送距勧 囎 送回数　 　 惨
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ¶

実動

臓

1日1車 当 り

瀕 継
トン数

桁

キロ
10Km

迄

30Km

迄

50Km

迄
躍 翻躍躍曄 計 合計

3.5トン迄 計

35ト ン越計 i

合　計 1

図4-55　 輸 送実 績 表
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○　 車 両 別 輸送 実 績表 作成

　　運 転 日報 フ ァイ ル を組 合 員 コー ド,車 両 コー ド順 に 分類 し,こ の

　分 類 済 運転 日報 フ ァイルか ら1車 両 ご との所 要 時 間,稼 動 日数,走

行 キ ・,実 車 キ ・,輸 送 トン数 及 び売 上 額 を それ ぞ れ 集 計 して 実動

　率 を求 め,車 両 別 輸 送実 績 表 の 作成 を行 う。 これ と同時 に合 計 走 行

　キ ・,合 計 実 車 キ ロ,合 計 売上 額及 び稼 動 日数 を運 行 フ ァイル 上の

　該 当項 目に 累 計 す る。

　　形 体 及 び 最 大 積載 量 は,車 両1マス タ　一一　va登 録 され てk・ り,車 両 コ

　ー ドよ り取 り出す 。

　　車 両別 輸送 実績 表 の 目的 は,車 両 ご とに 月間 の 輸 送 実績 を把 握 し

　車両 に対 す る運 行 管理 を行 うこ どで あるポ

実動率=

稼　　動 日 数
×100

そ の 月の 休 日 を除 く日数

　　　　　　　　　　　 車 両 別輸 送 実 績 表　　(昭和　　　年　　月分)

組合員コー ド　　　　　　　組合員名

車 両 コ

ー ド

形　体 最大積

載量

所要時

間

稼動日

数

実動率 走行キ

ロ

実車キ

ロ

輸 送 ト

ン数

合　　　　　　　　計

_　 　　　　　　　　＼
図4-56　 車 両別 輸 送 実 績 表
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組 車 形 最 合 合 合 稼

合

員
両
　
コ

大

積

計

走

計

実

計

売
動

コ
　

ー | 載
行

キ

車

キ 上
日

ド ド 体 量 口 口 額 数

図4-57　 運 行 フ ァ イ ル

○　 運 転 者 別 輸送 実 績表

　 　 運 転 日報 フ ァイ ルを組 合 員 コー ド,運 転 者 コー ド順 に分類 し,こ

　 の 分類 済運 転 日報 フ ァイルか ら運 転 者 ご との 輸 送 延 トン数,走 行 キ

　 ・,実 車 キ ・,稼 動 時 間及 び運 賃 をそ れぞ れ 集 計 し,運 転 者 別輸 送

　 実 績 表 の 作成 を行 う。

　 　 運 転 者別 輸 送 実績 表 の 目的 は,運 転 者 の 月間 稼 動 状況 を把握 し,

　 運 転者 に対す る運 行 管理 を行 うこ とで あ る。

運転者別輸送実績表　　(昭和 年　 月分)

組合員 コー ド 組合員名

運転者 コー ド 輸送延 トン数 走行キロ 実車キロ 稼動時間 運賃合計

合　　計

図4-58　 運転者別輸送実績表
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③ 　経営管理 処理

荷 主

マスター一

年間売上推

移表

荷主別売上

推移表

車種別営業

実績表

図4-59　 組 合 員 業務 ・経 営 管 理処 理 入 出 力概要 図

■

　 　 経 営 管 理処 理 の 目的 は,売 上 管 理 処理,運 行 管理 処 理 で蓄 積 され 一

　 た デ ー タを整 備 ・加工 して組 合 員 の経 営 管 理 に有 効 な各 種 管 理 資料

　 を 作成 す る ことで あ る。

○ 　 年 間 売上 推 移 表 作成

　 　 売上 マス ター 内 の 月別の 売 上額 及 び延 稼 動台数 か ら年 間 売上 推 移

　 表 の 作成 を行 う。 売上 額 につ い て は,¥印(前 々年),*印(前 年)

　 十 印(当 年)で グ ラ フ表 示 す る。 表 示 す る 月の順 序 は 処理 対 象年 月

　 が最 後 に な る よ うにす る。

　 　年 間 売⊥ 推移 表 の 目的 は,各 月 の 売上 額 につ いて 当年 と前 年,あ

　 るい は 前年 と前 々年 と比 較 す る こ とに よ り経営 管理 に役 立 て る こ と

　 で あ る。
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　　　　　　　　　 年間売上推移表　　　(昭和　　　年　　月分)

組合員コード　　　　　　　組合員名'

月 年　度 延稼動台数 売　上　額 250万 　 　 500万 　 　 750万 ………
　 　 　 　 　 `　　　　　　　　_____⊥__^__

前 々年 ¥¥¥x¥Y¥¥¥¥

前　年 今←　ヲ← 今← う←　苦 ヲ←　今←

前 々年

前　年

前　年

当　年

べ

前　年

当　年

前　年 苦 普 壬x苦 苦 チ 苦 苦 苦 苦 苦

当　年 十+十+++++十+十 十++十

＼

図4-60　 年 間 売上 推移 表

○　荷主別売上推移表作成

　 売 上 マス ター 内の 当年 の 月別 延稼 動 台数 及 び売上 額 か ら荷 主別 売

　 上 推移 表 の 作成 を行 う。 売 上額 につ い ては,*印 で グ ラ フ表 示 す る。

　 年 間 延 稼動 台 数,年 間輸 送 トン数,及 び年 間 売 上額 は1月 か ら当 月

　 ま で の合計 の 数 字 で ある。

　 　 荷 主 別売上 推移 表 の 目的 は,荷 主 ごとの 月.別の売 上額 を把 握 す る

　 こ とに よっ て経 営 管理 に役 立 て るこ とで ある。
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荷 主別 売上 推 移 表 (昭 和 年　　月分)

荷 主 コー ド

荷 　主 　 名

組 合員 コー ド

組 合 員 名

月 延稼動台数 売　上　額 25万 　 　 50万 　 　 70万 　 　 100万 ・… … ・

　 1　　　　　　　　　　　　　`　　　　　　　　　　　　　`　　　　　　　　　　　　　　1

1 芥苦壬 ××英苦

2

ミ こ一_⊥ 、
11

12

年間延稼動台数 年間輸送 トン数 年年間売上高

＼ ご
＼

図4-61　 荷主 別 売上 推移 表

○　 車種 別営 業 実績 表 作成

　 　運 行 フ ァイル を組 合 員 コー ド,形 体,最 大 積載 量 順 に分 類 し,こ

　 の分 類 済 運 行 フ ァイル か ら同一 形体,同 一最 大 積 載量 の デ ー タの延

　稼 動台 数,合 計 走行 キ ロ,合 計実 車 キ ロ及 び合計 売 上額 を そ れぞ れ

　求 め,ま た1台 当 た りの 売 上額 を計 算 して,車 種 別 営 業実 績 表 の 作

　成 を行 う。

　 　車 種 別 営業 実 績表 の 目的 は,車 種 別 の営 業実 績 を把 握 す る こ とに

　 よ り経 営 管理 に役立 て る こ とで ある。
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　　　　　　　　　 車 種 別営 業 実 績 表　　　(昭和　　　年分)

組合員コー ド　　　　　　組合員名

＼

形　体 最大積載量 延彩働 台数 合 計走行 キロ 合三俣 車キロ 雷 涜」頚1 1台 当たりの売上額

合　　　　計

＼
　　　　＼_

図4-62　 車種 別営 業 実績表

4・4　 シス テ ムの 拡 張性

　 シ ス テ ムの 拡 張性 を考 え る場合,中 央 セ ンター,協 同 組合 等 それ ぞれ 別

個 に検 討 し,そ の上 で シス テ ム全体 の拡張 性 を論 議す べ きで ある と考 え ら

れ る。

　 (1)　 中央 セ ン ター

　 　 　 中央 セ ンターで は 共 同輸 送 業 務 に関 す る即 時 処 理 及 び管 理 資料 等 作

　 　 成 の一括 処 理 とが あ る。 現 在共 同 輸送 の セ ン ター的 な 役割 を演 じて い

　 　 るNSTの 例 を見 て も分 る通 り,処 理 件 数 は 極 めて 少 な い と言 え る。

　 　 毎 年 増加 の一 途 を辿 っ て いる とは い うものの,そ れ ほ ど多 くは ない。

　 　 したが って 今後 爆 発的 な増 加 が な い限 り処 理 件数 に よって機 器 構 成

　 　 を 変更 す る 必要 は ない と思 われ る。
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　 　 しか しな が ら,現 在 当 シス テ ムの対 象 と し てい る共 同輸 送業 務 は,

　 広 義 に捉 えた 共 同輸 送業 務 の 一 部 にす ぎな い。 つ ま り,協 同組 合 等 間

　 の 定 期 的 な相互 輸 送 及 び積 合せ 輸 送 は 当 シス テ ムの 対 象 か ら除 外 して

　 ある。 前者 に つ い ては現状 では 処 理 件数 が 非 常 に少 ない こと,後 者 に

　 つ い て は協 同 組 合 等の 体 制 が まだ 十 分 で ない ことな どの 理 由 か ら除 外

　 した わ け で ある が,今 後 条 件 され整 え ば これ らの業 務 の シス テ ム化 も

　 か な リメ リッ トが あ る もの と考 え られ る。 しか し実 際 の シス テ ム化 に

　 当た って,協 同組 合等 間 の 定期 的 な相 互 輸 送 につい て は現 行 シス テ ム

　 に若 干 の改 善 を加 え る程 度 で十 分 で あ るが,積 合 せ 輸送 に つ い ては小

　 口貨物1件 毎 に情 報 を入 力す る必要 が ある た め,協 同組 合 等 の労 力 が

　 か な り増大 す る とい う問 題 が ある。 ま た 中央 セン ターの情 報 量 も これ

　 に伴 い 非常 に増 加 し,当 然 の 事 な が ら現 行 の 機器 構成 では 処理 が 不 可

　 能 と なる こ とは 否 めない。

　 　 積 合 せ輸 送 は荷 主 を一 般 家庭 ま で 含 め て考 える と今後 多 くの 需 要 が

　 見込 まれ,協 同 組 合等 の 有 力 な事業 の1つ に な り得 るた め,以 上 の 事

　 を十 分 考 慮 に 入 れ て シス テ ム化 を 図 る こ とに より,多 大 な メ リ ソ トを

　 運 送 業 界 に もた らす もの と思 われ る。

　 　 次 に共 同 輸送 以 外 の業 務 を中央 セ ン ター の コン ピ ュー タで処 理 す る

　 場合 を考 え てみ る と,協 同 組合 等 及 び組 合 員 の各 種 業務 を 中央 セ ン タ

　 ー で一括 して処 理 す るの は運 用 上 極 め て難 しい ことは前 に述 べ たが,

　 中央 セ ンター独 自の業 務 に つい て は 中央 セ ン ターの コン ピ ュー タで処

　 理 可 能 であ る。 業 務 内 容 には 経 営 管理,経 理 業 務等 考 え られ るが,処

　 理 件数 に よって は,現 行 機 器構 成 の入 出力 機 器 の増 加,あ るい は 機 種

　 の 変 更 などの 必 要性 も出 て くる。

(2)協 同組合 等

　 　 協 同 組合 等 の端 末 装 置 は,テ レ フォ ン ター ミナルの よ うな 簡 易 端末

　 か ら,リ ー ス料(保 守 料込)に して50万 円程度 の 小 型 コ ン ピュー タ

　 まで の 広 い幅 の もの を想 定 して い る。 した が って協 同 組合 等 の諸 事 精
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に よる機器 の増 減,機 種 の 変更 等 に もか な りの 柔軟 性 が ある。 例 えば

処 理件 数 が増 え現 状 の機 器 構成 では処 理 不 可能 な場 合 には,1段 階大

きな機 器 構成 に すれ ば良 い し,ま た共 同 輸送 業 務 だ けの た め に テ レ フ

ォ ン ター ミナル あ る いは デ ィス プ レイ端 末装 置 を使用 して い た が,協

同 組合 等 及 び組 合 員 の業 務 の シス テ ム化 も図 る必要 が生 じた場 合 には

オ フィス コ ン ピ ュー タに 切 り換 え るな どが か な り自由 に行 うこ とが で

きる。

　 した が って,拡 張 性 を考 え る上 で機 器 構成 は特 に 問題 と しな くとも

良 いで あろ う。

　 機 器 構成 とい うよ りも,機 器 の改 善 とい う面で は 今 後検 討 を加 え て

い く必 要 が あ る。

　 当 シス テ ムで は,共 同 輸 送 業 務の 入 力方 式 は タ イプ ライ タ装 置 か ら

の手 操 作に よる 方 式 で あ る ため,操 作 ミス 等は 十 分考 え られ る。 した

が って 求 荷 ・求 車依 頼伝 票 をそ の まま の形 で コ ン ピュー タに入 力で き

る ようなOCR装 置,あ る いは ワン タ ッチ入 力装置 等 につ いて 今 後十

分 に検 討 を行 う ことが肝 要 で ある。

　 次に 協 同 組合 等 及 び組 合 員 の 業 務 につ いて,当 シス テ ムの対 象 と し

てい る業 務 以外 で考 え られ る もの は,協 同組 合 等 及 び組 合 員 の経 理 業

務,給 与計 算 な どで あ ろ う。

　 協 同組 合等 内部 だけ の経 理業 務 は 一 部の協 同 組 合 等 で コン ピュー タ

処 理 が行 わ れ,か な りの メ リッ トを あげて い る が,こ の経 理 業 務 を組

合 員 に まで 含 め て考 え る には経 理 伝 票 等の 入 力帳 票 を統一 す る こ とが

必 要 に な る し,ま た経 理 内容が 外 部 に 洩れ る とい う懸 念 か ら,シ ステ

ム化 の 必要 性 は 認 め な が らも各組合 員 の シス テ ム参 加 拒 否 を招 く恐 れ

が ある。 これ は給 一与計 算等 の シス テ ムに つい て も全 く同 様 で あ る。

　 これ ら組 合 員 の 社 内 情報 シス テ ム化 に 当た って は,組 合 員 の合 意 も

さ る ことな が ら,協 同組 合 等 と組合 員 の 信頼 感,協 同組 合 等 の強 力 な

指 導 体制 が不 可 欠で ある。
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5・　 シ ス テ ム 運 営 体 制

5.1　 運 営 主 体

⑨

D

　 運 営主 体 は 当 然 の事 な が ら参 加 事業体 で あ る協 同組合 等 及 び 組 合 員 であ

り,し た が って協 同組 合 等 及 び組 合 員 が シ ステ ム全 体 の最 高 の意 志 決 定 機

関 であ る と言 え るが,実 際 に シ ステ ム を効 率 良 く運 営 してい くため には,

そ れ な りの 機 関(中 央 セ ンター)が 必 要 で あ る。

　 機 能 的 には 中央 セ ンタ ー は次 の よ うな 役 割 を担 う。

(1)経 営 管 理

　 　 中央 セ ンタ ー全 体 の経 営 に 関す る業 務 及 び シス テム 全 体 の 方針 ・政 策

　 等 の計 画 ・立 案 を行 う。

(2)シ ス テム の 管理 ・運 営

　 　 即 時 処理,一 括処 理 を含 めた シ ス テ ム全 体 の管 理 ・運 営 を 行 うと と も

　 に,ハ ー ドウエ アの 故障,ソ フ トウエ ア の障 害,各 種 トラ ブル,苦 情等

　 に対 して 迅速,適 切 な処 置 を 行 う。

　 　 また コ ン ピ ュー タ では 処 理 不可 能 な 例 外 的事 項 に関 して も,速 や か に

　 対 処 で き る よ うに す る。

(3)　 シ ス テ ム の啓 蒙

　 　 様 々 な情 報 伝 達媒 体 を駆 使 して シス テ ムの啓 蒙 を図 り,参 加事 業 体 の

　 加 入 を促 進 す る。 そ の結 果 と して,求 荷 ・求 車 等 の輸 送 情 報量 が 増 え,

　 よ り効率 的 で斡旋 率 の高 い 共 同輸 送 を 実 現 す る こ とが で き る。

(4)サ ー ビス活 動

　 　 種 々 の角 度 か ら情 報 を 収 集 ・交換 ・分 折す る こ とに よ って,新 需要 の

　 開拓 ・喚 起 を促 し,参 加事 業 体 へ のサ ー ビス活 動 を展 開 す る。

(5)　 シ ス テム 監査
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　　 シ ス テ ムが 正 常 にかつ 効 率 良 く行 われ て い る か,あ らゆ る観 点 か ら監

　 査 し,必 要 に応 じて シス テ ム の改 善 を行 う。

(6)　シ ス テ ムの 教 育 ・指 導

　　 参 加事 業 体 に 対 し て シス テ ム教 育 を行 い,人 材 を育 成 す る。 また参 加

　 事 業 体か ら の相 談 に対 して適 切 な る ア ドバ イス,指 導等 を行 う。

(7)新 シス テ ム の研 究 ・開発

　　 現 状 シス テ ム に拘泥 せ ず,新 しい 輸 送体 制 即 応 した 新 シ ス テム につ い

　 て研究 ・開発 を行 う。

(8)総 務 管理

　　 中 央セ ンター 運 営 の全 般 に関 し て,総 務 管 理 を行 う。

　　 これ らの機 能 を 持 つ 中央 セ ンター を ど こに置 き,ど の よ うな 形態 にす

　 る か とい った問 題 に次 に 出て くる。

　　 当 シス テ ムは,あ くま で も中小 運 送業 界 にお け るシス テ ム 開発 時 の1

　 つ の指針 を示 す た め の もの であ り,技 術 的な 側 面 か ら調 査研 究 等 を行 う

　 もので あ るた め,運 営主 体 の組 織 ・形態 とい った 問題 は 当 シス テム では

　 取 り上 げ るべ き範曝 では ない もの と考 え られ るが,協 同 組合 等 を中 心 と

　 した 中小 運送 業 界 の効 率 的シ ス テ ム運 営 とい う立場 か らすれ ば,次 の よ

　 うな条 件 を持 った 事業 体 が望 ま しい と思 われ る。

　　 0　 電 話 等 に よ る共 同輸 送 の経 験 が豊 富 で あ る こ と

　　 傘　 共 同輸 送 以 外 に も協 同 組合 等 の 業 務 全般 に精通 して い る こ と

　　 章　 協 同組 合 等 に対 しての 指導 力が あ る こ と

　　 0　 シ ス テ ム運 営 の た め の人材 が備 わ ってい る こ と

■

5.2　 共 同輸送斡旋規約

　共 同 輸送 の 円滑 な実 施 に当 た っては,中 央 セ ンター と参 加 協 同組 合 等 間

で 明確 な形 で斡旋 の た めの と り㌍ め が 必要 であ る。
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　 共同輸送以外 の業務(協 同組合等及 び組合員 の各種業務)に ついては,

協 同組 合等 の コ ン ピ ュー タ を 用い て一 括 処 理 を 行 うた め,協 同組 合 等 と組

合 員 間 での と り決 めが 必要 とな る。

　 こ こでは共 同輸 送 に関 しての 中央 セ ンタ ー と参 加 協 同組 合 等 間 の と り決

め につ い て,必 要 で あ ろ うと思 われ る項 目を列 挙す る。

(1)　 目的

(2)事 業 概 要

(3)参 加 資格

(4)参 加 手続

(5)斡 旋 範 囲

(6)　斡旋 方法

(7)斡 旋手続

(8)運 賃精算

(9)手 数料

⑩ 　責任

ω 　事故処理

②　禁止事項及び罰則

θ　利用料金

⑭　その他

, 5.5　 システム利 用 手順

　 当 シス テ ム を利 用 す る場 合,ま ず 問題 に な るの がシ ス テ ム構 築 の仕 方 で

あ る。 つ ま り,協 同組 合 等 及 び組 合員 の 業 務 の シ ステム 化 を最 初 に行 い,

シ ステ ム化 の体制 が整 った 時 点 で共 同輸 送 の シ ス テム化 を行 う(図5-1)

の か,あ るい は 有志 の 協 同組 合 等 が集 結 して共 同輸 送業務 の シ ス テ ム化 を

行 い,逐 次参 加事 業 体 を増や す と と もに協 同組 合 等及 び 組合 員 の 業 務 の シ
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ス テ ム 化 も 進 め て い く(図5-2)の か,と い っ た 問 題 で あ る 。

○⑧

○○ 、

協同
組合等

中 央

センター

℃
図5-1　 シ ス テ ム構 築 例1

協同
組合等

○
　　　　　 毒麦

σ

協同
組合等

中央

センター

図5-2　 シ ス テ ム構 築 例2

　第1章 で 説 明 した よ うに,協 同組 合 では コン ピ ュー タ を 導 入 して様 々 な

業 務 のシ ステ ム化 を図 り成功 した 例 が あ るが,共 同 輸送 に関 して の シス テ

ム化 の成 功例 は 今 の と ころ無 い。 これ は共 同 輸 送 の歴 史 が浅 い こ と もさ る
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こ となが ら,共 同輸 送 の シ ス テ ム化 が非常 に難 しい ことを 示 唆 して い る。

　 こ の よ うな点 か ら 「3.2　 シ ス テム の 前提条 件 」 で記述 した よ うに,現

時点 では,協 同組 合 等 及 び組 合 員 の各種 業 務 か ら段 階 的kシ ス テ ム化 を 図

る のが望 ま しい よ うに思 わ れ るが,こ れ は 協 同組 合 等 の一 般論 的な 考 え 方

であ って,共 同輸 送 が メイ ン業 務 であ る とい う協 同組 合 等 もあ り,一 概 に

1つ のパ タ ー ン で進 む のは 問題 が あ る。

　 したが って,一 方 では 中央 セ ン ター と協 同 組合 等 とを オ ン ライ ン で接続

して共 同 輸 送 を実 施(こ の 中 に は共 同 輸送 業 務 の み をシ ス テ ム化 してい る

協 同組 合 等 と,共 同 輸 送 業務,協 同組 合等 及 び 組合 員 の 各 種 業 務 の 両方 を

シ ス テ ム化 して い る協 同組 合 等 とが あ る)し,一 方 では 共 同 輸 送 には参 加

せず,協 同組 合 等 及 び 組合 員 の各 種業 務 の み の シ ス テ ム化 を 実 施 す る とい

うよ うな 混在型 が 現 実 的 なパ ター ンでは な い か と考 え られ る。(図5-3,

表5-1を 参 照 の 事)

○

⑳

℃
○

図5-3　 シ ス テ ム構 築 例3
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表5-1　 シ ス テ ム参 加 形 態

共 同 輸 送 の 参 加 形 態 協 同組合等及び組合員 の

各種業務の システム化電話等による参加 オンライン処理 への参 加

○
○ ○

○
○ ○

○
　 協 同組 合 等 では,当 シ ス テムへ 参 加 す る場 合,ま ず どの業 務 へ どの よ う

な 形 で参 加 す るの か を 考 えて お かな け れば な らな い。

　 当 シ ス テ ム では協 同 組合等 の諸 事 情 を考 慮 して,電 話,フ ァクシ ミ リ等

の情 報伝 達 媒 体 を通 じて斡旋 作業 を進 め る 方法,テ レフ ォ ンター ミナル 等

の簡 易端 末 装 置 を用 い て 中央 セ ンター と情 報交 換 を行 う方 法,協 同 組合 等

及 び組合 員 の業 務 の一 部 も同時 に行 うため,イ ンテ リジ ェン ト ・タ ー ミナ

ル 等 を導 入 す る方法,そ して協 同組 合 等及 び組 合 員 の殆 どの業 務 も同 時 に

シ ス テム 化す る ため にオ フィス ・コン ピ ュー タ あ るいは 小 型 コン ピ ュー タ

を 導入 す る方法 の4段 階 を 想定 してい るた め,こ の中 か ら 自協 同組 合 等 に

最 適な 方 法 を検 討 す る必 要 があ る。

(1)　共 同 輸 送 業 務 だけ に参 加す る場合

　 　 この 場 合 は,電 話 ・フ ァ クシ ミ リ等 を用 い て情 報 交 換 を行 うか,あ る

　 い は簡 易 端 末 装置 を 利用 してオ ン ライ ン処 理 を行 うか の選 択 であ る。

　 (近 い 将 来 共 同輸 送 以外 の 業務 の シ ス テ ム化 も行 う意 向が あ る場 合 は イ

　 ン テ リジ ェ ン ト ・タ ー ミナル,オ フ ィス ・コ ン ピュー タあ るい は 小型 コ

　 ン ピュ一 夕 を導 入 す る こ とも考 えて お く必要 が あ る。)情 報 の送 信 ・受
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　 信 がデ ィス プ レイ端 末装 置 の よ うにス ムーズ ではな いが,買 取 価 格35

　 万 円 とか な り安 価 で しか も電 話 等 よ りも迅速 に斡旋 情 報 が 得 られ るテ レ

　 フ ォンター ミナル は,共 同 輸送 業 務 だ けの シ ス テ ム化 を 図 る場 合 には 非

　 常 に有 力な 機 器 で あ る と言 え る。

(2)協 同組 合 等 及 び組 合 員 の 各種 業 務 だ け に参 加 す る場 合

　 　 イ ンテ リジ ェ ン ト ・ター ミナル は,あ くまで も端 末 装 置 であ り,端 末

　 装 置 に処 理 機 能 が付 加 された とい う意 味合 い が強 く,端 末 と して の機 能

　 を 多 く有 して い る。 した が って,協 同組 合 等 及 び組 合 員 の 各 種業 務 処 理

　 を行 うには 適 して い な い。

　 　 処 理量;将 来構 想 等 を加味 して オ フ ィス ・コ ンピ ュー タ な り小 型 コ ン

　 ピ ュ一 夕な りを 導入 す る こ と とな るで あ ろ う。

(3)共 同輸 送 業 務及 び 共 同輸 送 以 外 の 業務 の両 方 に参 加 す る場 合

　 　 処 理 量,将 来 構 想 等 を 考慮 し て,イ ン テ リジ ェン ト ・タ ー ミナル,オ

　 フ ィス ・コ ン ピュー タ,小 型 コ ン ピ ュー タ の 中か ら最 適 な ものを 選 択 す

　 る こ ととな る。

　 　 い ず れ に して も,一 挙 にす べ て の業 務 の シ ス テム化 を行 うよ りも,協

　 同組合 等 の体 制 整 備 に合 わ せ て段 階 的 に進 め てい くこ とが望 ま しい よ う

　 に思 わ れ る。

5.4　 移 行 計 画

　 当 シ ス テ ムの 設計 に 当た っては,業 界 の 現状 及 び情 報 機 器 等 を 調 査 す る

と と もに,業 界 の代 表 者 で構 成 す る委 員 会 を設 定 し,そ こで シス テ ム の基

本 構想 ・範 囲 ・機 能 ・処 理概 要 な ど必 要 な 事 項 につい て 審 議 を行 い,設 計

を進 めて きた。 こ うして 設計 した シ ス テ ム の 内容 を説 明 した もの が本 報 告

書 で あ る。

　 昭和55年 度 更 に 綿 密 な る概 要 設計 を 行 い,一 部 につ い て詳 細 設計,模
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擬 実 験 まで 行 う予 定 で あ る。

　 協 同組 合 等 が 当 シス テ ム を導 入す る場 合,お よそ 次の 図5-4に 示 す よ

うな 手順 で進 め るこ とが 必 要で あ る。

適用業務 の選定

図5-4　 シ ス テ ム導 入手 順

、

(1)　適 用 業務 の 選 定

　 　 共 同 輸 送 業務,協 同組合 等 及 び 組合 員 の 各種 業 務 につ いて,ど の業 務

　 か ら利 用 す るの カ㍉ あ るい は両 業 務 を一 挙 にシ ス テ ム化 す るの か を,協

　 同組合 の実 情 に照 ら し合 わせ な が ら,明 確 に方 針 を 決め る必 要が あ る。

(2)参 加 形 態 の決 定
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　 　特 に共 同輸 送 業務 につ い て は,い くつ かの 参 加形 態 が あ るた め,こ の

　 中 で 自協 同組 合 等 に最 適 な もの を選 定 す る必 要 があ る。

(3)導 入 機 種 の選 定

　　適用業務 及び参加形態 の決定 に基づいて,導 入機種を選定す る。

(4)　プ ログラム修正

　　 共同輸送に関しての プログラム修正は必要ないが,協 同組合等及び組

　 合 員の各種業務については,そ れ ぞれ協同組合等あるいは組合員の特殊

　 性があ るた め,標 準的なプ ・グ ラムの手直 しが必要 とな る。

(5)要 員 の訓 練

　 　 当 シ ステ ム を 実施 す る に当た って は,コ ン ピュー タ 及 び 適 用業 務 の 両

　 方 に精通 した 人 が 必 要 で あ り,こ の よ うな 人材 を養 成 した 方 が好 ましい。

　 　 しか しな が ら,当 シ ス テ ム で使 用 す るコ ン ピ ュー タ は,か な 簡 易 な 方

　 法 で操 作 が可 能 なた め,短 期 間 で養 成 で きる もの と思 わ れ る。

(6)　 シ ス テ ム ・テ ス ト

　 　 す べ て の プ ロ グ ラム修 正 が完 了 した 時点 で,デ ー タ を 入 力 し,最 終 時

　 点 にお、・て 出 力 され る情 報 の結 果 が 正 しい もので あ るか テ ス トし,シ ス

　 テ ム全体 の 信 頼 度,効 率 等 を 評 価す る。 この 時点 で 使 用す るデ ー タ には

　 種 々の 条件 を持 た せ,シ ステ ムが そ れ らす べ て に正 確 に対 応 で き る こ と

　 を確 認 す る。

(7)並 行 作 業

　 　 シ ス テ ム ・テス トが終 了 す る と,本 稼 動 へ と移行 す るわ け で あ るが,

　 テ ス トが ス ム ーズ に 運 ん で も本 稼動 で実 際 の デー タ を 使用 す る と,思 い

　 が け な い事 態 が 生 じ る場 合 が ま まあ る。 そ の た め当 初 の一 定 期 間 は,多

　 少 煩 雑 で は あ って も,コ ン ピ ュー タ 処 理 と手 作 業 で の処 理 とを並 行 し て

　 行 うことが不可 欠である。

⑧　 実　施

　 　　シ ス テム ・テ ス ト,並 行 作業 と も完 了 し,す べ ての 処 理 の 確 認が 終 わ

　 　った時 点 で,本 稼 動 とな る。

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 -131一
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6.今 後 の 課 題

q

δ

z
撃

(1)業 界 サ イ ドにお け る課 題

　 　 先 に 言及 した よ うに,中 小運 送業 界 の シス テ ム化 に 対す る要求 は 強 く,

　 シス テ ム化 に対 す る討議 が熱 心 に行 わ れ てい るが,例 えば 共 同輸 送 を例

　 に と って み て も,業 界全体 としての 統一 的 な動 きは まだ第一 歩 を 踏 み 出

　 した に 過 ぎない。

　 　 共 同 輸 送 の よ うに 多 くの 事 業体 が参 加 して広 域 的な 情 報処 理 を 実施 す

　 る必要 が あ る もの につ いて は,業 界 が一 致 団 結 して シス テ ム化 を推 し進

　 め る こ とが 不可 欠 で あ る。

　 　 そ の た め には ・ 協 同組合 等 及 び組 合 員 の立 場 にた って,現 在 様 々な 形

　 で行 わ れ て い る共 同輸送 の メ リ ッ ト ・デ メ リ ッ ト等 を 見極 め,コ ン ピ ュ

　 一 夕 サ イ ドか らだ けで な く,幅 広 い視 野 に立 って,シ ス テ ム を構 築 す る

　 こ とが 肝 要 で はな い か と考 え られ る。

　 　 次 に当 シ ス テ ムの 内容 に つ いて 考 え て み る と,入 力伝 票,出 力帳票,

　 コー ド体系 等 を1つ の 指針 と して明 示 した が,業 界全 体 と して,よ り現

　 実 的 な もの にす るた め には,業 界の 代 表者 で構 成 され る 「統 一 伝 票検 討

　 委 員 会 」(仮 称),　 「コー ド設計 委員 会 」(仮 称)等 で十 分 検 討 された

　 上 で,実 際 に協 同 組合 等 及 び組 合員 に暫 時使 用 して も らい,そ の結 果 を

　 フ ィー ドバ ックして,最 終 的 な伝票 ・コー ド等 を決定 す べ きで あ る。

　 　 以 上 の 各検 討 に よ り,シ ス テ ム化 の 方 向が 決定 した時 点 にお い ては,

　 シ ス テ ム の啓 蒙 ・普及 を 図 り,協 同組 合 等 及 び組 合員 に シス テ ム化 の必

　 要 性,費 用,効 果等 を 明確 な形 で提示 し,参 加 事 業体 を増 や して,よ り

　 効 果 的 な シス テ ムの構 築 を 図 る こ とが必 要 で あ る。

(2)　 コン ピュー タ 処 理上 の 課題
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　 当 事 業 では,昭 和53年 度 に各種 調 査 研究 か ら基本構 想確 立 の一 部 ま

で行 い,昭 和54年 度 は 更 に概 要 設計 の 大部 分を 行 うことが で きた。 昭

和55年 度は,過 去2年 の実 績 を踏 まえ て,当 シス テ ムの 中 核部 分で あ

る共 同 輸 送業 務 につ い て,詳 細 設 計,模 擬 実験 を行 う予定 であ る。 この

模 擬 実 験 を通 して 当 シ ス テ ム の持 つ様 々な 問題 点 を浮 き掘 りに し,よ り

現 実 的 ・効 果 的 な シ ス テ ム構 築 を行 うわ けで あ る。

　 共 同 輸送 業 務 の コ ン ピ ュー タ処 理上 の問 題 点は 模 擬 実験 に よ り,あ る

程 度 解 決 で き る と思 わ れ るが,共 同 輸 送以 外 の協 同組 合 等及 び組 合 員 の

各種 業 務 につ いて も,模 擬 実験 は 行 わ な い まで も,よ り詳 細 な る検 討 を

加 え てい く予定 で あ る。

　 また,対 象業 務 とし て,こ れ まで に設 計 した 内容 で 十 分 であ るか否 か

とい う検 討 の 必 要性 を認 識 して,よ り大 規模 な情 報処 理 ネ ッ トワー クシ

ス テム の構 築 を 考 え る上 で重 要 で あ る と思 われ る道路 混雑 状 況 な どの交

通 情 報,ど の 方 向 に どの位 の 荷物 が あ り,ど の方 向 に どの位 の 車輌 が動

い てい るか とい った 輸送情 報,運 転者 の 宿 泊,休 憩 な どの照 会 ・予 約 を

す るた め の施 設 ・設備 情 報 な どにつ い て も念頭 に入 れ て,今 後 シ ス テム

化 を進 め てい く方針 で あ る。
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